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（ご挨拶） 

次代の青少年にきれいな水と暖かい社会 

宮田照由 宮田明美 

私達結婚して55年、夫照由は生まれも育ちも矢田川と

庄内川に挟まれた守山区川西、妻の私は矢作川の源流の

長野県根羽村、とてもきれいな川です。 

昭和 40 年代、矢田川.庄内川は真っ白「白い街白い街 

なごやの街」と歌われていました。空気は汚れ、川も汚

れ、これが日本の高度成長期。仕方のないことだと誰も

が諦めていた。しかし夫が私の田舎に行った時、澄んだ

川を見て昔庄内川で泳いだり魚をとって食べたことを思

い出し、前会長の丹羽さんや近所の人達と「自分達の次

代に汚したまま次代に残してはだめだ」と話し合い、合

わせて毎日新聞の「庄内川シリーズ」にも刺激を受け「矢

田・庄内川をきれいにする会」の発足となった。今から

50年前のことです。当時夫は事務局長でした。 

発足当時はあちらこちらで公害問題が起きてきた私達

は「闘争はしない」「運動は明るく楽しく美しく」「次代

の青少年にきれいな水と温かい社会」を残すため市民・

行政・企業が三位一体とならなくてはきれいにならない

と思い「どうしたら市にこの現状を知ってもらえるのか」

「それには川を診てもらうのが一番」「ならば魚釣り大会

をしよう」ということになった。この頃の庄内川の水質

類型はEランク（魚の棲めない川）「釣った魚を食べる人

はいるのか」「多分喰えんだろう」「ならば『食えない魚

釣り大会』をやろう」等々次々と意見が出てきた。 

第一回目の釣り大会は興味津々の人々で大混雑、でも

魚はいた。奇形もいた。その後天然鮎がいることがわか

り「食べられるかもしれない魚釣り大会」と副題を変え

ながら今も続けている。今年は「50年たっても食べられ

ない魚釣り大会」第一回目に参加した少年は今や孫やひ

孫を連れて参加する。子供のいない私達にはとても嬉し

いことだ。 

又「川の汚れは心の汚れ」の看板は100本以上立てた。

100 本目は名古屋市長が立てた。大多数が壊れてしまっ

たが今も立て直している今年は矢田川に 10 本愛知県と

ともに立て、庄内川にも庄内川河川事務所とともに立て

た。 

その他の活動の中には守山下水処理場周辺にさくらの

植樹（経世会と共に）をしたり山岡町のゴルフ場予定地

に「けいしょう」の森（景勝．継承. 警鐘）の森、釣具

商組合の方々と魚の放流、庄内川のボート下り数え上げ

ればきりがないが会の歴史を見ていただければと思う。

わたしたちはこの活動を後世に残すために既に 5 冊の本

を出している。「13 のあゆみ」出版時には夫は会長とな

り5つの取組みを発表した。 

① 名古屋市の一般会計予算の 1 パーセントを堀川を

はじめ、河川や池の浄化のために用いる。 

② アユの楽園（鮎100万匹大作戦） 

③ 堀川浄化 

④ ホタルの里作り（才井戸流） 

⑤ 水のリサイクル 

である。 

又庄内川は漁業権を失った一級河川、でも魚は豊富で今

では水質類型もC級になっている。もう一歩で食べら

れる魚も釣れるかもしれない。活動を始めた頃釣った魚

が美味しく食べられるまではと思っていたが夫はもう

77歳、私も76歳となる。 

地球温暖化が叫ばれる現在、50年前から温かな工場

排水が流され、温かな排煙は放出され続けたかつての公

害は今や温暖化と名を変えた。 

私たちは本当に「次代の青少年にきれいな水と暖かい

社会」を残すことができるだろうか？地球はどうなって

いるだろうか？温暖化ではなく、暖かい社会を願う今日

この頃…..。 
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（第50回記念魚釣り大会） 

第 50回庄内川まつり魚釣り大会 

2024 年 11 月、季節外れの台風から変化した低気圧

が、これまた季節外れの秋雨前線を刺激し記念すべき第

50 回の「庄内川まつり魚釣り大会」の開催が危ぶまれ

ましたが、大雨は前日で止んでくれたため、快晴の下で

記念大会を実施することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返れば第１回の大会は「食べられない魚釣り大会」

で始まり、半世紀経た今回も「50 年経っても食えない

魚釣り大会」とは何とも情けない副題ではありましたが、

大会の中で行った食味評価（シジミ、アユ、コイ、フナ）

ではシジミ以外は「おいしい」という評価が少し見られ

るようになり「食べられない」「食えない」というより

も「まあまあ食べられるかも」くらいの味、言い換えれ

ば「それなりの水質」になってきたのではないかと、50

年にわたる「矢田・庄内川をきれいにする会」の活動の

軌跡を踏まえ思うところであります。 

 

さて、当日はスタッフを含め 60 余名の参加を得、魚

釣り大会では、市長杯を争うシラハエ（オイカワ）の一

般の部では過去何度も一位の栄誉を得られたベテラン

さんが 15 ㎝の大物を釣って優勝、庄内川事務所長賞の

コイの部では 71 ㎝を釣りあげられた方が優勝、フナの

部でも 40 ㎝の大物を釣られた方が優勝と、例年の大会

よりも大きな魚が検量に持ち込まれていました。もしか

すると、前日の大雨による増水と濁りが良い影響をもた

らしたのかもしれませんね。でも、油断は禁物、大会に

参加された子供さんには会用意したライフジャケット

を着用してもらいました。特別賞はゴクラクハゼ、タモ

ロコを釣った方に進呈しました。 

 

 

 

 

 

 

そして、雨の影響がもう一つ、この魚釣り大会は、テ

ントや机・椅子などたくさんの備品を使いますがそうい

った資機材を満載した軽トラックが河川敷のぬかるみ

でスタックしてしまうアクシデントもありました。 

今回は 50 回記念ということで、TSUCHIYA(株)様の

ご厚意により、コロナ禍もあって中止していた「アマゴ

のつかみ取り」も開催することができました。水中ポン

プの近くに集まった魚を狙おうとする子供さんがまる

で滝行をしているような状態になっていましたが着替

えを持参されていたので安心しました。 

 

 

 

 

 

 

また、参加者にも食味評価の口直しを兼ねてアマゴの

塩焼きを食べていただき、最後には会長夫人によるカレ

ーライスもお腹いっぱいになるまで食べてもらうこと

ができました。参加・ご協力していただいたスタッフの

皆さん大変お疲れ様でした。 
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（第 50回記念魚釣り大会） 

第 50回庄内川まつり魚釣り大会参加者からのメッセージ 

  

＜矢田・庄内川をきれいにする会 会員＞ 

今回は増水してて、釣れなかったけど、アマゴのつか

みどりが楽しかった。 

真野 大和 

 

 

 

 

 

 

庄内川は最近まで行く機会がありませんでしたが、

子供のころは矢田川にはよく行きました。1970 年代の

前半ごろは粘土色の川のイメージが強く残っています。

1980 年代前半は川の色は濁りもなくきれいな状態でし

た。お魚も 70年代前半にはほとんど獲れませんでした

が、いろいろな魚種が獲れる様な状態になりました。近

年では外来種の天国になりつつありますが、矢田川や

庄内川にはまだまだ貴重な在来生物もおり、見守りた

いと思います。 

鵜飼 普 

 

庄内川は、小学校の頃泳いだ事あり、時の流れを思い、

今日も流れる庄内川です。 

谷本 二三雄 

 

50 年前には高卒し、国交省に入省と同時に名古屋市

内の大学に通学し、社会人として中部地整企画部で河

川の総合計画をやり、河川屋としてのスタートをきっ

て水商売の専属として約 50年経過し、70歳に到達しま

した。きれいにする会とは社会経験とほぼ同じお付き

合いです。 

当時、守山区（矢田川の下流部）に家があった事から

庄内川、矢田川が子供の頃より、あそび場として良い環

境でした。ただし、谷田川は水に入ると白いあとが残る

水質だった。ここから水商売のスタートです。生物・植

物・水質と良い経験を得た事に感謝です。特に「きれい

にする会」さんには、学校では教えてくれない事を現場

で色々学びました。今あるのも「きれいにする会」の活

動により、現在の私がつくられたと思います。是非、100

年を目指してがんばります。おめでとうございま

す！！ 

溝口 敏明 

＜庄内川まつり参加者＞ 

30 年も参加しておりますが、年々気温が上昇してい

ると思います。以前は防寒着を着て参加しておりまし

たが、今は」必要なく暑い位です。これからも変わらず

参加したいと思います。 

名東区 丹羽 

 

想えば 25回以上の参加をさせていただきました。今

回も 15㎝の白ハエを釣り上げることができました。大

雨の増水で状態が悪かったので、皆さん苦戦されたよ

うです。 

北区 渡辺 文夫    

      

今回は家族 3 人で参加しました。楽しい時間を過ご

しました。これからも活動頑張ってください。 

Ｋ 

 

今まで釣り大会を開いてくれてありがとうございま

す。これからもがんばってください。 

                      南 

 

50 周年おめでとうございます。川はきれいになって

ます。鮎が釣れる庄内川になってほしいです。 

東区 市江 正邦 

 

少ない参加金でこれだけの釣り大会をひらいてもら

い、楽しい会だと思います。 

春日井市 匿名 

 

今日は天気も良く、地域の皆さんの笑顔が見られて、

とても良い機会でした。今後も美力ながら協力させて

頂きます。運営、スタッフの皆様、朝早くからの準備お

つかれ様でした。 

Tsuchiya 石川 

 

前日に雨が降りましたので、釣り大会はあるのか

な？と庄内川の水位を調べました。また、今日は香流川

～谷田川～庄内川と川沿いを自転車で下って参加しま

した。天気が良くとても気持ち良かったです。今日は、

実際に川に足を運んだことで、身近なところに、これだ

けの大きな川があることを改めて知った気がしました。

もっとたくさんの人が庄内川を楽しんだらよいと思い

ました。子供を連れてこようと思いましたが、自転車で
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は少し遠く、駐車場があるとより多くの人が川に近づ

けるかな？ 

名東区 木綿 

 

大人から子供までこれからも自然とふれあえる楽し

い川をこれからも守っていってほしいと思います。 

西区 加藤 淳也 

 

初めて釣りをしました。コイが釣れて嬉しかったで

す。70 ㎝ 一生の思い出に残ると思います。催してく

ださってありがとうございました。ちなみにですが、私

も今年 50歳になりました💛 

西区 久内 めぐみ 

 

天気が心配されたが、秋晴になるふなも釣れていい

日です。 

春日井市 三田 靖 

 

水の流れが速くてちょっとつりづらかった。 

匿名 

    

今日は天気良く釣り日和でしたが、川の水位高く釣

り場少なく、シラハエ釣りは苦戦しました。フナ、コイ

が沢山釣れていました。矢田・庄内川をきれいにする会

の皆様、ごくろう様でした。 

森橋 

 

激濁りの中 10.3㎝が釣れましたが、15㎝には敵わな

いです。来年リベンジさせていただきます！！！ 

小栁 

 

おめでとうございます。あと、３億年か４億年続けて

ください。 

匿名 

 

最初はマジこわかったけど、だんだんなれてきて魚

をとるのが上手になりました！楽しかったです❢あり

がとうございます！！ 

ソフィア 

 

つかみ取りに参加 ７歳の息子が初めてつかみ取り

ができて、いい経験になったと思います。最近魚釣りが

好きなので、今回のつかみ取りで、より好きになったと

思います。 

匿名 

 

 

さいしょはきもちわるくてぜんぜんとれなかったけ

ど、どんどんこつをつかめていっぱいとれました。たの

しかったです。ありがとうございました。 

匿名 

 

今日もボーズ！！(‘Д’) 

匿名 

 

子供が小学生のころから参加させていただいてます。

今その子は 38 才になりました。我が家の 11 月行事に

くわえさせていただいてます。次回からは孫達も参加

させていただきます。有難うございます。 

尾張旭市 石田 清一 

 

50 周年おめでとうございます。この大会には小さい

頃から毎年参加させて頂いております。40 回大会では

鮒の部で優勝させて頂き、50 回大会でも入賞できたこ

とは良い思い出です。今後も活動を応援しております。 

匿名 

 

さいしょはぬめぬめしててこわかったけど、だんだ

んなれてきて１回とったらとれてきて楽しかったです。

このきかく、ありがとうございました。 

匿名 

 

本日はありがとうございました。素晴らしい取組だ

と思います。これからも続けていただけることを願っ

ています。 

匿名 

 

ママ友に教えてもらい参加しました。つり部門では

魚はつれませんでしたが、子どもも楽しんでいました。

大きなコイやいろいろな魚が庄内川、谷田川に住んで

いると知れてとてもいい機会になりました。ご準備大

変だったと思いますが、とても楽しかったです。つかみ

どりのおみやげもうれしかったです。 

匿名 

 

できれば魚の回収をして頂けると助かります。矢田

川から運ぶのがつらかったです。 

守山区 匿名 

 

イケス作りで大きいので、もう少し魚をふやしても

良いと思う。 

守山区 匿名 
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第 50回庄内川まつり魚釣り大会写真 
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庄内川まつり魚釣り大会年表 

年 月 日 大  会  名 会場 

1975年6月29日 

9月28日 

10月26日 

 

1976年5月９日 

6月14日 

9月28日 

  10月6日 

10月24日 

1977年1月30日 

5月15日 

10月9日 

1978年4月11日 

11月18日 

1979年4月22日 

11月18日 

1980年7月31日 

11月16日 

1981年11月15日 

1982年4月25日 

11月21日 

1983年11月6日 

1984年10月28日 

1985年10月27日 

1986年10月26日 

1987年11月8日 

1988年10月30日 

1989年11月5日 

1990年10月28日 

1991年11月3日 

1992年11月1日 

1993年11月7日 

1994年11月13日 

1995年10月29日 

1996年11月10日1997

年11月2日 

1998年11月8日 

1999年11月7日 

2000年11月5日 

2001年11月4日 

2002年11月10日 

2003年11月7日 

第1回 食べられない魚釣り大会 

第2回 食べられない魚 親子釣り大会（＊矢田川・香流川合流点） 

第3回 食べられない魚 母子釣り大会 

（ここまでプレ魚釣り大会） 

第1回 庄内川まつり 食べられない魚釣り大会 

9年ぶり県によって鮎放流 

釣りクラブ「山彦会」発足 

名古屋女子大 廣教授による庄内川の鮎「天然」と発表 

第2回庄内川まつり 食べられるかもしれない魚釣り大会(魚の試食会) 

土岐川支流・肥田川にあまご放流 

鮎救出作戦 

第3回 庄内川まつり 食べられるかもしれない魚釣り大会 

鮎救出作戦中止 

第4回 庄内川まつり 食べられるかもしれない魚釣り大会(名古屋市長杯/本山市長) 

鮎救出作戦 

第5回 庄内川まつり 食べられるかもしれない魚釣り大会 

フルーツパーク釣り池開放 

第6回 庄内川まつり いつかは食べられる魚釣り大会 

第７回 庄内川まつり 鮎かえれ庄内川魚釣り大会 

住民に親しまれる名古屋港を考える会（名港を考える会）釣り大会 

第8回 庄内川まつり 鮎かえれ庄内川魚釣り大会（魚拓指導・名古屋市長杯/西尾市長） 

第9回 庄内川まつり 鮎かえれ庄内川魚釣り大会 

第10回 庄内川まつり 鮎かえれ庄内川魚釣り大会 

第11回 庄内川まつり 鮎かえれ庄内川魚釣り大会 

第12回 庄内川まつり 鮎のすむ庄内川魚釣り大会 

第13回 庄内川まつり 鮎のすむ庄内川魚釣り大会 

第14回 庄内川まつり 新しい川づくりをめざす庄内川魚釣り大会 

第15回 庄内川まつり 新しい川づくりをめざす庄内川魚釣り大会 

第16回 庄内川まつり 鮎が泣いている庄内川魚釣り大会 

第17回 庄内川まつり 鮎が泣いている庄内川魚釣り大会 

第18回 庄内川まつり よみがえれ庄内川魚釣り大会 

第19回 庄内川まつり よみがえれ庄内川魚釣り大会 

第20回 庄内川まつり 20周年庄内川魚釣り大会 

第21回 庄内川まつり 20周年庄内川魚釣り大会(ニジマス) 

第22回 庄内川まつり 水質基準ランクアップ記念魚釣り大会 

第23回 庄内川まつり もっときれいになれ庄内川魚釣り大会 

第24回 庄内川まつり もっときれいになれ庄内川魚釣り大会 

第25回 庄内川まつり 25周年記念庄内川魚釣り大会 

第26回 庄内川まつり 天然鮎が遡上できる庄内川魚釣り大会 

第27回 庄内川まつり 天然鮎とアユカケがいた庄内川魚釣り大会 

第28回 庄内川まつり 天然鮎とサツキマスが泳ぐ庄内川魚釣り大会 

第29回 庄内川まつり 天然鮎とアユカケがいた庄内川魚釣り大会 

水分橋 

＊合流点 

松川橋 

新川仲橋 

吉根橋 

 

 

水分橋 

 

庄内橋 

水分橋 

庄内橋 

水分橋 

庄内橋 

水分橋 

 

水分橋 

水分橋 

枇杷島橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 
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2004年11月6日 

2005年11月7日 

2006年11月5日 

2007年11月4日 

2008年11月2日 

2009年5月2日 

6月30日 

11月1日 

2010年11月7日 

2011年11月6日 

2012年11月4日 

2013年11月3日 

2014年11月2日 

2015年11月1日 

2016年11月6日 

2017年11月5日 

2018年11月4日 

2019年11月3日 

2020年11月1日 

2021年11月7日 

2022年11月6日 

2023年11月5日 

2024年11月3日 

第30回 庄内川まつり 30週年を記念して大イベント庄内川魚釣り大会 

第31回 庄内川まつり 天然鮎とサツキマスが泳ぐ庄内川魚釣り大会 

第32回 庄内川まつり 天然鮎とサツキマスが泳ぐ庄内川魚釣り大会 

第33回 庄内川まつり 水質ワースト1返上！ 庄内川魚釣り大会 

第34回 庄内川まつり 生物多様性を重視！ 庄内川魚釣り大会 

庄内川・矢田川鮎遡上調査（5月3日、20日、21日） 

第11回日本水大賞 環境大臣賞受賞 

第35回 庄内川まつり 庄内川水系にアユ遡上100万匹大作戦庄内川魚釣り大会 

第36回 庄内川まつり 外来魚を駆除しよう庄内川魚釣り大会 

第37回 庄内川まつり 外来魚を駆除しよう庄内川魚釣り大会 

第38回 庄内川まつり アユが遡上できる魚道をつくろう庄内川魚釣り大会 

第39回 庄内川まつり 庄内川全国一級河川水質ワースト10からの脱却を釣り大会 

第40回 庄内川まつり 庄内川の汚染源に抗議する魚釣り大会 

第41回 庄内川まつり まだまだ食べられない魚釣り大会 

第42回 庄内川まつり どうして、まだ食べられないの？魚釣り大会 

第43回 庄内川まつり 捕った魚を食べてみよう魚釣り大会 

第44回 庄内川まつり もうじき食べられるようになるかも魚釣り大会 

第45回 庄内川まつり 令和になっても食べられない魚釣り大会 

第46回 庄内川まつり 「庄内川の語り部」発行記念魚釣り大会 

第47回 庄内川まつり 泳げる庄内川を目指そう魚釣り大会 

第48回 庄内川まつり 食べられる魚を釣りたい会 

第49回 庄内川まつり 釣ってみよう、食べてみよう魚釣り大会 

第50回 庄内川まつり 50年経っても食えない魚釣り大会 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 

水分橋 
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（会員寄稿） 

３５ / ５０ 

          小野 天下

はじめに 

矢田・庄内川が汚されたからこの会が出来た。元

のようにきれいにしようといろんな活動を続けて

50年の歴史を迎えたが元には戻っていない。地球上

のいたるところでこのようなことが繰り返され続け

ている。私たち人間は地球に生きている生き物の一

員だ。自然の恩恵を受けて生きているのに自らそれ

を壊し続けている。この会の５０回続けてきた魚釣

り大会の副題がそれを如実に語っている。自然を大

切にする心をみんなが共有して生きていく社会を作

りましょう。私は入会して３５年になりますが、経

験したことやこれからのおもいをのべたいと思いま

す。 

 

会への入会 そして 

1989年（平成元年）名古屋世界デザイン博覧会が

開催され、社員全員で出展参加することになった。

「街並み」、「水辺」、「子供の遊び」の３つテーマで

パネル展示をした。開催終了後も活動を続けようと

いうことになり、「水辺」チームが、その当時川のボ

ランティアとして唯一の「矢田・庄内川をきれいに

する会」とつながった。2 回目の愛知国民体育大会

1994年（平成 6年）の年に庄内川河川事務所が庄内

川のヘドロ（主に陶土）をしゅんせつした。有効利

用しようと名古屋城の金のしゃちほこの形の鈴を作

ったら採用された（WC 会との共作）。1997 年から

新前田橋右岸に庄内川河川事務所とビオトープを作

り、四季 4 回大潮の日に一日中調査をする。順調に

行っていたが 2000 年（平成 12 年）9 月 11、12 日

の東海豪雨で大きな被害を受ける。自然の成り行き

とはいえ多少は庄内川河川事務所の人達と手直しに

汗をかいた。2002年宮田会長が脳梗塞で倒れる。間

瀬川の高木さんに代わりに会いに行って欲しいとい

うので急遽間瀬川に行くことになった。高木さん曰

く、昭和 50 年ころは間瀬川に 1 メートル近い大イ

ワナ（体重 8．8㎏）など３８種類の魚類に恵まれて

いたが年々ヘドロ、砂、砂利がたまり渓流魚は 10種 

を数える。”人は環境の乳を飲んで育つ”と言うが人

の力で亡びしたものは、人の力で最上と考えて、皆

で微力を尽くそうではないか、48歳の時の私の勇姿   

も 23年立って今は・・・・・・。ほうばずしをいた 

だき間瀬川の河原で食べた味は格別だった。 

名古屋に住んでいる中国人から、中国の瀋陽で河川

敷の公園を作る仕事があるがやらないかという。瀋

陽市の中心を流れる渾河の右岸（瀋陽市の旧市街地

側）長さ 5 ㎞、幅 400ｍの河川敷の公園を作る仕事

だ。造園が専門でこの会に入って水や河川のことを

かじっていたこともあって国際コンペで弊社に決ま

った。既設のコンクリート護岸を撤去して自然護岸

にする。いであ株式会社に協力頂いて 1 か月で図面

を完成させる。冬はマイナス10℃になるので工期は

4月から着工して10月までに完成しなければならな

い半年の後期だ。毎日 5,000 人が作業する。そのう

ちに市長が 6 月末に視察に来ることになったら、そ

れまでに完成させよという、工期が半分になった。

5,000 人に加えて刑務所から服役中の囚人を警察と

公安が連れてきてどうにか完成できた。完成後当時

庄内川河川事務所副所長尾中宗久氏を団長にして脳

梗塞の入院から退院してきたばかりの宮田会長初め

お世話になった方々約 30 名で北京を経由して瀋陽

市の現場を見に行った。瀋陽市副市長が応対された。

この会に入会され活躍された原彰氏は延岡高校の先

輩、もう一人先輩で川の件でお世話になった方を紹

介します。甲斐一政氏で元愛知県副知事です。中日

新聞の論説委員をされていた時、庄内川のことを書

いてくださいとお願いし、庄内川の資料を段ボール

1箱届けましたところ書いてもらえました。「時代を

読む 甦るか庄内川」（2003 年 12 月 28 日）その時

こうも言われました。「川をきれいにするなら環境活

動として市民の賛同者を増やすことだと」 

色々活動してきてそう思う。 

 

 

 

 

 

記事の QR 
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（会員寄稿）          

矢田・庄内川をきれいにする会活動の記憶 

                               原 彰 

 

はじめに 

矢田・庄内川をきれいにする会が 50年の歴史を迎

えた。河川の浄化を願うボランティア活動であるが、

50 年も歴史を刻んできたことは素晴らしいと言う

だけではなく、驚異である。私の会員としての活動

は 16年しかなく、積極的に活動した期間は僅か 8年

であるが、矢田・庄内川をきれいにする会会員とし

て多くの思い出はある。 

ここでは 2008年から 2016年までの広報部長の在

任期間中の、印象に残る活動をピックアップして、

矢田・庄内川をきれいにする会の活動の一端を紹介

しておきたい。 

 

１．矢田・庄内川をきれいにする会への入会と環境

大臣表彰 

2008年 3月に大学を退職した次の日に、名古屋市

守山区に終の棲家を求め、引っ越しをした。その片

付けが終わらないうちに、私は矢田・庄内川をきれ

いにする会に入会した。その会は高校の後輩 小野

天下氏が事務局長をつとめていた関係からである。 

庄内川は数十年にわたり、王子製紙が廃水を流し

ており、川としての正常な機能が失われた川である。

庄内川に流れ込む八田川に王子製紙の廃水口があり、

ヘドロが溜まっている。宮田会長の依頼で、名城大

学在職中にそのヘドロを調べたこともある。 

入会後私は、宮田会長に、会則を変更して役職に

広報部長を加えることを提案し、承認された後、自

ら広報部長に就任した。私が最初に取りかかったの

は、会の活動をまとめて「日本水大賞」に申請する

ことだった。2008 年 11 月に会の活動を「庄内川・

矢田川流域の河川浄化・環境整備活動」としてまと

め、3ページの応募書類を作成したが、内容は会長か

ら渡された資料から得たものである。ほとんど活動

実績のない私が書いた申請書であるが、まさか環境

大臣賞をもらえるとは予想していなかった。環境大

臣賞をもらって、改めて矢田・庄内川をきれいにす

る会の活動が如何に価値あるものであったかを認識

した次第である。環境大臣賞を得て提出した活動報

告書および庄内川祭り 第 35 回魚釣り大会につい

ては、「矢田・庄内川をきれいにする会活動 35 周年

～日本水大賞 環境大臣賞受賞記念～誌」に掲載し

ている。 

 

２．アユ遡上調査 

会報第4号でお知らせしましたように、5月2日、

3日、アユの遡上調査を実施しました。小田井床止堰

では、左岸（矢田川寄り）において、午前 10時から

午後 6 時頃までに、220 匹、右岸（庄内川寄り）に

おいて 292匹が確認されました。また、庄内川山西

用水堰下で投網により 71匹を捕獲しました。アユは

この堰を上がることができませんでした。 

なお、一晩明けた翌朝は、小田井床止め堰左岸に

おいては 11 匹、9 時から午後 1 時 30 分までに 293

匹、4 時 45 分までに 20 匹を数えました。右岸では

一晩明け後、および午後 4 時 55 分までに 1 匹も確

認されませんでした。 

 調査は魚道に上がるアユをほぼ完全にトラップし

ています。この結果、アユは午前中に遡上数が多く、

また、右岸の 2 日、3 日で確認されたように、遡上

数には大きな変化があることが分かりました。 

 この年、アユの遡上調査は７月 19 日、20 日も実

施しましたが、2009 年 11 月１日、庄内川祭り 第

35回記念魚釣り大会において、会は「庄内川水系に

アユ遡上 100万匹大作戦」の開始宣言をし、庄内川

に 100 万匹のアユの遡上を目指すという目標に向

かって活動を明確にしました。 

 

矢田・庄内川の会則改正から最初の春の活動は

アユの遡上調査だった。私にとっても川の中の

初めての活動だったので、大変印象に残ってい

る。2009年 6月の会報を引用する。 

アユの遡上調査は初めてだったが、遡上アユが

大量に観察されることが毎年当たり前と思って

しまった。その後の継続の調査でアユの遡上数

は年により大きく異なることがわかった。10倍

も差があることもあるようだ。 
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３．アユの産卵場づくりに重機を入れる 

 庄内川へのアユの遡上数を増やすには産卵場を充

実させる必要があり、重機を入れて産卵場の造成を

実施した 

 

10 月 24 日、「庄内川水系にアユ遡上 100 万匹大

作戦」に新しい 1 ページが記録されました。予告し

ていましたように、ショベルカーを動員してアユ産

卵場の造成を実施しました。場所は松川橋と庄内川

大橋の間です。当日は曇り空でしたが、巨大なショ

ベルカーが威風堂々、川の中に入ったときには感激

しました。 

アユはぜいたくな魚なので、産卵場も選びます。

大きさ 1～10センチの石の隙間に卵をうみつけます。

ショベルカーの役割は、固まった（アーマー化した）

底面を掘りおこし、砂と泥をかき出して小石の間に

隙間を作ることです。 

 川の中央に 10 メートル範囲に渉ってショベルカ

ーが動きましたが、その間わずかに 20 分ちょっと。

予想したよりもはるかに速い時間で終わりました。

その跡を人力で平にならしていきます。この作業が

重要で、アユは起伏の多いでこぼこを嫌うそうです。 

 合計で 3 ヶ所、300 ㎡の面積の産卵場を造成しま

した。 

庄内川へ重機 

 

水温は 20度を切る程度でしたので、ちょうどアユ

が下降し始める頃ですが、今年はアユ遡上調査でも

アユが少なかったので、あまり大きな期待はできま

せん。しかし、アユの産卵場の整備の仕方が分かっ

ただけでも、大きな収穫と言えるでしょう。 

 来週の日曜日はもう一つ新しい試みを行います。

矢田川での降下アユ調査として作ったヤナ（3ｍ×４

m）を仕掛けます。興味のある方は三階橋の下流に

12時頃お出で下さい。  

     

４．第 4回いい川・いい川づくりワークショップで

準グランプリ 

 2011年 9月 24日・25日、国立オリンピック記念

青少年総合センターにおける第 4 回いい川・いい川

づくりワークショップに参加した。参加団体は河川

で活動している 37団体だった。このワークショップ

は、いい川いい川づくり実行委員会主催で国交省が

後援となっているが、「みんなで考える“いい川”“い

い川づくり”公開選考会」の副題のとおり、大変厳

しい選考会だった。 

2010年 7月 19日に、アユ研究の第一人者高橋さ

んを招き、庄内川のアユの生息環境の調査をお願

いし、産卵に適した場所についてもアドバイスを

得た。それを受けて庄内川に重機を入れて、産卵

場を作った。以下は 10 月 26 日の広報第７号の

記録である。重機を入れた産卵場づくりは 2011

年 10月 2日にも、水分橋下流でも実施したが残

念ながら台風により河川が荒らされ、ショベルカ

ーは空しく砂をかき混ぜるだけに終わった。この

巨大な重機は平田工業さんの無償提供だった。 
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選考一日目、先ず全体発表会で 37 団体が 3 分間

の発表、続いてA~Gのグループに分かれ、一次選考

が行われたが、矢田・庄内川をきれいにする会は E

グループの 5団体に属した。この 5団体から 2団体

が次の選考に進むが、当会は何と、この一次選考で

落選したのである。これはやむを得ないとも言える。

活動団体は高校生や子どもも参加しているので、彼

らの素直さには勝てないということだと思われる。 

 大丈夫、大会は 2 日間で行われ、2 日目は敗者復

活戦が行われたのである。敗者復活選では、パネル

セッション形式で、 13 名のコーディネーター、コ

メンテーターの投票で数団体が選出され、矢田・庄

内川をきれいにする会はその一つに選ばれた。二次

選考は一次選考で選出された 14 団体と復活で残っ

た団体が発表を行い、コメンテーターによる投票、

会場の拍手等を加え、10団体が最終の公開討論会へ

進んだ。 

 公開討論会ではコーディネーターやコメンテータ

ーによる総括討論、コーディネーターはコメンテー

ターらによる投票や会場からの意見を聴取し、最終

的に表彰者を決定することになったが、グランプリ

は大阪府の「芥川・ひとと魚にやさしい川づくりネ

ットワーク」で、矢田・庄内川をきれいにする会は

準グランプリ 3 団体の一つに選出された。グランプ

リの芥川・ひとと魚にやさしい川づくりネットワー

クは一回戦で同じEグループで一緒だった団体であ

る。 

この 2日間に渡ったワークショップには宮田会長

と参加したが、大変充実した面白く、印象に残る選

考会だった。        

 

宮田会長と活動 37年を表示               

 

準グランプリの表彰式 宮田会長と私 

 

５．身近な水辺再生と川の健康診断・矢田川にやな

を架ける 

あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業とし

て、第 5 回 矢田川に親しもう 身近な水辺再生と

川の健康診断・アユヤナ体験事業を実施しました。

実施の企画・運営は NPO 土岐川・庄内川サポート

センターですが、実施に当たってサポートセンター

の一員である矢田・庄内川をきれいにする会に支援

を受けました。事業内容は以下のとおりです。なお、

この活動のアユヤナ部分は本事業の一部です。  

2011年 10月 30日に、前年に続き、２回目のア

ユ簗設置を行った。簗を架ける活動は、当然のこ

とながら河川事務所に伺いを立てたが、河川事務

所長は「矢田川はそのようなものを設置するよう

な川ではない」と婉曲に反対されたが、押し切っ

て実施した。矢田川はほとんどくるぶし以下の深

さだが、簗を架けた場所は大人の胸の高さ位の深

さがあった。作業は豊造園の社員の手で行われた。

ブログで公開した文は以下のとおりである。 
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（1）天神橋下流での活動 

○集合及び参加者 

10 月 30 日（日）、9 時 30 分に天神橋下流で受付

を開始し、最終的な参加者は 64名、そのうち 14名

が小学生以下でした。また、参加者は（株）リコージ

ャパン社、経政会、港栄第一エコクラブ、愛知県環

境部、豊造園、名城大学学生、土岐川・庄内川流域ネ

ットワーク、チラシを見て参加された方、矢田・庄

内川をきれいにする会会員等と多彩でした。 

○事業の説明 

天神橋では 9時 30分受付でしたが、早い会員は 9

時には現地に到着。9時 30分には必要な資材・材料

が到着し、受付の準備が整いました。事業の説明は

10時からとしていましたが、時間通り開始すること

が出来ました。先ず、矢田・庄内川をきれいにする

会広報部長（私）が本事業はあいち森と緑づくり環

境活動・学習推進事業であること、また（株）リコー

ジャパン社のグリーンプロモーション事業として認

定を受けていること、河川環境管理財団の助成を受

けた事業であることを説明しました。続いて、愛知

県環境部水地盤環境課からあいち森と緑づくりにつ

いての趣旨説明を受け、（株）リコージャパン社から

ご挨拶をいただきました。この時点での参加者は42

名でした。 

 当日は A4 の 3 枚の資料と、昨年矢田・庄内川を

きれいにする会が作成した、矢田川環境マップ、当

年作成の庄内川環境マップ１を配布し、それをもと

に事業のスケジュールおよび注意事項の説明を行い

ました。 

○水質検査 

 水質検査は資料に基づき、pH、COD および透視

度について説明し、予め準備していた①大森橋下の

水、②香流川の矢田川に流れ込む直前の水と③天神

橋下流の水の 3 種類について、3 班に分かれて水質

調査を実施しました。pHおよびCODはパックテス

トで実施し、その数値を準備したパネルにワッポン

で表示させました。結果は昼食後の交流会で発表し

ました。 

○ガサガサ 

 次いでガサガサの実施方法について矢田・庄内川

をきれいにする会会員が説明、それぞれタモ網とバ

ケツをもって川の中に入りました。午後には雨が降

ることが確実視されていたため、ガサガサの時間は

約 20分程度で川から上がってもらいました。捕獲さ

れた生き物については矢田・庄内川をきれいにする

会会員から説明がありましたが、クロメダカが貴重

であること、それに対する外来種はカダヤシである

こと、ドジョウ、シラハエ、カマツカ、テナガエビな

ど 1 匹ずつ特徴が説明されましたが、何と言っても

体長 21センチのアユが見つかったことでしょう。婚

姻色が強く出てかなり黒く、新鮮に見えたので死亡

した直後と思われますが、産卵に立ち会うことが出

来たのでしょうか？一昨年に天神川下流で矢田・庄

内川をきれいにする会会員がアユの産卵を観察して

いますので、恐らく同じ場所で産卵が行われたと考

えてもいいでしょう。 

（2）天神橋から三階橋へ清掃活動 

 清掃作業はガサガサの場所から三階橋まで歩く途

中に実施してもらいました。準備したのは手袋、ゴ

ミ袋、ゴミばさみですが、これを抱えて約１キロ先

の三階橋を目指しました。参加者には出来るだけ、

車を使わずに歩いてくださいとのお願いに快く従っ

てもらいました。2 日前に庄内川河川を歩いた時に

は台風の影響が色濃く残っていたのですが、矢田川

ではそれほど木切れなどのゴミはなく、僅かに橋の

欄干部分に木切れやゴミがまとわりついているのが

ありました。集めていただいたのはペットボトルな

どの分解しにくいゴミ類でした。なお、矢田・庄内

川をきれいにする会会員 4名が川の中を歩き、魚（ア

ユ）の追い込みを試みました。 

（3）三階橋での活動 

○アユヤナ体験 

 午前 7 時過ぎに三階橋においてアユヤナの設置を

行いました。アユヤナは三階橋下流の段差のある堰

を利用して作製しました。先ず、鉄骨で枠組みを作

製し、それに縦半分に切断した竹をすのこ状に並べ、

固定し、それにクレーンを使って段差部分に隙間の

ないように接触させました。ヤナの設置は 9 時前に

終了しました。 

 ほぼ、スケジュールどおりに三階橋下流のヤナ場

に到着した参加者はアユヤナの素晴らしい出来栄え

に感心していましたが、残念ながら肝心のアユは姿

を見せませんでした。アユの追い込みも不発に終わ

ったようです。そこで、投網を使って擬似アユのシ

ラハエの捕獲を試みました。シラハエは小型ですが

一網に数匹は必ず入っており、容易に集めることが

できました。小学生たちにバケツに入れたシラハエ

を上から流し、ヤナに落ちてきたシラハエを集めて

もらいましたが、子供たちは大いに盛り上がりまし

たが、それもあっという間に終わってしまいました。  
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今年の秋に矢作川上流のヤナ場にアユを食べに行

きましたが、そこでも「○○さん、今からアユを流

しますので準備をしてください」とのアナウンスで

アユヤナ場でも同じようなことを行っていたので、

笑ってしまいました。その後、投網の実演も実施し

ました。 

○食事と交流会 

 アユヤナを終わるころには雨が降りはじめ、気温

も低かったのですが、そこへカレーうどんを提供し

ました。60名を超える人数でしたので、行列が出来

ましたが、アツアツのカレーうどんは大好評でした。

最大でも 60名の参加者と予測していましたが、麺は

60 名分でもカレーは 100 名分相当を準備しました

ので、お代りをする方もいました、 

 最後に雨の降る中を矢田・庄内川をきれいにする

会の活動紹介を実施し、水質検査結果の発表を行い

ました。pH は大森橋下が 7.0、香流川が 7.5、天神

川下流が 7.5～8.0 の結果でした。また、COD は大

森橋下が 1.5、香流川が 5.0、天神橋下流が 5.0～

12.5mg/Lでした。天神橋下流のデータがぶれている

のは小学生が多かったからでしょう。 

 最後にアンケートの提出をお願いしました。交流

の時間をもう少しとりたかったのですが、雨が強く

なってきましたので、早めに終了宣言をしなければ

なりませんでした。これで最後ではありません。車

を天神橋下流に置いた参加は戻らなければなりませ

ん。また、ヤナの撤去は 3 時 30 分までかかりまし

た。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

（上：アユ簗で魚の手づかみ 下；活動が終わって）  

６．庄内川川会議（第１回 平成 24年 10月 21日） 

日時：10月 21日（日）午後 2時～  

場所：水とぴぁ(水防センター)会議室 

   司会 村上 誠治氏 

1. 川会議開催宣言                 

2. 来賓あいさつ 

清須市長 加藤 静治氏                

 庄内川河川事務所長  宮本 健也氏 

3.基調講演                

 矢作川漁業協同組合 前組合長・顧問  

新見 幾男氏 

  ｢庄内川と矢作川はどこが違うか？｣ 

    －農業・発電団体と一緒に－ 

4.一般講演             

 ○愛知の川から庄内川を見ると  

愛知川の会     本守眞人氏 

○水源の森の健康診断から    

中部大学応用生物学部   上野 薫氏 

○庄内川水系にアユ遡上 100万匹大作戦  

矢田・庄内川をきれいにする会 原 彰氏 

○藤前干潟クリーン大作戦 

藤前干潟クリーン大作戦実行委員会  

鈴木康平氏 

○朝市から    

NPO矢田・庄内川サポートセンター   

寺本忠司氏 

5.活動アピール（1団体           

6.庄内川水系川会議宣言               

7.交流会                       

 庄内川水系の再生を目標とし、水源の森から河口

域（藤前干潟）までの流域の環境保全、住民に親し

まれる水辺環境創生、流域圏の経済活動の支援、河

 川会議は前年に「矢作川川会議」に参加した際

に、庄内川水系での必要性を認め、実施を決めた。

｢庄内川の再生｣を目的として、庄内川水系で活動

する団体に呼びかけた。午前中はリバーピアとし

て朝市が開かれ、農産物が安く出販売されている

ので、午後に開催した。川会議は１回から 5回まで

は私が世話をし、６回まで開催されたが、残念なが

ら中止となった。なお、庄内川水系の川会議なの

で、矢田・庄内川をきれいにする会が加盟している

土岐川・庄内川流域ネットワーク主催としてもら

った。第 1回会議の結果は以下の通りである。 
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川行政への提言を行う。前号でお知らせしましたよ

うに、10月 21日(日）、清須市水とぴぁ(水防セン

ター）において庄内川川会議が開催されました。当

日午前中はリバーピアのお祭りで恒例の朝市に加え

て多くのイベントが盛りだくさんに行われ、たくさ

んの家族連れでにぎわいました。当会も投網やガサ

ガサ指導の役割を担いました。 

 午後 2時には準備をした 60の座席が埋まり、2

時きっかりに川会議宣言がなされ、来賓の清須市市

長 加藤静治氏、庄内川河川事務所長 宮本健也氏

にご挨拶をいただきました。続いて矢作川漁業協同

組合前組合長・顧問の新見幾男氏により、基調講演

がなされました。演題は｢矢作川と庄内川はどこが

違うか」でしたが、庄内川での私たちの活動にとっ

て大変参考になる内容でした。レジュメのカッコ書

きに[矢作川は「・良く利用され、なお美しい矢作

川」をめざしてきた。・農業用水団体および水力発

電会社とともにあった。・矢作川「経済 3団体」に

よる現場決着主義路線を歩んできた。]とあります

が、水利用という観点からは本来なら敵対関係にあ

る、漁業者、農業団体、水力発電会社と厳しい駆け

引きを繰り広げ、共存・共栄の道を模索し、水利用

の難題を解決に導いていった過程は、大変説得力の

ある話でした。また、新たなダム建設を阻止し、矢

作川河口堰建設反対運動を展開し建設中止に追い込

み、中部電力との｢河川維持流量」の改定にあたっ

て自主決着をはかったことなど、40分という時間

制限の超過を忘れさせる熱い語りは、分かりやす

く、感動的でした。じっくりと時間をとってもう一

度聞かせていただきたいというのが率直な感想で

す。私どもの活動の甘さを認識させられました。  

 

新見 幾男氏 

 

    

原 彰氏 

  

その後の一般講演の 5 題はそれぞれ時間超過する

熱のこもった内容であり、3 分回スピーチも 6 団体

によりなされました。私は講演の最後に「愛知万博

や COP10 を誘致し、開催した愛知県・名古屋市は環

境イベント先進都市であるが、庄内川を全国一級河

川水質ワースト 10として数 10年放置し、法律違反

の堰を野放しにしている環境政策後進都市でもあ

る。」と皮肉をいわせていただきました。 

 最後に庄内川川宣言が提案され、満場一致で承認

されました。会の終了後はトン汁をすすりながらの

交流が行われました。今回の川会議は国土交通省、

愛知県、名古屋市、清須市などの職員の参加もあり、

第 1 回の開催が成功裏に終わることができましたこ

とを参加された方々、協力していただいた方々に厚

くお礼申しあげます。 

 なお、庄内川川宣言文は以下の通りです。 

           

庄内川川会議宣言 

＜庄内川水系 2020年の目標＞ 

目標１：庄内川の魚や貝がおいしく食べられる水質

とする。  

目標２：アユ、ウナギ、サツキマスなどが海と川を

自由に行き来できる。  

目標３：水系のすべてで子供たちが安心して遊び、

泳ぐことができる。 

目標４：水系の水辺や川の中のゴミを今よりも明ら

かに少なくする。 

目標５：水とぴぁの朝市を拡大し、道の駅として支

援する。 

目標６：伊勢湾・三河湾の再生ネットワーク活動と

連帯する。 

庄内川川会議は毎年開催され、第 6 回まで開か

れた後、終了した。 
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７．庄内川川下り（2013 年 6 月９日、7 月１４日、

7 月 28日） 

 

（1）事前調査を実施 

 今日は庄内川竹筏下りの事前調査を兼ねてのゴム

ボート下りに挑戦しました。参加者は 7 名、そのう

ち 2 名が車での後方支援に回りました。ゴムボート

に空気を入れるのがネックと思っていましたが、気

のきく会員が車のバッテリーに接続できる空気入れ

を持参してきたので、難なく空気を入れることがで

きました。出発地点の確認の後、戻ってきたら空気

が漏れているということでしたので、点検したとこ

ろ、空気を入れる部分で漏れているのではないかと

いうことで、ねじ状部分を締めればうまくいくと安

堵したのもつかの間、やはり空気漏れは直らず、手

動の空気入れを持参することになりました。ボート

の住人にとってみれば生命維持装置を動かしながら

移動するということを意味します。 

 9時 45分に進水し、水深はやや浅いものの順調に

滑り出し、暫くして浅瀬に遭遇したので、全員降り

て移動したのち、再度乗船。さらに進んでいくと、

川幅 2/3 ほどを占めるコンクリートの残骸にぶつか

り、右岸へよけて進行。（過去にここに橋があったの

だろうか？帰宅して確認しましたが両岸に道路があ

ったとは思えない場所であり、何の残骸かは不明で

す）左岸にアサヒビールの工場横を通過、再度浅瀬

を歩いて、中央線鉄橋の床止を通過しました。ここ

は予め、当会の有能な会員がどこを通過すれば良い

かの下見をしてくれていましたので難なく通過。こ

の鉄橋下までで所要時間、43分。 

鉄橋を通過した後次の浅瀬に達したところで、ボ 

ートを降りようとしたが、年齢相応の体と若いと思

っている心との乖離により、あえなく川の中へ撃沈

する羽目に。かくして、ほとんどびしょぬれとなり

ましたが、温かい気温に救われ、寒くなかったのは

幸いでした。 

 

しかし、カメラも水につかり、スイッチを入れる

とほどなく画面にスモークがかかり、やがて白くな

り、消えてしまいました。これまで記録してきた映

像は全て駄目になった恐れもあります。 

 再乗船してからは流れがゆるやかになり、浅瀬が

なく、国道 19 号線にかかる勝川橋を通過したのが

10 時 38 分。川の流れはほとんどないように見えボ

ートの漕ぎ手の力に託された単調な移動となりまし

た。ゴール近くになり、予め下見をした会員は右岸

への接岸を考えていましたが、後方支援部隊は左岸

に陣取り、左岸への接岸を強く要求。止むなく、進

路を左岸側に。到着してみるとどうにか川岸に上陸

できる場所（堀川への導水路になっている中州の始

まり部分近く）へ接岸。時計は 11時 1分を示してい

ました。所要時間は 1時間 16分です。 

 上陸したところは水分橋から約 300m 地点で、ブ

ルーシートを広げるのに十分な面積があり、本番の

集合地点としてスペースが取れる場所であることを

確認。ここでは会長夫人が山菜の天ぷら（コシアブ

ラ、タラノ芽、コゴミ、ゼンマイ、ニセアカシア、タ

ケノコ）、イタドリの酢漬けに蜂の子の入った炊き込

みご飯を準備してくれており、五月晴れの清々しい

中での至福の昼食、これこそ贅沢と表現すべきもの

です。この年齢になって 1 時間を超える川下りが出

川下りは私の希望でもあった。そのため、川下

りに必要な竹は志段味ビオトープの竹林整備

の時に一人でせっせと竹を切り出した。炎天下

の中の作業が体調不良を引き起こし、いかだ下

りの本番ではゴムボートに乗ったが最悪の体

調で何度も川に飛び込もうかとおもったほど

だった。しかし、面白かった。以下は主に平成

25 年度あいち森と緑環境活動・学習推進事業

報告書の引用である。 
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来るとは、参加者の皆さんに感謝。 

 この事前調査により、本番前に竹筏を作製し安全

性を確かめる必要性が提案され、6 月 9 日、才井戸

流ホタル観賞会の前に実施することになった。また、

浅瀬を歩かねばならないことや安全性から大きな筏

よりは小さめの筏を数台作製することが良いだろう

という結論に達したました。皆さんにご心配（？）

をお掛けしたかもしれないカメラは帰宅後電池や

SDを外へだしておいたところ、数時間して無事に復

帰。写真も大丈夫だったことを申し添えます。竹筏

下りの本番は改めて報告します。 

（2）庄内川川下り筏試作 

6 月 9 日、7 月 28 日の庄内川竹筏下りに向けて、

筏の試作を行いました。集合場所は竹を使用するた

めに、上志段味の志段味ビオトープです。ここでは

毎月 2 回、矢田・庄内川をきれいにする会も参加す

る庄内川流域ネットワークが竹林整備を行っていま

す。材料である竹は、竹林整備中に数回にわたって

大きめの竹を 3.5m サイズでせっせと集めてきまし

た。その数、60本程度ですが、なんと当日その竹を

使用できないという駄目出しがなされたのです。大

き過ぎて重すぎるという理由ですが、余り多くない

大型の竹を集めてきた私の苦労はどうしてくれると

思いましたが、その場で手ごろな竹を切ることから

始めましたので、予定より大きく時間が遅れること

となりました。 

 会員の一人が詳細なマニュアルを作ってきました

がそれをほとんど見ることなく、竹を黙々と組み合

わせていきました。矢張り、作製してみないと問題

が出てくると思っていた通り、竹を固定するテープ

が不足し、補充のためホームセンターへ走るハプニ

ングもありました。3.5m の長さの竹を縦横、約 25

センチ間隔で固定し、そこに発泡スチロールを四隅

に固定することで浮力を作りました。やっとのこと

で出来あがりましたので、先ずは記念写真です。 

        

 

出来あがった筏は細い竹に代えたにもかかわらず

重く水際まで運ぶのに大変な苦労をしました。 進

水式ですが、写真のようにきれいに浮かぶことがで

き、バランスも崩すこともないことが分かりまし

た。本番では筏の上にコンパネ（合板）を置いて、

手すりをつけることになりますが、先ずは大成功と

言えるでしょう。熟年パワー、8名で頑張りまし

た。時間は 5時 30分を過ぎていました。 

（3）竹筏下り本番  

 7 月 28日（日）庄内川竹筏下りを実施しまし

た。前日、水質検査時の庄内川は黄褐色に濁ってい

ましたが、当日は濁りが薄くなり、水量も平常時に

戻っていました。私は 8時 30分過ぎに松川橋下に

到着しましたが、すでに何人もの会員が待っていま

した。 

 付属高校生は 9時 30分過ぎには到着しました

が、竹筏を作る場所に到着するまでに時間がかかり

ました。始めに愛知県環境部水地盤課にあいち森と

緑環境活動・学習推進事業に関して、ご挨拶をいた

だき、次いで本日の事業の趣旨説明をしました。今

回の活動はESD（持続可能な開発のための教育）

あいち・なごやパートナーシップ事業として認定さ

れていることを報告するとともに、庄内川の水質が

全国一級河川の中で数十年にわたりワースト 10で

あることと、川下りを通じて川遊びを楽しむことを

アピールする狙いがあることを説明しました。 

 竹筏は名城大学付属高校生に作製してもらうこと

とし１台は 7月 14日に事前走行したものに手入れ

を 2台は最初から作製してもらうことにしました。 

筏は上部が 3.5mの長さの竹を 10本、2.5mの長

さの竹を 15本、十文字に組み合わせ、交差する場

所をビニールテープ、PPバンド、ナイロンバンド

等の結束バンドで固定するのですが、交差場所が多

く慣れていないためにかなりの時間を要しました。 

上部が出来あがると発泡スチロール約 90×90×45
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㎝のブロックを 4隅に、中央に 1個を配し、それを

挟みつけるように、下部に 3.5m竹 6本、2.5m竹

を 9本を使って上部と同様固定し、上下をPPバン

ドやビニールテープ、自転車の廃チューブを使って

固定しました。結束バンドの締め付けが甘かった

り、重複して補足したりで予定を 1時間以上遅れて

の出航となりました。時間は 12時 8分でした。 

 

名城大学付属高校生筏づくりいざ出航                                 

 

当会は 2回の事前川下りを実施していますが、今日

の参加者は名城大学付属高校生 27名、先生 2名、

庄内川河川事務所 3名、愛知県職員 1名、清須市職

員 1名、藤前干潟を守る会 1名、カヌーイスト 2

名、あそびわ会員 2名、当会会員 15名の合計 54

名で、竹筏３艘、Eボート 1艘、ゴムボート 1艘、

カヌー2艘の構成でとなりました。高校生には 3台

分のノボリを作ってきてもらいました。「浄化リバ

ー」、「ゴミ捨てちゃ駄目」、当会の「川の汚れは心

の汚れ」、「庄内川水系にアユ遡上百万匹大作戦」な

どのノボリが筏に取りつけられました。私はEボ

ートに乗り、しんがりを受け持ちましたが、水量が

少ないために途中に 3カ所、ボートを降りなければ

ならない場所があり、また何の残骸かは分かりませ

んがコンクリートの残骸を通り抜け、右岸側の水流

の早い場所で右岸から突き出した木にぶつかりなが

らの結構変化のあるコースを抜けると、いよいよ

JR中央線鉄橋下の難所をとおります。３艘目の筏

があわやコンクリートブロックに衝突するような勢

いでしたが、うまくすり抜けたのに対し、Eボート

は国交省庄内川河川事務所職員が川の中に入り、誘

導してくれましたので難なくすりぬけました。 

 3回目もこれまでと同様、流れのない、単調な下

りが始まると、いよいよ高校生の活躍の場になりま

した。筏から飛び降り、ライフジャケットで浮いた

体を流れに身を任せたり、筏をゆすって同僚を落と

そうとしたり、筏から豪快に飛び込んだりの、川下

りを大いに楽しんでいました。当会では事故になら

ないよう、ああでもない、こうでもないと議論をし

たのは全くの杞憂だったようです。 

 Eボートでは 7月の太陽をまともに受けて、川面

をわたる風がある時は心地良いものの、ないときに

は蒸し暑く、当方も出来れば飛び込みたいとの欲求

を飲み込みながらの、ゆっくりした時間の流れを過

ごさせてもらいました。アンケート結果では、高校

生にとってはこれまでにない、経験になったよう

で、竹筏下りは楽しかったですかという問いに参加

した 27名中、26名が「強くそう思う」にマークを

してくれました。JR鉄橋下からほとんど川の中に

いた女子生徒もいました。 

 ゴール地点は水分橋上流ですが、水辺に上がるの

に都合が良い場所を選んではいましたが、簡単には

上がれずに時間がかかり、距離があった筏がくっつ

いて混みあいました。会員が操作するクレーンによ

り筏を吊りあげなければなりませんでした。（写

真） 

到着時間は１時 53分、2回の事前川下りよりも

約 30分余計に時間がかかりました。ゴールの後、

人数が多い分だけ着替えるのにも時間がかかりまし

たが、いつものように会長夫人による楽しい昼食が

待っていました。カレーにコロッケ、肉団子、サラ

ダ等、もちろんお代わり自由なので多くの生徒がお

代わりを要求したようです。 
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11名中 7名が川の中へ 

 

到着・ゴール地点での混みあい 

 

 今回の活動はわずか3㎞区間ですが、筏で下るに

は危険な場所もあり、また筏を降りなければならな

い浅瀬、生徒の感想では水温が違う場所、深さもま

ちまちであること、などが分かりました。小学生を

対象にするには多少の問題があるようです。特に庄

内川は雨の後に増水が早いので前日の雨には十分な

注意が必要でしょう。 

それにしても7月の猛暑の中、川の中に飛び込ん

だ生徒を除いてかなり過酷な活動であったことは間

違いありません。ご協力有難うございました。 

 最後にアンケートで最も意見が割れたのは、「今

回の活動で庄内川は安全に遊べる川であると思いま

したか」という設問でした。生徒だけの回答は強く

そう思う6名、思う8名、分からない8名、思わない

5名という解釈に困る結果になりました。生徒の中

でそれぞれ、印象が強かったことから導き出された

回答だと思いますが、根拠を聞くべきでしたね。 

一つだけ明らかなことは、ゴール地点までは水質

はまあまあですが、そのすぐ下流の八田川合流点下

流では水質、臭いに問題があり、今回のような水浴

は出来ない川であるということでしょう。 

 

８．才戸流れでの活動  

（1）才井戸流と矢田・庄内川をきれいにする会との

関わり 

 矢田・庄内川をきれいにする会と才井戸流との関

わりは 30年以上さかのぼる。平成 3年 9月 30日付

の毎日新聞に「スナヤツメ カワモズク 残土用地

に貴重な生物」という見出しで、住民グループ「湿

地帯を守って」、市に要請という記事が掲載された。

ことの発端は、名古屋市水道局が才井戸流の水源周

辺に残土廃棄場を建設する計画を推進しようとした

のに対し、当会が待ったをかけたのある。 

記事をそのまま引用すると、［同会（矢田・庄内川

をきれいにする会）は「生物の保護はもちろん、庄

内川本流の水質保全にもこのわき水は重要な役割を

果たしている。埋め立て地を移すか、せめて規模の

縮小を」と、今月から名古屋市水道局との本格的な

話し合いを開始した。］と記述されています。その後

計画は実行に移された。現在の才井戸流にもたらさ

れた荒廃は、名古屋市が行った残土廃棄場建設が引

き金になっていることを認識すべきであるが、それ

を知る人は少ない。  

 

（2）才戸流の環境と活動 

才井戸流は守山区志段味にあり、湧き出た水が庄

内川に注ぐ、数百メートルの小川であるが、水源は

名古屋市最大の湧水地である。 才井戸流には希少種

が多く生息していたが、今やゲンジボタルやカザグ

ルマが失われた。しかし、ヘイケボタル、ヒメボタ

ル、スナヤツメ、カワモズクが現存し、マツモ、（準）

絶滅危惧種であるミクリ、ヤマトミクリ、ナガエミ

クリやウワミズザクラ、カタクリも見られる。  

この才戸流において、私が関わってからも多くの

活動を行ってきた。 
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重機を入れてのビオトープ試験場整備 

 

川の清掃、一年を通じての毎月の水質検査（株・

愛研との共同）、守山高校・名古屋国際学園との生物

調査活動、竹林整備、ぬかるみ対策としてすのこの

設置、排水口へのバイオビーズ設置、ザリガニによ

るホタル幼虫捕食実験、ホタル観賞会等々。 

 才戸流の近傍の区画整理計画による公園化につい

て、区画整理組合、名古屋市都市整備公社、志段味

の自然を次世代に伝える会、その他有志により話し

合いが行われた。長い間、会議を続けてきたが、活

動方針の違いから矢田・庄内川をきれいにする会は

撤退することにした。 

以下は矢田・庄内川をきれいにする会が主催した

ホタル観賞会で最も参加者が多かった第４回ホタル

観賞会の結果である。その後、ヘイケボタルはかな

り姿を消したらしい。2020年、矢田・庄内川をきれ

いにする会は、才戸流れにおいて辛うじて名古屋市

委託の水質検査を続けている。 

 

（3）才戸流ホタル観賞会に 179 名（2014 年 06 月

8 日、11 日矢田・庄内川をきれいにする会ブログよ

り抜粋。） 

 第 4回のホタル観賞会を 6月 8日（日）に実施

しました。庄内川での清掃活動に続き、ダブルヘッ

ダーです。才井戸流は名古屋市で残された唯一のヘ

イケボタルの生息地です。自然に任せているので今

年は果たしてホタルが出るのかどうかが心配されま

したが、木曜日、断続的に小雨が降る中を見に行き

ました。まだ明るい時間でしたが、守山高校の東南

角にホタルを見つけることができました。先ずは安

心です。 

 8日、当日は日中、30℃を超える気温で、ホタル

が出てくる環境は整っていました。7時前に到着し

ましたが、すでに何人かの参加者がおり、すぐに受

け付けを始めました。守山高校東側の道路は工事の

ためにUターンできない状況にあり、車は満杯状

態になりましたので、高校入口部分に駐車スペース

を空けてもらい、対応しました。 

 誤算はふれあいスクールのスタンプラリーチラシ

および事業紹介冊子が 30部ずつしか配布されてい

ないことで、スタンプラリーチラシは 10分ほどで

なくなりました。そのため、当会が準備した資料に

スタンプを押して、そのスタンプを貼り付けてもら

うことにしました。 

 当会の活動紹介、才井戸流れの紹介、ホタルの解

説をしているうちに暗くなり、ホタルが見えるよう

になりました。上流部のウワミズサクラの下を見に

行ったところ、昨年よりは少ないようですが、ホタ

ルは矢張りいました。「自然のホタルなので、見る

ことができるかどうかは保証できません」と説明を

したとは言え、やはりホタルを見てほしいので一安 

心です。  

 

押すな押すなの参加者 

 

同じ場所でザリガニ調査 

  

それから後はホタルを楽しんでもらうことにしま

した。乱舞するホタルもきれいですが、目を凝らし

てみるホタルも、その労力の対価として喜びが大き

くなり、印象が強くなります。 
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 ホタルを見た方々が三々五々、帰宅の途につくな

かで、最後の見回りの後、当会も引き上げることに

しました。 

 本日の参加者は記名者 179名で昨年よりもずい

ぶん多い数となりました。大垣市、西尾市、あま

市、春日井市、尾張旭市、瀬戸市、緑区、西区、中

区、北区等からの参加者もいました。 

（ザリガニ調査は 2014年 7月 21日） 

 

９．奈佐の浜海岸のゴミの片づけで伊勢海老 5 匹ゲット  

 近年は大雨や台風の影響が大きくなる傾向にある。

地球温暖化によると言われているが、大雨で伊勢湾

には大量のごみが流れ込んでくる。そのごみは三重

県の伊勢湾入り口に位置する答志島に漂着する。そ

の問題を解決すべく、2012年 6月 9日に、東海地域

から数百人が海岸清掃と答志島の現状を知るために

集合した。私と家内も土岐川・庄内川流域ネットワ

ークの一員として参加した。答志島には年間3000ト

ンのゴミが漂着する。 

 

表彰された写真 

 

表彰写真の前で 

 

 その際に、三重県が美し国 三重として「フォト

コンテスト」が行われることを知ったので、漂着ゴ

ミ清掃の写真を応募した。翌年 3 月に、表彰が行わ

れ。見事 3位に入賞し、賞品は伊勢海老 5匹をゲッ

ト、美味しくいただいた。写真は清掃の様子と表彰

掲示されたものである。この写真は誰が撮影しても

同じようなもので、表彰を受けたのはそのタイトル

「ヒトがゴミに埋もれるよりもゴミがヒトに埋もれ

る社会を」が表彰されたと思っている。 

 

１０．矢田・庄内川をきれいにする会として講演、

事例報告を行う 

 矢田。庄内川をきれいにする会の活動について、

多くの報告依頼があった。私が行った報告はパワー

ポイント資料から調べると次のとおりである。 

近自然工法研究会、ふるさと春日井学研究Forum、

学生環境サミット、香流川をきれいにする会（2011

年、2015 年）、水質環境目標市民モニタリング・湧

水モニタリング（平成25年度・27年度成果発表会）、

名古屋国際学園（才戸流保全活動）、尾張地域水循環

再生地域協議会事例報告、東生涯学習センター、藤

前クリーン大作戦講演、名城大学付属高校、あいち

森と緑づくり環境活動・学習推進事業事例報告（21

年度、27年度）、名城大学春日井市卒業生の会、名東

ライオンズクラブ、第一回庄内川川会議、庄内川再

生フォーラム、庄内川流域ネットワーク、河川財団

事例報告（川に学ぶ事例報告発表会）、宮崎県自然豊

かな水辺の工法研究会・研修会（宮崎、延岡の２カ

所）、生物多様性センター 

 

１１．宮田会長夫妻、矢田・庄内川をきれいにする

会会員への感謝             

 矢田・庄内川をきれいにする会は、私が会員にな

る前に、私の後輩である小野事務局長を通じて知っ

ており、水質浄化の実験を請け負ったりした。その

際にはバイオビーズを使って、王子製紙の排水や堀

川の水の浄化実験を行ったりもした。  

広報部長となって矢田・庄内川をきれいにする会

の 34 年間の活動をまとめて、日本水大賞に応募し、

環境大臣賞を得たのは、まさしく、矢田・庄内川を

きれいにする会が表彰に相応しい活動をしてきたこ

との証左である。そのリーダーが宮田会長夫妻であ

る。 

宮田会長は脳梗塞や心臓疾患等で入退院を繰り替

えしているが、その間、会長夫人が会の運営に支障

がないように、活動されてきた。その上、イベント

等での昼食のカレーやソーメン流し等、例え、100人、

200 人であろうと必要な人数分準備をしてくれるの
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である。また、忘れてならないのは、活動資料の蓄

積、保存を確実に努めていることであり、それが環

境大臣賞の受賞につながったと言える。 

余り表面には余りでることがないが、小野事務局

長の存在も大きい。小野事務局長は私が計画した、

アユ簗づくり、アユの産卵場整備、庄内川の竹いか

だ下り、才井戸流れのビオトープづくり、すのこの

設置、長島町の川の浄化など、縁の下の力持ちを発

揮し、そのほとんどを実施可能にした。大いに頼り

になる後輩だった。 

現在の役員の方々は、私がかなり独断で決めてき

たのに対し、事業ごとに細かく意見を聴取しながら、

民主的運営に努めている。その上、企業や行政に対

しては科学的な知識や根拠に基づいて厳しく対処し

ており、頼もしい限りである。 

私は矢田・庄内川をきれいにする会の広報部長を

8年間やらせてもらったが、大きな混乱もなく、好き

なように活動させてもらったと思っている。会員の

皆さんには協力的で、楽しい思いでしかないので、

宮田会長夫妻、小野事務局長および会員の皆様に厚

くお礼申し上げます。本当に楽しい、有意義な活動

でした。 
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（会員寄稿） 

矢田・庄内川をきれいにするための環境基準 
～50年経っても矢田・庄内川の魚が食べられない根本的原因～ 

          佐久間 元成 

 
当会は設立から 50 年目を迎える。全国的に見

ても市民団体が 50 年間活動を継続しているとこ

ろは多くない。これだけ長く続けてこられたのは、

宮田会長をはじめ会員の皆さんのご尽力の賜で

あることは勿論であるが、別の見方をすれば 50

年経っても矢田・庄内川がきれいになっていない

ことが理由でもある。 

私が会員として活動に参加したのは 2009 年頃

からである。会の歴史から見れば、たったの 15

年程度である。本報は、この間に取組んできた矢

田・庄内川をきれいにする活動のうち、水質環境

基準にかかわる活動の記録を記念誌の一部とし

て残したい。 

 

＜3つの衝撃＞ 

私が当会会員として活動した中で大きな衝撃

を受けた出来事が 3つある。1 つ目は水分橋付近

での王子臭である。全国の河川を数多く見てきた

が、水分橋付近の庄内川の悪臭（製紙排水からの

硫黄臭であり、この悪臭を王子臭と呼んでいる）

のあまりの酷さに衝撃を受けた。全国の公害は克

服したと言われているご時世に、強烈な悪臭が漂

う河川が今も存在することに驚いたことを今で

も覚えている。 

 
王子臭が酷い水分橋付近 

 

2 つ目は、庄内川河口で採集したシジミの不味

さである。当会の活動として 2012 年から「庄内

川河口・二枚貝調査」を毎年継続しているが、初

年度に採集したシジミを味噌汁にして食した際

の強烈な不味さは衝撃的であった。味噌汁を口に

入れた瞬間から先に述べた王子臭が口の中に広

がり、直ぐに吐き出してしまうほどであった。シ

ジミの味噌汁は私の好物であるが、あのときの不

味さを経験してからは、シジミの味噌汁を食す際

は、記憶が蘇って最初の一口は恐る恐る口に入れ

るようになってしまった。あのとき体感した衝撃

は一生忘れないであろう。 

 
名城大学附属高等学校・自然科学部と 

合同で実施したシジミの食味調査 

 

最後の 3 つ目は、庄内川の濁水である。雨の後

に見られる土砂や粘土由来の茶色い濁り水のこ

とであるが、庄内川では雨が降っていない日に突

如として、川一面にひどく濁った濁水が流れてい

たのである。「流れていた」と過去形にしている

が、これは当会の会員が濁水の発生源を上流の土

岐川支流まで遡って調査し、ある業者の敷地から

流れ出ていることを特定したことで、現在では濁

水は見られなくなっている。発生源を特定したこ

とで、その後、行政指導が業者に対して行われた

のである。濁水問題は当会会員の活動によって解

決した。 

しかし、それまではひどい濁水が流れていても

多くの沿川市民は問題視することなく、長年流れ

続けてきたのである。沿川市民の川の汚れに対す

る無関心な状況は過去も現在も課題として残っ

ており、上記 3つの衝撃よりも沿川市民の川の汚

れに対する無関心な状況は、総じて最も深刻な事

態といえるだろう。 

 
庄内川で発生していた濁水 

 

＜環境基準の見直し＞ 

当会では、魚がおいしく食べられる川を目指し

て、長年、水質環境基準の見直しを愛知県に求め

てきた。結果的に令和 2年（2020）に庄内川と矢
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田川の環境基準の見直しが行われ、類型が 1 ラン

クアップした。このように水質は改善傾向にあり、

環境基準が 1 ランクアップしたことは喜ばしい

出来事である。しかし、そこに至る過程では、素

直に喜べない事情があった。この喜べない事情こ

そが、50年経っても矢田・庄内川の魚がおいしく

食べられない根本的な原因であろう。 

庄内川の環境基準の設定や見直しは、愛知県が

実施するものである。今回の見直しが行われたき

っかけは、実に情けない経緯があり、愛知県の環

境行政の恥を露呈するものであった。 

ことの始まりは、清須市議会議員である高橋哲

夫市議との出会いである。当会の活動を知った高

橋市議から清須市内の河川の水質を改善するた

めに話を聞かせて欲しいとの依頼があり、水質環

境基準の問題点や庄内川や新川・五条川の現状に

ついて私の意見を述べる機会を得た。 

高橋市議は市内の川の魅力を高めたい想いで、

その後、市議会において「庄内川・新川・五条川

の類型指定について」と題した質問をされたので

ある。その内容は、市内を流れる河川の水質基準

が庄内川は未だに Dランク、新川と五条川につい

ては最低の Eランクであること、そして庄内川・

五条川では 15年以上、新川に至っては 40年以上

見直しが行われていないことを問題視したもの

であった。そして、高橋市議の質問に対して、当

時の加藤市長は現在の水質基準に対して「考えら

れんですわ。全然変わっておらんというのは全く

考えられん。」と答えたのである。※詳しくは、

別添の清須市議会(平成 25年 12月議会一般質問）

の議事録をご覧いただきたい。 

そして、清須市議会での加藤市長と高橋市議の

やり取りが、後に愛知県を動かすきっかけになっ

たのである。当会の活動が清須市議会での質問に

繋がり、そのことが結果的に愛知県を動かすこと

になった。当会は愛知県に対して水質環境基準の

見直しを毎年要望し続けてきた。結果的に清須市

議会を通じて愛知県を動かすことになったが、当

会のような市民団体の声が愛知県政に直接届く

ことがないと実感した残念な出来事でもあった。 

さて、このような経緯を経て、ようやく愛知県

が環境基準の見直しに向けて動き始めることに

なる。平成 28 年（2016）のことである。これに

より庄内川の水質基準も早急に見直しが行われ

ることを大いに期待したが、愛知県が示した見直

しの考え方や進め方は問題があるものであった。 

図 1 は愛知県が提示した水質環境基準の見直

しスケジュールである。清須市議会での発言もあ

り、庄内川水系の新川と五条川はブロック 1とし

て最初の年（平成 28 年）に見直しを行う予定が

示された。一方で、同じ庄内川水系の庄内川は、

それから 3 年後の平成 31 年に見直しを行う予定

が示された。庄内川の見直しは最後であった。同

じ庄内川水系の庄内川、新川、五条川の庄内三川

は、支派川が繋がるまさに一体的な河川（新川は

庄内川の放水路でもある）であり、同一水系とし

て本来は一体的に見直しを行うべきであった。 

また、県内の水質汚濁の深刻さを踏まえても、

庄内川がブロック 1 として最初に見直しを行う

べきであった。最初の年でなくとも、百歩譲って

二番目に見直しを行うべきであっただろう。 

当会からすれば、庄内川の環境基準の見直しを

愛知県に長年要望し続けてきたにもかかわらず、

それを無視する形で見直し順は最後であった。ま

してや別水系である日光川（日光川水系）と新川・

五条川（庄内川水系）を同一グループにするなど、

流域の土地利用や水系区分を考慮しないブロッ

ク区分であった。こうした数々の問題点から愛知

県の環境行政の怠慢を露呈したずさんな見直し

スケジュールと言わざるを得ないものであった。 

庄内川の汚れ（異臭汚染）の主な原因は、大手

企業の王子製紙春日井工場からの製紙排水であ

る。そのことは愛知県の担当職員であれば、口に

は出さないが誰もが認識する周知の事実である。

愛知県（の職員）は大企業の企業活動を優先し、

水質改善という公共の利益を後回しにすること

を選択したのである。当時の職員は、最も厄介な

庄内川の見直しを自らが担当することを避け、他

の部署に異動した後に見直しが行われるよう設

定したことがあからさまであった。 

最優先に取組むべき課題から逃げ、公共の利益

よりも職員の個人的な都合を優先したスケジュ

ールであった。当会は「川の汚れは、心の汚れ」

をスローガンに活動を続けているが、愛知県職員

の心の汚れが表面化した出来事であった。 

 

 
図 1．愛知県が提示した環境基準の見直し 

スケジュールとブロック区分（出典：愛知県資料） 

－　23　－



新川・五条川の見直しから 3 年遅れで庄内川の

見直しの検討が開始した。ようやくであった。そ

して、愛知県が提示した見直し案は、庄内川の水

質の現状と水の利用目的を無視するものであっ

た。代表的な観測地点である「大留橋」の水質の

経年変化と環境基準を図 2に示す。 

 
図 2．庄内川（大留橋）の水質と 

環境基準類型の見直し結果 

（出典：愛知県資料をもとに加筆） 

 

この地点の BOD は、かなり以前から 3mg/L 以下

であることが分かる。しかしながら、環境基準は

長年 D ランク（8mg/L）が設定されていたのであ

る。実際の水質と環境基準値との大きな乖離は誰

の目にも明らかである。 

さらに、ここ 10 年間以上、水質が 3mg/L 以下

であるにもかかわらず、愛知県が示した環境基準

の見直し案は C ランク（5mg/L）であった。新た

な環境基準値よりも、実際の水質は大きく下回っ

ており、今さら新しい環境基準値を設定したとこ

ろで全く意味をなさないものであった。 

まさに 15年以上、河川によっては 40年以上に

渡って環境基準の見直しを怠ったツケが明るみ

となった。このような場合、神奈川県では環境基

準の 2ランクアップを行っている。なぜ、愛知県

は 2ランクアップを行わなかったのだろうか。 

2 ランクアップの必要性は、検討部会でも指摘

されていた。委員の井上隆信専門員（豊橋技術科

学大学）による 2 ランクアップについての疑問に

対して事務局（愛知県）は、言い訳ばかりの回答

を並べ、納得がゆく説明もなく 2ランクアップを

強引に行わなかったのである。 

そして、「2 ランク以上上位の類型の指定にあ

たっては、環境基準点以外の調査地点や支流の水

質状況等も含め総合的に勘案する。」という今後

のルールを資料に記載するだけで終わってしま

った（図 3）。 

 

 
図 3．愛知県の環境基準類型見直しの考え方 

（出典：愛知県資料をもとに加筆） 

 

2 ランクアップに向けた「総合的な勘案」は、

実施していないのである。また、愛知県がするこ

とではなく、審議会（水質部会）が総合的に勘案

するものであるはずだが、愛知県の曖昧な回答に

よってスルーされてしまった。今回からのルール

ではなく「今後」のルールとしたことも問題であ

った。「今後」とはどう考えても 10年以上先のこ

とであろう。このルール自体、愛知県職員の個人

的な考えにすぎない。その場しのぎの個人的な思

想で作られた「今後」のルールによって、県民は

多大な不利益を被る結果となってしまった。 

※詳しくは、別添の愛知県環境審議会水質部会

の議事録をご覧いただきたい。 

  

このように愛知県が行った水質環境基準の見

直しは、公共の利益を無視した県職員の個人的思

想・意向によって情けない結果となってしまった。

新川（萱津橋）の環境基準の見直しは、現状の水

質と環境基準の大きな乖離を解消できなかった

典型例といえる（図 4）。 

 

 
図 4．新川（萱津橋）の水質と 

環境基準類型の見直し結果 

（出典：愛知県資料をもとに加筆） 

 

水質基準が 2ランクアップすることは、水質改

善の取組みの成果であり、愛知県にとっても喜ば

R1 年見直し結果（C 類型） 

H28 年見直し結果（D 類型） 
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しいことのはずだ。それにもかかわらず、愛知県

（の職員）が頑なに 2ランクアップを拒んだ理由

が今でも不明である。 

さて、ここまでは後ろ向きな話が続いてしまっ

たが、ここからは前向きな話をしたい。同じ行政

でも愛知県と名古屋市では対応が大きく異なっ

た。 

名古屋市は庄内川の魚や貝がおいしく食べら

れることを目指した当会の活動に理解を示して

くれたのである。通常行う水質調査に加えて、名

古屋市は「庄内川における生物等の異臭調査」を

令和 2～4 年の 3 カ年実施したのである。庄内川

に生息する魚類（コイ、フナ、アユ、オイカワ、

ボラなど）と貝類（ヤマトシジミ）の体内に含ま

れる異臭物質（メチルメルカプタン、硫化水素、

硫化メチル、二硫化メチルが対象）の調査である。

当会もこの調査を実施するあたり、魚類や貝類の

サンプル採取に協力した。 

 
名古屋市の調査のための 

シジミサンプルの採取 

 

 
名古屋市の調査のための 

魚類サンプルの採取 

 

地域の課題に対して新たな予算を確保し、調査

を実現いただいた名古屋市の職員の方々には本

当に感謝したい。また、調査の結果は名古屋市の

ホームページで公開していただいている。ぜひご

覧いただきたい。 

名古屋市の調査結果から魚類や貝類の体内に

含まれる異臭物質の特定とその体内含有量を把

握することができた。このことは大きな成果であ

る。しかしながら、現状では異臭物質の種類ごと

に、人への影響や不快と感じる生物内含有量の目

安（基準値）が明確でないことが課題として残っ

ている。 

近年、環境省が全国一律ではなく、地域特性に

応じた環境基準の指定に向けた議論を進めてい

る。こうした動きを踏まえ、異臭物質の生物内含

有量を指標（測定項目）とした庄内川水系独自の

地域環境基準を設けることを今後真剣に考える

べきであろう。地域環境基準が設定されるまでは、

当会が魚釣り大会等のイベント時に実施してい

る「食味を指標とした水質調査（以下、食味調査

という）」を当面続けていきたい（図 5）。 

 
釣り大会での食味調査 

 

  
図 5．食味を指標とした水質調査マニュアル 

（左：シジミ編、右：アユ編）） 

 

この食味調査は、対象の河川でシジミやアユな

どを採取し、それを味噌汁や焼き魚として調理し、

食べた人の「おいしい」や「おいしくない」など

のアンケート結果（感想）をもとに川の水質を評

価するものである（図 6）。 

 
図 6．食味を指標とした水質調査に 

もとづく新たな環境基準の提案 

（出典：食味を指標とした水質調査 

マニュアル（シジミ編）） 
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食味調査に参加した 70％以上の人が「おいし

い」と答えることが基準を満たす条件としている。

これまでの結果、シジミは残念ながら「おいしい」

と答える人の割合が大幅に基準値以下となって

いる。ただし、少しずつではあるが「おいしい」

と答える人の割合が高くなってきている（図 7）。 

また、アユは庄内川中流域（水分橋より上流）

で採取したサンプルの場合、「おいしい」と答え

る割合がかなり高い傾向にある。水質が改善して

きている証であろう。一方、庄内川下流域（水分

橋より下流）のアユは明確に「おいしくない」状

況である。当然であるが、採取した場所の水質（王

子臭）がアユの食味に影響を与えていることは言

うまでもない。 

ぜひ皆さんも食味調査に参加・協力いただき、

食味を通じて庄内川の水質とその経年変化を体

で感じてもらいたい。特に将来を担う若者には、

イベント等の機会を通じて食味調査に参加して

もらいたい。人々の行動変容に繋げる一番の近道

は、体で感じることだからである。 

 
釣り大会（左：202、右：2024）にあわせて 

実施した食味を指標とした水質調査結果 

 

 
図 7.シジミの食味を指標とした 

水質調査結果の経年変化 

 

＜最後に＞ 

本報では、水質環境基準の観点から、これまで

の活動を振り返った。そもそも環境基準とは「人

の健康の保護及び生活環境の保全のうえで維持

されることが望ましい基準として、終局的に、大

気、水、土壌、騒音をどの程度に保つことを目標

に施策を実施していくのかという目標を定めた

ものが環境基準である。環境基準は、「維持され

ることが望ましい基準」であり、行政上の政策目

標である。（環境省資料）」とされている。つまり

行政上の政策目標ということである。したがって、

過去から現在の庄内川の環境基準は、政策目標と

して魚や貝をおいしく食べることを目指してい

ないのである。 

行政が政策目標としないのは何が原因であろ

うか。それは行政職員が原因でもあり、その行政

職員を動かす議会が原因でもあり、その議会を動

かす首長や議員が原因でもあり、詰まるところ、

その首長や議員を選ぶ市民が原因でもある。結局

は私たち市民の責任である。 

現在、私たちは庄内川の水を飲むことはなく、

木曽三川の水源に依存した生活を送っている。ほ

とんどの市民は、身近な庄内川の恩恵を感じる機

会がない状況である。問題のある状況である。 

しかし、大地震などの災害が起きた場合を想像

して欲しい。過去に大規模な災害が起きた地域で

は、インフラが機能せず、飲み水や生活に必要な

水を身近な川から得て避難生活を送ったとする

事例は多い。災害を通じて身近な川の重要性を実

感することは間違いない。しかし、災害が起きて

から重要性を感じるようでは遅いのである。 

日本は災害列島である。庄内川流域でもいずれ

大規模な災害が起きることは間違いない。それが

いつかは分からない。災害が起きる前に、庄内川

の水の大切さを日頃から考え、日頃からきれいに

保つ備えが必要である。そのことを改めて市民、

行政、企業等が認識することが大切である。 

環境保全も防災の備えも一体的なものである。

行政や誰かが取組んでくれるものではなく、自ら

が取組むものである。矢田・庄内川をきれいにす

る会の活動もこうした認識を市民に伝えていく

ことが今後の使命であろう。 

庄内川は私たちにとって母なる川である。なぜ

ならば、庄内川の水は私たちの命と健康を守る水

であるから。 
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（別添資料 1）清須市議会(平成 25年 12月議会一般質問）の議事録） 
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（別添資料 2）愛知県環境審議会水質部会の議事録 
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（会員寄稿） 

庄内川のアユ 

間野 静雄

１．庄内川との出会い 

矢田・庄内川をきれいにする会の活動に参加するよ

うになった 2012 年当時、私は大学院で長良川の天然

アユの生態研究をしていた。それまでに投網など使っ

たこともなかったが、きれいにする会の活動で投網を

打つようになり、庄内川にもアユがいることを知った。

恥ずかしながら、アユと言えば「清流の魚」というイ

メージしかなく、陶土で濁り、製紙工場の排水で嫌な

においがする汚い庄内川にまさかアユがいるとは思

わなかった。ところが川に入ってみると陶土を被った

真っ白な石や投棄された古タイヤにもハミアト（付着

している藻類をアユが食べた跡）がたくさん付いてい

た。庄内川でたくましく生きているアユを見てからは

研究目的だけではなく、庄内川の環境改善を意識して

アユを調査するようになった。きれいにする会の活動

が 50 年前に始まったことを考えると、私が庄内川で

活動した期間は約 10 年とわずかではあるが、この間

に調査して分かってきた庄内川のアユを取り巻く環

境について報告したい。 

 

２．庄内川を遡上するアユ 

アユは川の魚というイメージが強いが、秋に川で生

まれたアユはすぐに海へ下り、冬は海で過ごす。春に

なるとまた川に上り、夏は河床に付着している藻類を

食べて大きく成長する。庄内川にも毎年名古屋港から

アユが上ってくるが、庄内川本流には愛知県内だけで

も落差0.5 mを越える堰堤が7つある。堰堤は治水や

利水を目的に設置されているが、アユをはじめ、水生

生物が川の中を移動する際には障害となる。そこで堰

堤には魚道（生物が通過するための通路）が設置され

ている。庄内川に上ってきたアユが初めに遭遇する大

きな堰堤が小田井床止め（河口から17.4 km）である。

小田井床止めは落差が1.9 mあり、魚道が3つ設置さ

れていている。一方、県内最上流にある7つ目の堰堤

は玉野堰（河口から40.7 km）で落差が6 mもある。 

これまでの調査でアユは玉野堰まで遡上している

ことが分かっている。また、玉野堰を越えて岐阜県の

多治見まで遡上するアユがいることも確認されてい

る。海から上ってきて堰堤にある魚道を一つ一つ通過

していくアユの遡上能力とモチベーションの強さに

は驚かされる。とは言え、玉野堰付近まで遡上できる

アユはごくわずかである。各堰堤の下で投網を打って

みるとアユの数は小田井床止めより上流で激減する

ことがよく分かる。原因は小田井床止めの魚道をうま

く上れていないためだ、と以前から言われてきた。 

小田井床止めでは例年4月初めにアユの遡上を確認

することができる。投網に入るアユの数は5月下旬か

ら6月初め頃にピークがあり、遡上してくるアユの量

が多い年には投網 1投当たり平均 10個体以上捕れる

日もある。魚道の出口（上流端）に定置網を設置して

みるとアユが入ることから魚道を利用しているのは

間違いない。しかし、堰堤の下にアユが増えると魚道

を通過するアユも増えるかと言うとそうでもない。ま

た、魚道の中を調査してみても留まっているアユはほ

とんどいない。つまり、アユは魚道の通過に苦労して

いるというよりも、魚道の入口（下流端）をうまく見

つけられていないようだ。 

アユは強い流れに向かって泳いでいくことから、魚

道から出る水の勢いが弱いことや魚道入口付近が複

雑な流れになっていることが魚道を見つけにくくし

ている一因と考えられる。また、下流から2つ目の堰

である山西用水堰（河口から19.2 km）についても調

査を行ったが、堰直下にアユはいるものの、魚道を通

過するアユは確認できなかった。山西用水堰の魚道も

小田井床止めと同じく、魚道の入口が見つけにくい構

造に問題があると考えられる。 

3つ目の堰である庄内用水頭首工（河口から21.9 km）

の直上流には製紙工場の排水が大量に流れ込んでお

り、同頭首工から下流の水質は極めて悪い。庄内川に

上ってきたアユは少なくとも同頭首工より上流へ行

かなければ生息に適した環境で過ごすことはできな小田井床止め（2016年6月 27日） 
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いであろう。しかし、多くのアユが下流の2つの堰堤

を越えられないことを考えると、同頭首工までたどり

着けるアユはごくわずかと思われる。 

 

３．庄内川で生まれるアユ 

川を上ったアユは秋になると今度は川を下り、河床

の砂礫に産卵して一生を終える。堰堤は産卵に向かう

親アユや生まれた仔魚が川を下る際にも障害となる。

庄内川におけるアユの降河や産卵についてはまだ断

片的な情報しかない。これまでに砂礫に産み付けられ

るアユの卵を探したこともあるが、小田井床止め直下

流でわずかな卵を見つけたことしかない。また、孵化

したアユの仔魚は夕暮れから夜間にかけて川を流れ

下ることから、プランクトンネットを使って流下する

仔魚の採捕調査も行った。仔魚数が最も多い時期は11

月下旬であると推定できたが、7日間の調査で確認で

きた仔魚は合計しても100個体と極めて少なく、どの

あたりで産卵しているのかも分からなかった。 

 

さらに、海域にいるアユを確認するために、庄内川

の河口、藤前干潟、隣接する新川河口において冬にサ

ーフネット（小型の地引網）を曳いてアユの採捕も試

みた。調査した中では庄内川の河口で採捕されたアユ

が最も多かったが、それでも 10 回の調査で採捕でき

たのはわずか 65 個体であった。産卵場所や海域の生

息場所についてはまだまだ調査が不足している。しか

し、これまでの調査結果を見る限り、秋まで生き残っ

て産卵するアユは極めて少なく、生まれる仔魚もほと

んどいないのが現状のようである。 

 

 

 

 

 

４．庄内川への期待 

名古屋港に流入する河川でアユが生息しているの

は庄内川だけではない。新川、天白川、山崎川、堀川

でもアユが確認されている。これらの河川の中で、ア

ユの遡上量が最も多いのは、河川の規模から考えても

庄内川であろう。しかし、遡上するだけで新たな命を

生み出してないのであれば、アユがたくさん遡上して

いることを喜んでばかりはいられない。アユが住める

川になるためには遡上するだけではなく、産卵し、生

まれた仔魚が海にまた戻れる環境にすることが必要

である。 

これまでの調査で改善を要する点は見えてきたが、

魚道などの構造物に私たちが直接手を加えたりする

ことできず、歯がゆい思いをすることが多々ある。そ

れでも環境は改善しつつある。例えば庄内用水頭首工

ではアユの遡上と降河を助けるため、堰堤のゲート開

放操作が行われるようになった。また、2023年には小

田井床止め魚道の改善に向けた試験的な改修作業が

行われ、2025年には山西用水堰魚道についても一部の

改修工事が行われる予定である。さらに、支流の矢田

川では 2013年～2024年に 9基の魚道が新設された。

どれもきれいにする会が国、県、市に粘り強く要望を

続けてこなければ実現しなかったことである。大都市

名古屋を流れ、大きな水害を起こしてきた庄内川では

利水や治水が優先され、生き物にとっての環境保全は

二の次にされてきた。きれいにする会のように水質汚

濁や河川改修に対して物言う市民団体が存在する意

味は大きい。きれいにする会の活動が今後も継続し、

庄内川が真にアユが住める川になることを期待する。 

 

 

アユの産着卵（2019年 11月 18日 小田井床止め） 

サーフネットを曳く（2019年2月 19日 庄内川河口） 
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（会員寄稿） 

庄内川の想い 

              池田 正明 

私は子供の頃から庄内川の近くで育ちました。生

き物大好き少年の私にとって、庄内川河畔は知的好

奇心をくすぐる様々な出会いのあるフィールドでし

た。しかし、川面は洗剤で泡立ち、その下は陶土で

濁った水が流れ、某製紙工場排水の悪臭が漂ってお

り、川で釣れる魚は食べてみようとも思うことがで

きない状態でした。しかしそれが都市を流れる川の

普通の状態だと思っていました。 

 

進学し、いつしか庄内川で遊ぶこともなくなって

しまいましたが、自分に子供ができてから、また庄

内川に親しむ機会が始まりました。清らかな流れと

は程遠いものの、かつての濁水・汚水は随分おさま

っており、多くの堰と機能性の乏しい魚道、夏場の

高水温といった苦難にめげずアユやウナギが遡上す

るなど、水生生物が逞しく生きる姿がありました。 

環境の改善には「矢田・庄内川をきれいにする会」

など関係者の並々ならぬ努力があったのでしょうが、

その時にはそんなことなど考えもしませんでした。

子供たちが大きくなってからも、私の庄内川通いは

続きました。サイクリングを兼ねて釣りや、動植物

観察（動物ではキツネ、タヌキ、イタチ、やイノシシ

等、鳥ではオオタカ、ノスリ、ミサゴといった猛禽

類や、オシドリ等も見られます）、毎週末のように庄

内川通いをするようになりました。 

 

そんな私にとって転機となる出来事がありました。

2010年 9月のことです。春日井市玉野町で釣り上げ

たのは、特定外来種のアメリカナマズ（チャネルキ

ャットフィッシュ）でした。関東の霞ケ浦などでは

自然繁殖し手が付けられない状態と聞いていました

が、まさかここまで棲息を広げていたとは驚きでし

た。早速、詳しそうなところはないかとWebで検索

し、問い合わせた先が「矢田・庄内川をきれいにす

る会」の原広報部長でした。未だ庄内川でアメリカ

ナマズの採捕情報が無いことを教えていただき、つ

いでに入会のお誘いをいただいたのが「矢田・庄内

川をきれいにする会」で活動するきっかけとなりま

した。幸いなことにその後庄内川でアメリカナマズ

が見つかったという話を聞きませんが、どこかで密

かに繁殖しているかもしれませんね。 

 

 

 

 

 

 

庄内川で釣れたアメリカナマズ 

 

「水に流す」という言葉があります。過去の経緯

を一切無かったことにして咎めないという意味で、

その語源は汚れや邪悪を水の流れで清めることにあ

るようです。しかし、人の生活に近い水辺を見ると

「水に流す」という言葉が全く別の意味になってし

まっているのを感じます。自分の前にある要らない

物は水に流してしまえば良いと思っている人が多い

ようです。改善されたとは言え、庄内川では工業廃

水や生活排水、ゴミの不法廃棄、陶土鉱山からの濁

水流入、手に余った飼育魚や外来亀の放流など、本

来清らかに保たれるべき水の流れが不要物の排水路

のように使われています。そして行政の定める水質

基準が庄内川の水質改善を阻んでいることも「矢田・

庄内川をきれいにする会」の活動を通じて知りまし

た。自然の叡智をテーマとした万博、ＣＯＰ１０や

ＥＳＤを開催し環境問題に敏感であるべきこの地域

で、行政の基準によって水質改善が進まないのは矛

盾していると言わざるを得ません。 

 

庄内川は周辺住民をはじめとしたみんなのもの。

庄内川が都会の憩いの場としての水辺になって欲し

いと想っています。1955年頃までの庄内川は本当に

きれいな水が流れ夏には水泳場ができたりそこで採

れる魚介が食卓にのぼったりと本当に生活に身近な

存在であったことを「矢田・庄内川をきれいにする

会」で「庄内川の語り部～次世代に伝えたい、きれ

いだったあの頃～（2020 年発刊）」という冊子にま

とめた際、多くの方から伺うことができました。こ

の川が抱える多くの問題を解決するのには、残念な

がらまだまだ時間がかかりそうです。ですが、あき

らめるわけにはいきません。会の発足から 50周年と

いう節目を迎える今、微力ながら活動を進め次世代

へ繋げていこうと、改めて想うところです。 
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（会員寄稿） 

人が減って戻ってきた？生き物たち 

河原 進 

 

1．魚のいない川  

まだランドセルが大きく感じられた頃、雨が降れば

水に水たまりが出来、電話はまだダイアルを回して

いたあの時分、矢田川にでるとなにやらヌルヌルと

した溶き卵のようなものに覆われた石が川底一面に

広がっていて生き物が棲んでいるとはあまり思えな

かった。周りの子たちもあの川に生き物がいるなん

て発想はなく、魚を捕るといえば志段味付近の庄内

川やその向こうの高蔵寺。それか小幡緑地の緑ヶ池

か見返り池、大森の二つ池といったところだった。

なので「泳げる川、魚とりができる美しい故郷」と

いう情景は矢田川にはなかった。中学に上がろうか

という頃、矢田川にかかる橋の下にコイの尾がうね

るのを確かに見た気がした。周りの子たちはそれは

幻だといって信じなかったけれど。多くの子にとっ

て矢田川は名東区と守山区の間の仕切りや野球をす

る場所以外の意味合いはなかったように思う。 

 

2.故郷の美しい自然などなかった 

財テクなんて言葉が市民権を得た頃はもうブラック

バスとブルーギルは一大勢力で、例えば工事前の緑

ヶ池の堰堤のあたりに群れていた。当時はまだまだ

開発に勢いがある時代、ちょっとした木立や流れが

気になり次の年に見に行くと草が生い茂る宅地やす

っかり護岸された姿に変わっている事が良くあっ

た。まだ子供の僕には実感が沸かなかったけどこの

国はゴルフ場やらリゾート開発に熱心で、犬猫以外

の獣を動物園以外で見たことがない子供が普通だっ

たと思う。自転車からバス電車と行動半径は広がる

けれど、開発のスピードとそれは比例しているよう

で、どこへいってもどこか似たようなで出来立ての

町がそこにあり、生き物の姿はそこになかった。生

き物はテレビの中か消えゆく大自然の中に棲んでい

て絶滅に瀕している、そんなイメージが一般的だっ

た。 

 

3.少しづつ何かが増えていく 

後からバブルが弾けたと大人たちが話していたあの

時期、矢田川の橋から落差工の下の溜まりにコイが

群れているのを見かけるようになった。橋の袂から

川を眺める人が目に付くことが多くなったのもこの

時からで、コイが戻ってきた！と喜んでいた。当時

はコイが外来種なんて思っても見なかったし。もう

川底の白いヌルヌルも見かけなくなっていた。ノス

トラダムスやマルチメディアなんて言葉が一段落し

て、大人達が落日の日本社会の予兆に怯える頃には

ナマズがルアー釣りで楽しめるほど増えていた。こ

ちらも外来の説も流れていたけれど。そんな折、帰

省した際の夕べ、矢田川に注ぐ小河川の辺で駆けて

いくイタチを見かけた。それからは帰省するたびに

何かを見かける。庄内川の河畔林でムクドリを追う

チョウゲンボウ、声を張り上げるキジ。大地震に震

えた年の夏に子供たちがカワウソだ！と騒いでいた

正体であるヌートリア。闇夜に浮かんだしゃれこう

べに震えたと思ったらアライグマの白い隈取りだっ

たり、庭の果物を狙うハクビシン、瀬戸の廃屋の脇

にいたタヌキ。その頃には矢田川の川面を眺める人

も多くなりオイカワをフライで狙う人もいたりし

た。でもまあ自分の心にはシラハエという方がしっ

くり来る。ドラゴンズの終わらない宴が終わった

頃、名古屋のこの地に戻ってきた。少子化人口減少

の暗い予言が次々と実現する中、矢田川橋で友釣り

でアユを掛けた記事を目にした。日本人の振る舞い

が大人しくなるのと入れ替わりで生き物を目にする

ことが多くなったようにも思う。 

 

4.生き物が故郷に「戻ってきた？」 

そしてコロナ後、新しい魚道が作られ瀬戸近くまで

登る少ないアユがいる。でも少し郊外に出ると壊れ

たままの農道、増えていく廃屋。そして活力が無く

なって久しいこの国。このあたりの郊外でも狐を見

かける。宇宙船地球号なんて言葉も前にあったけど

日本便は座席構成が様変わりしているようで人間の

座席は減り空席を野生生物がもう一度座っている。

昔なら河川が獣の通り道になると興奮していたが、

あの夏、矢田川の公園でイノシシの足跡を見てそれ

に続く大捕物。昭和の時代はシンプルに自然を守ろ

うとの声が大部分だった。無論自然は守っていきた

いが、人が減った今に即した向き合い方が新しく必

要なのだろうと思う。 
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（会員寄稿）               

科学研究部を育ててくださりありがとうございました 

                              平川 史子  

 

１．矢田川は通学路にあるのに知らない 

2016 年、当時顧問をしていた東邦高校科学研究部

に横井君が入部してきました。「小学生のときは矢田

川と隅除川が遊び場だった。小 4 の夏休みは、矢田

川でカマツカを捕まえることに費やした。」という地

元の少年です。 

早速 1 年生 5 人と香流中学裏の河川敷へ。根固め

ブロックの上をぴょんぴょん飛んで右岸側へ渡らさ

せられたのには閉口しましたが、ブロックの隙間に

すごいスピードで泳ぎ抜けるオイカワの群れ。大都

会にこんなに豊かな自然があるなんて！と率直に感

動しました。隅除川では、100 均で購入した釣り竿

でブルーギルを釣りました。みんな、地元の川でこ

んな風に楽しめるとは思っていなかったようです。  

当時部活で取り組んでいた透明標本のサンプルと

して、生態系に悪影響を及ぼすとされるアメリカザ

リガニとブルーギルを採捕し、標本制作と環境保全

の一石二鳥を決意しました。 

 

2．「矢田・庄内川をきれいにする会」に入会 

せっかく矢田川に取り組むなら、釣りやガサガサ

で遊ぶだけではなく、川の歴史や自然保護の学習も

させたいと思っていたところ、タウン誌咲桜に矢田

庄内川をきれいにする会主催の「川の健康診断」の

情報があり、横井君他 2 名が参加しました！「アユ

がいた」「矢田川はブルーギルは殆どいない。カマツ

カいた」などとても楽しそう。すぐに本守さんにお

電話して入会させていただきました。本守さん、小

野さんからは、川や会の活動について直々にお話を

伺うことができました。 

矢田川がきれいになったのは、最近で、1975 年以

前は庄内川同様陶磁器生産のため白かったこと、水

質防止法による排水規制や下水道整備ができて少し

ずつ改善されて今日の矢田川がある。そこには 1975

年発足の矢田・庄内川をきれいにする会の働きかけ

が大きかったなど。 

名古屋という大都会を流れる矢田川環境は、会の

先輩方をはじめとする市民の願いでできた奇跡なん

だと思い知らされました。 

 

3．「矢田川の健康診断」に参加して 

科学研究部は 2016 年から 2019 年まで毎年会の

イベント「矢田川の健康診断」に参加しました。永

田さん、鵜飼さん、溝口さんにはガサガサ、投網な

ど教えていただき、池田さんからは川魚の見分け方

など教わりました。2019 年には生徒たちもスタッフ

として水質調査のお手伝いさせていただきました。 

参加者は近隣のお子さんファミリー、高校生、会

社員といろいろ。小さいお子さんたちが博識で疲れ

知らずで、頼もしいと思いました。お昼には会長奥

様のカレーをいただき、参加者の皆さんは持参した

テントでくつろいでみえました。またしても大都会

の真ん中でこんなに洗練されたイベントを無料で体

験できることに感動しました。 

 

  

4. 最後に 

私も横井君と出会わなかったら、矢田川にも庄内

川にも関心を払わずに生きていたと思います。横井

君のような子供たちがこれからも育ってくれたらい

いなと心から思います。 

最後ですが、会が制作した冊子「庄内川の語り部」

素晴らしいです。これを読んだらちょっと前まで

（1950 年ですが）庄内川がいかにきれいだったかが、

リアルにわかります。「泳いでいるときにアユが足を

くすぐるほどたくさんいて、食べると香りがよかっ

た。」「春日井一帯に川魚の料理旅館が並んでいた。」

目指すべき豊かな姿があります。いろいろな人にお

勧めしています。この本を思いながら、名古屋で生

きていきたいです。 
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（会員寄稿） 

矢田・庄内川をきれいにする会活動 50年に寄せて 

                         OB会員 水野 達彦 

「矢田・庄内川をきれいにする会」に関わり始めた

のは 40 年近く前からでしょうか、誰か知り合いに紹

介されたのだと思います。「食べられない魚釣り大会」

というのは新聞で読んで知っていました。 

川をきれいにするなんてことは行政のやる仕事だ

なんて思っていましたが、これを住民の側から活動を

始めたという事に関心を持ちました。それも行政に要

請したり、抗議したりすることではなく、地域の住民

の人たちに現状を知ってもらうために自分達で川の

調査をしたり、川に関心を持ってもらうためのいろい

ろな企画をしたりというところからです。 

その中で立て看板の設置がありました。「川の汚れ

は 心の汚れ」というものです。普通だと「川を汚さ

ないようにしましょう」とか「汚水を流さないで」と

かになるのですが、ここは「川の汚れは 心の汚れ」

だけです。これは汚れた川に無関心だったり、しょう

がないとあきらめてしまったりすることが汚れてき

た原因の一つではないかという問題の提起をしてい

るのだと思いました。こういった運動のやり方は参加

しやすいし、また楽しくもありました。 

毎年の魚釣り大会は朝早くから会場の準備、運営、

後片付けと忙しいけれど楽しい行事でした。 

蛇足ですが、40年前は早朝寒くてセーターにジャン

バーと厚着をしていたものですが、ここ最近はセータ

ーを着ることもなく、これが温暖化というものかなと

変なところで納得しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここから全く個人的な話になりますが、35・6年ほ

ど前「きれいにする会」と関係の深かった地域の名北

福祉会という社会福祉法人が障がい者の働ける場所

作りをしてるという話を宮田さんから聞いて、当時障

がいを持った子どもの将来に不安を持っていた自分

は「これだ！」とこちらにも関わるようになりました。

また同じように「きれいにする会」と関係の深かった

北医療生活協同組合の活動にも関わるようになって

いきました。それによって本当にたくさんの人達と出

会い、いろんな活動に参加し、充実した人生を送って

来られたとありがたく思っています。 

思えば「川の汚れは 心の汚れ」から始まったのか

も知れません。 
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（会員寄稿） 

王子製紙春日井工場のパルプ排水・・・ 

                            OB会員 本守 眞人 

 

１．パリ万博、セーヌ川には大腸菌が 

2024パリ・オリンピックはセーヌ川中心に開催さ

れた。開会式はここに船を並べて行われた。またト

ライアスロンの水泳もここで行われた。開催前、雨

が降ってセーヌの水質が心配され、安心をアピール

するため 7月 17日、アンヌ・イダルゴ＝パリ市長が

100 年前から遊泳禁止のセーヌ川を泳いで見せた。

実はパリの下水は古い下水によくある合流式で降雨

時は水質が悪くなる。実施は強行され選手は見ては

ならないものを見たし、嘔吐した選手もいた。 

オリンピック向けに雨水滞水池を 15 億ドルもか

け整備してきて、BODはそれなりに良くなったと思

われる。が、問題の本質は違ったのだ。大腸菌であ

る。日本の水浴場は環境基準で大腸菌が 1000MPN

（今は 300CFU）/100ml以下が必要だがそれを上回

ることしばしばであった。大阪の道頓堀でさえ平均

240MPNであった。私は思わずわが庄内川を調べた。

最上流城嶺橋でなんと 2021 年値 1400~49000MPN、

2022値 35~1200CFU という高い値であった。多分

上流での排水も原因であろう（2022 年値多治見

64~1200CFU）。 

今は学校プールが完備されているが昔は川でよく

泳いだものだ。今では川での大人の水難事故が絶え

ないので川は危険で子供は泳ぐものではないという

教育がなされているとかいないとか。先のトライア

スロンのように走、泳など自然を相手の耐久競技は

サーバイバルの時代にこそ必要だろう。 

 

2．庄内川はきれいな川になった？ 

わが会は 1975年、王子製紙春日井工場（以下単に

王子製紙または春日井工場）の排水や下水道の未整

備によるドロドロに汚れ切った庄内川の水をきれい

にする運動から始めた。50年もかかったが近年は下

水道の整備により水質BOD は 3㎎/ｌに限りなく近

づき、水質ランクは当初のE（BOD≦10）からDを

経て、2020年環境基準のランク見直しで、水分橋下

流もC（同≦５）になったばかり。 

ちなみに庄内川水系では 2022 年の水質調査の結

果は BOD75%値で庄内川は岐阜県多治見橋 0.8 ㎎/

ｌ、城嶺橋 1.2、大留橋 1.8、水分橋 3.0、枇杷島橋

4.1、庄内新川橋 1.2、矢田川中流宮下橋 4.5、同下流

天神橋 2.8であった。 

庄内川・矢田川が見た目にきれいになってからは

「釣った魚が食える川」と「泳げる川」にしたいと

運動を質的変換してきた。庄内川にも矢田川にも昭

和 50年代からアユが遡上してきているが、どれもク

レヨンのような異臭がしてとても食せない。国・愛

知県（以下県）の水質基準からみても最低ランク B

（BOD≦3）にならないと鮎を食せる水産用水にな

らない。 

名古屋市の独自の環境目標値を決める告示では庄

内川の松川橋上流ランクB（BOD≦3）相当で「川に

入って遊びが楽しめる（水浴はA（BOD≦２以上）」

としているが、もう一方の水浴の基準の大腸菌数は

前段のように全くクリアしていない。名古屋市は泳

げる川・海を諦めているのか要件調査さえしていな

い。河村市長よ！パリを笑えないぞ。（東京のオリン

ピックも同じ問題があった。清流の国ニッポンでは

なかったんか。） 

 

3．王子製紙との交渉―改善は不可能か 

上流と言う点で春日井工場のパルプ排水の問題が

ある。戦直後春日井市は旧陸軍工廠跡地へ同工場を

誘致した。殆どのパルプ工場が海近くに立地してい

るが庄内川は河口から 22 キロ地点に立地し下流長

区間に影響を及ぼしてきた。1973年の水質汚濁防止

法制定以前に立地した。1952年 6月から本格稼働す

るが春日井市と公害防止協定を結び排水などが規制

された。名古屋市は下流の工業用水に関する規制だ

けを設けた。国の一般排水基準（COD、BOD≦120、

SS≦150））に県が上乗せ（BOD≦70~100、COD≦

40~120、SS≦40~120）をしている、本協定は例え

ば COD≦60、BOD≦45、SS≦40 であって県を上

回る基準となっているが、下水道基準に及ばない、

大いに不十分なものである。いずれも㎎/ｌで日間平

均。しかもこの数値は戦後一貫して不変であり、技

術の進歩を勘案すれば許されない。現に春日井工場

はこの緩い規制値のおかげで（―王子製紙はそうは

言わない）、パルプの生産量を 3倍にしても既定の活

性汚泥処理施設により基準には堪え得たとのこと。
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かつて見学の際の処理槽は２、３建てで、面積と費

用をかければ改善は可能と感じたものである。 

わが会は過去に春日井工場と水質浄化の談判を重

ねた。最近でも同工場と数回にかけて 30 余項の

Q&Aを重ねた。この際の回答では「当社は法律は守

る、法律が厳しくなっても守るがそれが技術的に可

能かどうかは言えない。」との 1点張りであった。処

理はほかに黒液を重油とともに燃やす処理を合わせ

ているので、安価である水処理とのシェアの問題も

ある。この現状を質しても 0回答であった。 

水質汚濁防止法の成立は製紙排水問題も背景にあ

ったように思う。その後公害対策基本法に組み込ま

れた際、環境は経済との調和という考えは放棄され

たはずだが、ことパルプ排水に関してはその際規制

値が強化されたとは聞いていない。県の上乗せ基準

は地域の事情によって採用されるが、県は最初に行

ったのみで後は不変で事実上協定を縛っている。国

が大本の基準を強化しない限り、特段強化する必要

を認めない、一事不再理と言うのが県の言い分だろ

う。これだけ上流にあって名古屋市はじめ市民に愛

されようとしている庄内川の特殊事情は配慮されな

いのか。春日井市には協定が基準より厳しいことも

あって、これ以上協定の強化は名古屋市のためなる

動機付けがいる。県は責任を避ける形になっている

ので下流の困っている名古屋市が動く必要があろう。 

わが会が春日井工場に対して「法律は最低の基準

であって企業のメセナ活動（1990年経団連提唱した

1%クラブ：経常利益の 1%を社会に還元）または社

会的責任 CSR を果たして欲しい。」と要請しても、

王子製紙は水質改善には努力をしている、また改善

策も検討していると回答、しかしその内容や計画を

尋ねると言葉を濁す。ときどき水質事故を起こすが

改善とはそんな事故は起こさないようにするという

意味なのか。王子製紙の環境報告を見ても近年は日

本の配下工場全体の合計値しか公表しかしていない、

それも大気中、あるいは河川に捨てている汚染物質

は廃棄物の扱いをしていないので改善項目にすら挙

がらない。前述の Q＆A で殊勝にも王子製紙が市民

の水質要望値を聞いてきたので、せめて下水道並み

※にと要望したが回答はない。※後半言及。 

中国は上海地区南通市へ王子製紙本社が 500億円

を以て 2012 年に進出した。汚染水を揚子江や海域

に出すとして猛烈な反対にあった。南通市は研究者

を動員し今や世界の処理方法となっているMBR（膜

分離活性汚泥法 Membrane Bioreactor）を採用し、

処理水は大半南通市の中水道に使っているようだ。

処理量 5 万トン程度で水質は COD で 10 ㎎/ｌを確

保しているようだが実態はよくわからない。日本の

下水処理でもガイドラインができており、堺市の三

宝処理場は 60,000㎥/日で実稼働を始め、27か所の

下水処理場で試験的に実施している（名古屋市は 1

か所 5,000㎥/日）。世界市場では 40億ドルを超えて

いる。王子製紙は中国と合弁事業を展開しているの

で名古屋市が春日井工場にその顛末を聞いても知ら

ないの一点張りだそうだ。ここが成功しているのな

ら春日井工場も可能ではないかと言いたい。 

 

4．取水量・排水量は 20万トン 

庄内川の河川の水質からみるともっと重要なこと

が見えてくる。すなわち公共用市域である庄内川の

取水量が問題である。製紙工場では一般に膨大な用

水を必要とする、春日井工場の場合 19 万 3,000 ㎥/

日だ。これをすべて庄内川の伏流水に依存している。

同工場排水は水分橋直上流（A≒590㎢）に入るが取

水はすべてこの上流からである、すなわち水分橋下

流は 20 万トンの清浄水がなくなるその代わりに同

量の汚染水が入るというわけだ。水分橋上流の河川

水の減水被害ばかりでなく下流は汚染水増水となる。

日量 20万トンと言えば毎秒2.23㎥/ｓとなる、庄内

川の基準点枇杷島橋（A＝705㎢）では低水流量、平

水流量がそれぞれ7.53、10.14㎥/sであるから±2.23

㎥/ｓは影響大である。用水原単位は工程によっては

半減していると言われるなかで、この取水量は工場

設立当初から占用水利量として不変なのである。わ

が会は疑問を持った。水処理に費用をかけずに薄め

て放流しているのではないかと。工場内のシステム

は監督官庁にしかわからない、その運用に至っては

官庁でも分からないことが多いのではないか。 

10年位 1度の水利権更新の際、監督官庁の国交省

に質問したが法律に則ってきちんと審査していると

だけのあっけない回答。審査の経緯の公開請求が必

要だった。水量の測定の真偽もわかったものではな

い。水量と水質は関連するのだが両監督庁には連携

があるのだろうか。長年の既定（特許と言う既得権）

路線を進むばかりで見直しは行われない。 

水質とともに伊勢湾総量規制が途中から加わった。

わが会はこれに期待した。何せ春日井工場の総排水

負荷量は BOD 換算で 2,800 トン/年であるから 13

万人の都市に匹敵する 

∵40/1000/1000×193000×365=2817トン/年、 
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2817×1000/58/1000×365=133000人 

しかし 5 年ごとの見直し審議会に際し意見を述べ

てきたが、明らかになったことに計画汚濁負荷量は

制度が始まったときの値が既得権として事実上認知

されており、計画案を提出する王子製紙が自ら減じ

ない限り減らないのだ、春日井工場でいえば海域向

けCOD で 11.7トン/日。規制を受けるのは小さな工

場、新規の工場ばかりで当然減少量は毎期ごくわず

かであり、従って名古屋港、伊勢湾の水質は一向に

改善されないのは当然であろう。国の指導？が入っ

ている。 

 

５．市民・行政・企業の連携が原則？ 

わが会には運動の原則があってそれは市民・行政・

企業の 3 者が連携協力することである。しかし市民

は価値観の多様性でまとまらず、企業はコスパの厳

しい時代となってとみに株主の主張を聞くようにな

り法律は最低限守ればよい―その法律も規制緩和へ

改正する、行政は政治に支配されているそんな時代

の中、おとなしい市民の要請など無視される、行政

は政治におもねる、企業は政治を支援する、そんな

構図がまかり通っている。市民の環境改善運動は気

候変動対策と同じく大きな曲がり角に来ている。市

民は政治に訴えなければならない。よくある三者を

結ぶトライアングル、鼎立はその三者が具体的に直

接話し合って初めて成り立つ。それどころか民主主

義＝市民>政治>行政>企業=資本主義なる構造は今

や逆向きなっている感じがする、もう一度押し返さ

なければならない。 

春日井工場の主張に「庄内川の汚染の原因は何も

当社だけではない、下水道の未整備もその一つだ」

と。確かに整備が進んでいない昔はその通り、皆で

庄内川を汚してきた。しかし下水道整備は進んでき

て、2022年度末現在、名古屋市 99.4（99.7）%、春

日井市 69.4（88.6）％、瀬戸市 68.8（85.4）％、尾

張旭市 86.8％（96.0）など、岐阜県は多治見市 95.9

（98.2）％、瑞浪市 76.4（88.7）%、恵那市 60.2

（88.2）％、土岐市 84.4（94.4）％となった今、春

日井工場だけが取り残されつつある。（  ）は下水

道以外の汚水処理を含む値。将来の県の水質シミュ

レーションで下水道整備が 100%となっても同工場

の排水がネックになって庄内川のBOD<３がクリア

できないとわかっている。庄内川が春日井工場の専

用排水管かつ専用下水処理場となっていることがま

すます顕在化してきている。王子製紙さん、あなた

の主張、大丈夫ですか？ 

しかし名古屋市の下水道にも問題ないわけではな

い。すなわちパリと同様、合流式であることだ。庄

内川には合流式の平時の処理量が凡そ 63 万トンあ

る。全国 21都市で暫定的な改善計画が 2023年を目

標に先行実施され、名古屋市ではほぼ完了している。

しかしこれとて根本的解決ではなく、最終的には分

流式にしなければならない。この見通しは全く立っ

ていない。さらに問われれば下水道の処理しきれな

い残留 BOD 負荷がある。庄内川全体の下水では年

間 1,472トン（名古屋市 820トン）であり、春日井

工場の排水残負荷 2,817 トンを大いに下回っている。

同工場の排水の BOD40 ㎎/ｌから下水並みに 20 以

下にすると半減し下水の値と並ぶ。※ 

 

６．魚が臭くて食えない。名古屋市と「異臭」調査 

ここまでは水質が悪くてつまり環境基準がランク

Cではアユが食えないという一般論であった。「魚が

食えない」という特論に入ろう。異臭である。下水

道のカビ臭などを含めていろんな異臭物質がある。

悪臭防止法に言う 4 物質については春日井工場、名

古屋市の下水道に対しても排水地点の排水中濃度で

規制されている。同工場は規制に合格している、名

古屋市は今まで計測すらして来なかったがわが会の

指摘で１年だけ計測したことがある。結果はクリア

だが春日井工場の値よりもわずかに大きかった。わ

が会では名古屋市に継続調査とともに異臭物質原因

調査を要請した。 

市環境局は市内河川に一般化して庄内川における

生物等の異臭調査を始めた。2020年は 1月にコイと

ヤマトシジミを試験的に、21年は 9月には本格的に

水分橋上下流 5地点でコイ、アユ、オイカワ、ボラ、

ヤマトシジミを対象にした。アユなどは検査に十分

な量の確保も厳しかった。悪臭物質はメチルメルカ

プタン、硫化水素、硫化メチル、二硫化メチルの硫

黄酸化物 4 種を提案した。わが会が受託して採捕・

運搬と合わせて現地で 3 人が試食し、味と臭いを調

査した。即、環境科学調査センターへ運び込んで同

センターではガスクロマトグラフィーで分析しても

らった。 

結果は臭いと思われた魚の大半にやはり硫黄酸化

物が含まれていた。ただ河川水にはあまり含まれて

いなかった。名古屋市の公式見解は必ずしもそれが

異臭の原因とは思われない、もっと詳しく調査をす

る必要があるとのこと。わが会は「本調査にはいく
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つかの不整合もあり、これでは原因がわからない、

川の魚は河川水を飲まないので、魚のエサを含めた

経路調査をしてほしい、また悪臭の判定は主観的に

差があるので専門家の臭い判定士に委託してほしい」

などと要望した。名古屋市はこれは公害調査ではな

い、また同センターではそのような能力がない、ま

た外部委託する予算もないと 22 年度は他の河川を

含めて概略調査にとどめたようだ。 

2022年11月庄内川釣り大会食味テスト  

食味 
非常に 

おいしい 

おいし

い 

ふつ

う 
まずい 

食べら

れない 
 

アユ 1 2 0 3 2 

シジミ 2 0 3 8 7 

コイ 4 4 11 2 1 

異臭 
特に問題

ない 

異臭が 

する 

その

他 
    

アユ 3 4 0     

シジミ 4 16       

コイ 10 10 2    

 

よってついにわが会は名古屋市に 2022 年 9 月 5

日市条例 123条第 1項に基づき公害調査請求をして

受理された。しかし回答は「前述の異臭調査をして

いるので行わない」とのこと。異臭調査は公害調査

ではないと言ったではないか。ほかの市の代表とし

て清須市にも請求したが県の指導により市民生活に

影響極少として却下不受理となった。結局本悪臭は

公害とは認定されなかったということか。漁協もな

いので市民の生業に関係ない、アユは食えないだけ

で食っても病気や死には至らないからか。文化は？ 

アユは河川によってその匂いが違うと言われる。

違うのではなく庄内川はアユが食えないのだ。この

ようなクレヨンのような異臭は専門家なら物質が特

定できるのではなかろうか。 

「庄内川の語り部」刊行に際するヒアリングによ

り、戦後すぐ庄内川漁協が発足したが 2001 年には

漁場育成の努力もむなしく解散せざるを得なかった

と知った。これも庄内川だけか？わが会のメンバー

は釣り師に呼びかけ、漁協結成の準備もしている。 

わが会は創立 50周年を迎えるが、小生としては皆

さんに慰労ないしは祝福をしてもらいたくない。庄

内川をきれい？にするに 50年かかった。が、まだ釣

った魚が、捕ったアユが臭くて食えない！ 泳げな

い！ 

漁協は解散、学校のプールはあるからと言って泳

がせない。 

運動としてこの 2 つ命題を放棄するならわが会の

存続意義はない。ほかの一般的な河川の生態系保全

は河川管理者国交省の内部目的である。 

（庄内川は矢作川と同じく砂河川で上流でないと

珪藻の着く大きな礫はない。アユなら落差工に良い

魚道を付置し上流遡上を助けてやること忘れてはな

らない。） 

さて… 

王子製紙春日井工場の排水はペーパーレス時代が

到来して製紙業が廃業にでもならないと解決しない

ようだ。 

合流式下水を分流式に改修するにはもう 50 年は

かかる。やらないかも知れない。 

よく「100 年河清を待つ」という、庄内川は黄河

ではないが、王子製紙工場以来 100 年先まで後 28

年である。孔子の一説に「水至清則無魚、人至察則

無徒」とか、ホタルの棲める水質はBOD＝3㎎/ｌと

もいう。 

しかし魚を食わない、泳がない川は川ではない。 

その頃には魚の異臭はなくなるかも知れないし、

泳ぐ川ともなろうが、温暖化により、もう魚も人も

いない！かも。 

「アユなど養殖で十分！」「川が怖い人はプールで

泳げ。」あるいは「川で泳いでも大腸菌では死なない、

昔を思い出してみよ。免疫をもっと鍛えろ！」など

いろんな声が聞こえてくる。 

さはさりながら… 

環境基準のレベルA（アユ・泳げる）にしなきゃっ！ 

と川ガキや河童は言うのです。 

2021.9.3.11：22高貝用水堰

でアユ 3匹（魚の異臭調査）（本稿は個人の見解で、誤

りも含めて筆者に責任があります。） 
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（会員寄稿） 

矢田川のセットバック魚道は良い魚道？ 

                      OB会員 本守 眞人・河原 進 

 

1．矢田川の現状と課題 

矢田川は一級水系庄内川の支川である。瀬戸市猿

投山 629mを水源とし名古屋市の北で流入している。

流域面積は 115 ㎢、延長は 23 ㎞で下流宮前橋から

下流が国土省、上流が愛知県の管理である。瀬戸市

は江戸時代からせとものの産地で燃料薪炭の採取に

より日本の三大禿地となった。明治の初め外国の技

師アメリゴ・ホフマンを招聘し砂防の工事に始まり、

昭和初期の時局匡救事業により下流の流路付け替え

工事とともに上流まで一次拡幅改修が行われた。戦

前の航空写真を見ると河川敷一杯に複数の交互砂洲

に乱流していた。ついで昭和 25 年から 35 年に庄内

川から香流川合流点まで 7 ㎞を床固と低水路が、平

成 10 年まで引き続き低水路固定がなされた。昭和

32 年の洪水を最後に近年漸く落ち着いてきた。河道

が安定し、広い高水敷の公園的利用が盛んとなって

いる。上流は山口川と称して山口ダム（全国第 0 号

の河水統制ダム=多目的ダム）が魚止めの堰となっ

ているが、さらに上流は海上の森、東大の赤津研究

林と瀬戸川にはホフマンの森が展開している。 

矢田川で残された課題は環境問題、すなわち①上

流瀬戸市、尾張旭市の下水道整備の遅れ（2022 年度

末瀬戸市：68.8％、尾張旭市 86.8％）による水質汚

染である。現在の環境基準は下流C、上流D に対し

て水質は 2022 年値天神橋で BOD2.8 ㎎/l、大森橋

5.2、宮下橋 4.5 である。。②魚類等の遡上降下障害

では国土省所管区間で成願寺（将来存置）、米が瀬、

無名、山田北の各床止めの 4 基（落差 0.5~１m）、

県区間で 31 基、計 35 基ある。県区間の内訳は千代

田橋まで 1 基、瑞鳳橋までに 11 基(1.5~2ｍ)、瀬戸

川合流点まで 7 基、山口川堰堤まで 13 基である。

これらは大半落差工ないし床止めであり、取水堰は

少ない。③しかし矢田川河床は未だにキラと呼ばれ

た産廃が残っていて庄内川とともに砂河川である。

④直線的護岸で水辺が固められており瀬と渕の形成

が少なくさらには河床が安定して平均化、水温が高

いなど、魚のハビタートとして不適当、魚種も少な

くコイが優占している。 

このように矢田川は水質も悪いが、河川の自然的

要素も少なく、きれいにすることと並行して近自然

的にリフォームすることが求められている。下流の

天井川区間はともかく瑞鳳橋あたりからの中上流は

堤内地盤は高いので掘込み河川対応ができる。 

 

2．矢田川の魚道設置の必要性 

かつて尾張旭市新居ではウナギがとれたという、

今でもかろうじてアユやウナギは採捕できる 

矢田・庄内川をきれいにする会はアユ遡上 100 万

匹作戦を行っており、2012 年に矢田川でも中流の 8

基の落差工に魚道の設置を要請した。県尾張建設事

務所はこれを快諾し、翌年から毎年 1基ずつ新設す

ることとなった。11 年経過した今、宮下橋第９魚道

まで整備済みである。このほかにこの間、西本地大

橋下流の瀬戸川山口川合流点にある大きな落差工は

将来計画を見越して全川幅のカスケード式魚道が、

その下流に災害復旧で仮設のままであった矢板落差

工が本格的全断面魚道に改築された。 

 

3．どんなタイプの魚道？ 

古くからあるタイプいわゆる階段式（正確にはプ

ール式）がまず考えられるが、この欠陥は魚道の入

り口が落差のかなり下流に突き出すので落差のすぐ

下まで来た魚はその入り口を探せないことである。

これを解決するために階段を折り返して入口を落差

の下に持ってくることが行われる。矢田川ではセッ

トバック、つまり落差工の上流に階段を、入口は落

差工直下に持ってくるから魚は迷わずに階段に取り

つくことができる優れものである。魚道の一部が床

止め本体となるので構造上頑丈にしなければならな

い。魚道は岸寄りにつくるが理想的には両岸設置が

望ましい。さらに今回の魚道にはもう一つの特長が

ある。それはプールの側壁が 1；3~1：1 の斜面にな

っていて非対称断面となりこれが流速の違いを与え

て魚の凌げる流速を選ぶことができることである。

現にプール断面を 3 スパン（岸側=1：3、中央、流心

側 1：1）にわけ遡上調査をしてみると圧倒的に 13

のスパンから上ることが分かった。 
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魚道プール横断面図 

 

4．魚道の効果測定と機能評価 

さて魚道の効果測定は管理者・施工者である県が

行うのが本来であるが、 

① わが会が要請したことであり、 

② ②県環境局の 

「あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業 

」において―水源の森の恵みを活用し生物多様性

を実現しよう―と銘打って交付金を受ける。 

③私たちの魚等の知識や取扱の専門的力の活用、

④より確実な測定方法の研究など 

⑤市民がこの調査に参加することによって矢田川

に親しんでもらいひいては水質改善運動にも味方

してもらおうとの魂胆？もあってわが会がしばら

く担当することになった。第１号が 20 13 年に完

成、2014 年から効果測定を始めた。 

 

（1）当初の 3 年はモンドリ網などの用具を準備しつ

つトラップの仕掛けを工夫しながらとにかく完成し

た魚道を対象に次々と調査をしていった。わが会の

矢田川での市民参加の年中行事である 5 月の“魚を

捕ろう”と 10 月の“川の健康診断”を兼ねて、2014

年：7回、15 年：6 回、16 年：5回行った。 

この結果は次項の 2017 年からの後半調査ととも

に別表を参照のこと。 

この間県に要望をあげた、つまり設計協議をした

がその主なものを列挙すると、 

 

2014： 

① うなぎの遡上対策の研究、ヤナギ藻ロープ 

2015： 

② 流速が大きいので 3 月~11 月の適切水位が得

られるように魚道の地番高を 5~10 ㎝下げる

こと 

③ プール内の流れの乱れ、泡餅が見られる、①

と合わせて流速計測定し、1.2m/ｓ以下を確認

すること 

④ 下流の根固め護床工が魚の進入を阻害してい

る撤去ないし水深確保のため据え直す 

⑤ で下流側の護床工の撤去または据え直す。 

2016： 

⑥ 角落しの改善、コンクリート面の明度落とし、

アバの取り付けフック、階段工、魚道近傍の

深ぼれ対策 

⑦ プール内三次元流速測定 

2018： 

⑧ 岸より側壁の転びを 1：1 に 

2021： 

⑨ 岸側にヤナギ藻ロープをフック穴に数条入れ

る。 

このほかわが会が工夫したことはモンドリ網・地

獄、網のトラップ緊結法、上流側のアバ自作など。

2018 年 9 月には急なる大雨でモンドリ網 3 基が流

されうち 1 基は矢田川橋まで到達していた。 

また調査区間の検討（対象魚道の下流、上流、上

流 

の落差工の上流の 3 区間が原則）を始め、たも網

と投網による採捕・人工確認、水質調査、生物の同 

定・記録（毎回統一集計表）と市民向け講義、ゴ

ミ拾いなども行った。 

以下 6 年間を通して矢田川の魚道設置で魚相がど

う変わったかを述べる。次の 2 つのグラフはともに

魚道数例えば 2とその上下流の調査区間数 6計 8当

たりの個体数及び種数の変化である。遡上数はもち 

ろん魚道数当りである。 
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これら26回の調査を総括すると個体数は1.5~4.3

倍に種数は 1.5~3.3 倍に増えている。因みに矢田川

で出現した種は次表のとおりであった。 

 

さらに魚道の機能的評価を次表にまとめた。 

2016年度 
第 1～第 3魚

道 
 

   区分 堰下流 魚道遡上 堰上流 

Ａ 
 

● ● ● 

Ｂ 
 

● ● ● 

Ｃ   ● ● ● 

Ｄ 
 

      

Ｅ 
 

● ● ● 

 

A 大型小B型遊泳型、C 底生魚、D 匍匐・E歩行

遡上に分けて評価したが、いづれの魚道もウナギな

どD グループに対応できなかった。何らかのアシス

トを付加するとよいと思われるが、実は 2016 年度

以降この付近では我々はウナギを発見していない。 

 

（2）また 2017 年からは新設の魚道対応と非対称断

面を 3 つのスパンに分け、遡上数の多寡、遡上魚の

種類及び午前、午後、夜間に分けた終日調査を行っ

た。2017 年：3 回、18 年：3 回、19 年：2 回であ

る。うち特別調査として全スパン・終日は 2017.6、

2017.9、2018.10、2019.6 の 4 回である。その後も

続けている。次表 2019.6 が第 1 魚道で下流側かつ

香流川合流点直上流の代表的なもので、また早朝 5

時に改修・設置したケースである。これを見ると岸

側は中央、流心側の合計相当遡上している。経時分

布も割合均衡している。18.10 の第 4 魚道は午後の

岸側スパンにオイカワが異常？に遡上したものでや

や特異なケースである。 

 

 

ここで象徴種であるアユに注目してみよう。 

 

 

 

 

左表は区間、トラップ計のアユの年間採捕数で 16

年が最大である。 

トラップには右表のように 2019．6 のケースのよ

うに突進速度の大きいアユでも緩い速度を選考する

ようである。 

このアユを会員が食したところ。クレヨンの臭い

がしたというのは語り草になっている。 

さて 2018 年コンサルがプール内の流速を調べた

が、最大は 1.8m/s あった、少し大きい、またプール

が小さくてその流速分布は 3次元流速計でも判明し

ない。流れが乱れているどんな魚が魚道内のどんな

ルートでどのように遡上していくかは興味深いが本

0.0

5.0

10.0

15.0

2012 2014 2016 2018 2020

種数/(区間数+魚道数)

魚類種数 総個体種数 遡上種数 0.0

5.0

10.0

岸側s 中央s 流心s 計

19.6第1魚道遡上匹/hr

午後 夜間 午前 計

 矢田川アユ採捕数 

年 月 匹 

2014 5,6,7,8 12 

2015  12 

2016 5 28 

2017 5 10 

2018 5，9，10 8 

2019 5,6 23 

アユ タ コウラ イ オイ カ ワ メダカ コイ ニゴイ ナマズ フナ 総個

モロ コ モロ コ 体数

71 94 22 4629 784 1349 20 19 60 11058

ヨシ カ マツ カ ドジョ ウ ヌ マ モツゴ マハゼ スミ モクズ ミナミ テナガ スジエビ

ノボリ チチブ ウキゴリ ガニ ヌ マエビ エビ

159 437 14 2 27 2 1 75 3212 364 497

2019.6　　　　　　アユトラップ分布

午後 夜間 午前

6 2 13

左岸 中央 右岸

4 4 13

－　46　－



調査では困難であろう。 

魚道の流速が大きいので 3 月～11 月の水位にみ

あう隔壁越流高を慎重に決定するよう希望したが基

本堰堤高に合わせているので、角落しで高めに調整

したが、これは魚道の流速を管理するため維持管理

上重要なことであり、わが会は夏場（高め）と冬場

で角落しの枚数を代えることを進言している。 

元来魚道の設計は学会が解散したほどで、困難で

ある。研究者の見解が違うこともある。また発注・

設計・施工者の技術力もまだまだである。完成後そ

の機能を評価して改善に努めるしかなかろう。 

例えば矢田川上流西本地大橋の上流に先行施工し

た魚道は大きな石を用いたカスケード式となってい

るがいまだにその評価はできていない。下流魚道の

未整備と評価方法が不明である。石組みのうまいコ

ンサルが設計・監督をしたようだが、小生が見ると

魚窪池能力は十分だがそこへ至る流れに剥離が多い

のが難点に見える。 

また一般に魚道の設計と言うと落差工だけに注目

するが魚道の入り口（下流側）に至るルートの土砂

堆積や護床工ブロックによる阻害に配慮されていな

い。また魚が階段を上って行くとの誤解がある、魚

は階段を構成する石の間の流れの弱いところをスル

スルと登る（せせらぎ、―この場合流れの剥離はな

い方が良い―）、魚窪池の深みを利用し推進力を得て

飛び上がるかどちら又は双方である。 

 

（3）2020 年以降の魚道設置と評価 

①2020 年は大雨が続いており、延期が続いた後に 

魚道調査は中止となった。だが魚道の建設は例年

通り実行されており、2021 年は計 2箇所の魚道（第

5、6）において同時に魚道調査を行うこととなった。

特に第 6魚道はこれまでにないカーブが中程にあり

それが魚類の遡上にどのような影響を与えるのか今

回の調査の検証事項の 1 つに上がっていた。実施に

あたっては、同時に２つの魚道の調査をおこなうに

あたり、トラップが不足し第 6 魚道の調査は通常６

つ使用するがうち４つに相当する箇所を地獄網で代

用して調査を実施した。また通常夜間と昼間に分け

て漁獲を集計しているが、今回の魚道に関しては昼

夜まとめて 1 回の漁獲を集計することになった。

 

 

 

 

 

魚種別に遡上数を見ると第 5、6 ともにオイカワ

が最も多い。次に多いのはタモロコである。両魚道
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においてこのタモロコの一番漁獲の多いスパンはテ

ナガエビとモクズガニも一番漁獲が多いスパンであ

る。付け加えると第 5魚道においてタモロコがよく

入った左岸スパンは漁獲種が一番多いスパンであり

その中でも通し回遊魚であるウナギが漁獲されてい

る。 

 

 

魚道調査においてウナギが入ったのは初めてであ

る。矢田川の魚道はオイカワがその個体数の多さか

ら遡上対象とされているが、支川との接続を可能に

するために魚道を設計する際にタモロコの臨界遊泳

速度である 3.5BL/s を参考にするのも成功のために

は参考になるのではないだろうか？ 

③ 2022年天神川と矢田川の合流点の直上に第7 

魚道が設置された。それまでの魚道と同様の調査を

実施している。ところが魚道直下の護床工下の川底

が洗堀されて、護床工の下を水が流れてしまい魚の

遡上が危ぶまれる中の調査実施となった。 

 

 

結果は上記の通りである。2021 年の同時期に実施

した魚道調査と比較して少ない魚の遡上数、種数と

なっている。なお護床工の改善については県の担当

者に申し入れ、改善の約束を頂いている。 

④ 2022 年からは既設魚道の改修という形で新 

設魚道が設置されている。2022 年は魚の遡上を考慮

して切り欠きが作られた落差工が過去に設置済みが

あり、3 段の落差を突き通すように左岸に今回セッ

トアップ式の魚道が設置された。当初は既設の切り

欠き箇所と新設魚道の遡上数の比較を検討していた

が、既設切り欠け基部のコンクリートの状況からト

ラップの設置が困難なため新設魚道の遡上調査のみ

にとどめた。結果は以下の通り。 

 

夜間遡上 

 

昼間遡上 

 

 

遡上する魚はほぼオイカワで 9 割以上が仔魚であ

った。またほとんどが左岸スパンに集中しているが、

これは魚道の流入部付近が洗堀されスパンが浮いて

しまっていたことも関係していると思われる。この

点については今後設置される魚道については改善さ

れるとのことである。 

⑤ 次の第9魚道までは既設魚道が4つほど続く。 

尾張建設事務所の判断により宮下橋下の落差工が新

設魚道設置対象として選定された第 9 魚道となる。

第 1 魚道設置から数えて十余年。わが会の平均年齢

は上り、アクティブなメンバーも減少した。そのた

め今年からは名城大学野生生物問題研究会を学生会

員として迎えまた尾張建設事務所からも相当な人数

の派遣を頂き 3団体での共催という形での魚道調査

実施となった。 

－　48　－



 

 

結果は上記の通り。 

魚類 6 種 甲殻類 4 種の遡上が確認でき通し回遊

の 3 種（アユ モクズガニ テナガエビ）も遡上して

いる。 特にアユの遡上の確認により、下流の既設魚

道においても一定の設置効果は認められる。先だっ

て実施した現地視察の結果から考えると瀬戸市内へ

の遡上可能性も期待できるのかも知れない。これま

でのオイカワが多数を占めていた調査結果と異なり

今年は漁獲の 6割程度をタモロコが占めていた。こ

れについては周辺で採捕を行い生物相の確認が必要

かと思われる。毎回話題に登る下流の護床工につい

ても会からの提案により平板ブロックが採用され洗

堀等は認められなかった。 

各魚道の設置前に尾張建設事務所から図面を閲覧

させていただく際、魚の登り口には最低でも 15ｃｍ

程度の魚窪池を確保すること、呼び水の設定、スパ

ンの長さや数についての意見を加えている。但し魚

道については識者毎の意見があるので常に知識をア

ップデートさせて行きたい。 

 

5．その他の 3 つのイベント 

矢田川では魚道調査のほかに並行して次の 3つの

行事を行ってきた。いずれも市民のオープン参加で

おこない、（1）、（2）では魚道調査を兼ね、その区間

調査では大量動員による確度向上を狙った。同時に

捕った魚を会の専門家が解説し市民の環境学習に資

した。参加者数は表のとおり。 

 

参加者・人  魚捕ろう  健康診断  源流探訪 

s：スタッフ ｓ 市民 ｓ 市民 ｓ 市民 

2014 11 29 14 26     

2015 17 71 15 22 6 12 

2016 17 39 19 29     

2017 15 27 11 15 5 24 

2018 18 36 15 13     

2019 9 102 20 53 5 17 

 

(1) 矢田川で魚を捕ろう！ 

川で魚を捕りたい市民親子向け、毎年 5 月 

 

(2) 身近な水辺の再生と川の健康診断 

下流や庄内川で行っていた行事でこの区間で再

開、第 8回~第 13 回、ほとんど第 1 魚道下流で実

施。目の前の川を川の医者になったつもりで診断、

カルテを書いてもらう（アンケート）。（第 12 回健

康診断）この結果バーブ工の提案に到る。 

 

 

（3）矢田川の水源の森を訪ねよう 

矢田川の場合水源と言うと 2 つの意味がある。

一つは瀬戸市の上水の水源になっており又瀬戸物

の生産に欠かせない工業用水でもある。勿論下流

の農業用水でもあり、浄化用水でもあった。しか

し冒頭述べたように薪炭の取りすぎによる山の荒

廃と土砂の生産、治水上の問題があった。さらに
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下水道の整備遅れによる水質の悪化である、これ

らは上流にあるため影響は大きくなる。矢田川を

きれいにし魚も棲む川にするため何をすればよい

か市民にも学んでもらうためこの源流探訪を企画

した。マイクロバスを借り上げ水源の山まで見学

をするのである。県から交付される資金の本来的

使用である。隔年で 3 回行って、各年によって若

干異なるが見学コースを紹介しておこう。大曾根

から赤津研究林まで 80 ㎞。 

① 小原橋セットバック魚道 

② 尾張旭市西部・東部下酢処理場 

③ 瀬戸川合流点のカスケード型魚道※ 

④ 瀬戸市西部下水処理場・水質テスト 

⑤ 山口川水辺の緑の回廊・魚捕り 

⑥ 山口堰堤（わが国初の多目的ダム）・魚捕 

⑦ 屋戸橋で魚捕り・水生昆虫観察 

⑧ 東大・赤津研究林・白藤川魚捕り 

⑨ 瀬戸市の上水取水口・馬が城ダム 

⑩ 瀬戸川の改修 

⑪ 瀬戸のグランドキャニオン（陶土採掘跡） 

⑫ ホフマンの砂防工事 

大人は勉強、子供は魚捕りと言うわけである。バス

の運転手確保、各施設での案内依頼、山口堰堤アク

セスの伐開、タモの運搬、昼食会場などの準備が大

変であった。大雨に遭遇した時もあった。 

瀬戸川合流点のカスケード型魚道※ 

 

6．川の健康診断からバーブ工 

前項イ.を受けてまずはこの単調な岸と平坦な河

床、河川水の夏の温度上昇、河床材料の均一化をど

うすれば治療できるか考えた。近自然工法も当時流

行していたが、県内の河川は用地取得済の暫定改修

済みであって近自然のためだけの手戻り再改修はあ

りえない。従って可能な限り付加的工事による手直

し＝リフォームで対応するのが妥当である。この一

環としての魚道付置があり、バーブ工がある。バー

ブ工は通常河岸に洲を形成させるのが目的だが、こ

れを利用すると瀬・渕の形成が期待される。適用可

能かの判断は難しいが一応シミュレーションできる。 

まずは勉強と、2018年 10 月、国・県、市民、会

員 24 人集まり岐阜大の原田守啓先生に講義してい

ただいた。19 年 2 月県尾張建設事務所に試験的な設

置要望をした。 

これが県河川課に認められ、2020 年“矢田川バー

ブ工プロジェクト”が始まった。第 1 回検討会は 10

月現地調査、第 2 回は 11 月第 9 回「小さな自然再

生」研修会を兼ね、全国的参加を得た。この際は原

田先生の事前調査を経た矢田川特論の川の見方の講

義と現地調査・議論が行われ、第 3 回は 2021 年 3

月会の立ち合いで第 1号が施工された。会はその後

の観察を続け、県も洲の形成や生き物調査をしてい

る。3 回ほど高水敷に乗る洪水があったがバーブの

先端部の深掘れは見られるものの洲の形成は軽微で

ある。2023 年？月会が魚に限り格子状に測点を設け

投網による調査を行ったが、見事に中央澪でアユが

2 匹採捕された。2023 年 3月第 2 号が対岸に対称的

に設置され、それ自体の効果の倍増及び今後の設計

変更ないしは配置計画が期待されている。 
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バーブ工法の導入効果とりわけ河川地形や堆積物

及び詳細な生物層の変化については県の報告書に譲

るが、我々はバーブ工がつき場として機能している

かどうかという観点から簡便な調査を行った。 

 

バーブの右岸左岸の上下流に一名ずつ配置し同時

に投網を投げるという簡便な調査であったが、バー

ブ先端付近においてオイカワが入りつき場としての

一定の役割を果たしていることはわかった。但し投

網を投げる技量など計４地点でのばらつきも見受け

られこの方法の成熟を待ちたい。 

調査者の技量の差に左右されず客観的に検証可能

なデータを取得するための方法を調べていたところ

他のエリアに置いてはシュノーケルによる目視で魚

類種及び個体数の把握を行っているという文献を見

つけた。しかし遮蔽物のない浅い矢田川においてシ

ュノーケルという手段が有効なのか確証がつかめな

い。代替案としてバーブ工周囲を 5ｍメッシュに区

切り、そこにアクションカメラを設置し動画を撮影

した。他のメッシュと比較してバーブ工先端付近に

魚（主にオイカワと思われる）が多いのがわかるが

魚の動きが早すぎて数値化が難しい結果に終わった。

今後は単位時間経過後に静止画像を取得し、一定の

サイズ以上の魚類のみをカウントする方法に切り替

えて行く予定である。 

 

以上の結果も踏まえて、岐阜県揖斐川支流に桂川

に設置済みのバーブ工を見学に向かったが、既に増

水のために流失していた。バーブ工に限らず河川内

に設置された人工物は変化が著しい、またその効果

というものも設置後すぐに確認できるものではない。

近視眼的な判断を避け適切な期間を置いて眺めてい

くことが必要なのではないだろうか？。 

 

7.支川への遡上と小落差向け小技式魚道 

周知の通り、東アジアのモンスーン気候地域にお

いて下流域のコイ科ナマズ科の淡水魚は産卵に氾濫

原及び水田を利用しており、その回復が急務である

と考える。矢田川においては香流川を始め支川が 14

本存在しているが都市部の隅除川及び天神川の川岸

には草がよく茂り増水時には水がそれに被っている。

田畑との接続はないものの繁殖の代替地として候補

に挙がるのではないだろうか？そうした考えのもと

第 5、6魚道調査に先立つ 4月 30 日（氾濫発生時期

よりは早いが対象魚種の繁殖初期に当たる）に隅除
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川及び天神川の矢田川接続部における落差工の上下

流において採捕を行った。特に隅除川合流部におい

ては矢田川には珍しく、止水と細い流れが連続して

おり、川岸の植生も比較的豊かな場所である。また

様々な大きさの魚類を餌とする鳥類も飛来しそれを

目当てとするバードウォッチャも目にすることがで

きる地である。結果は以下の通り。 

 

隅除川 

 

  

天神川 

 

 

 

 

調査の意図通り、落差工の直下でフナ、モツゴ、

メダカが採捕されている。この 3 種については本川

魚道調査において確認できていないもしくはごく少

量のみ捕獲された種である。それらの種が繁殖活動

を控えたこの時期に落差工によって遡上を阻まれて

いることになる。魚道をはじめとした手段により落

差工上流へ接続させることにより魚類相を回復させ

ることも可能ではないだろうか？但し魚道の設置に

は多大な労力及び公金の投入が必要となる。昨今の

経済事情及び市民の生活環境を鑑みると多大な支出

を実施するのは一般市民の理解を得られるであろう

か？そこで我々は比較的資金及び労力が小さなスケ

ールに留まる小技式魚道の研究及び提案活動に一層

注力することとなった。また期せずして天神川の落

差工の上流でアユが採捕されている。既に第六魚道

も完成していた時期でもあり、我々としても第 6 魚

道の有用性を魚道調査実施前に確認することができ

た形となった。 

 

8．今後の課題 

（1）魚道の設置は着々と進んでいる。矢田川が魚道

のメッカになるかもしれない。しかし魚の棲息環境

は整っていない。下流国交省の区間の魚道の問題も

残っており、のみならず河岸、河床の単調化による

瀬・渕の貧困、河床材料の砂と均一化など未解決な

課題が山積みである。水質環境基準で上流が今だし

D であるなど水質問題も解決の見通しが立っていな

い。注意したいのは魚道設置の超先行である。庄内

川とともにコイのメッカと言われる都市河川である。 

 

（2）2021 年の冬期、尾張河川事務所の有志ととも

に既設魚道の現地確認をおこなった。設置されたの

が 20 年以上前のことであり、魚道の設計方針等現

在との隔たりも感じられた。およそ海上の森に至る

までの様々なタイプの魚道及び落差工を新規魚道の

設置もしくは改良の必要性の有無をスコアリングし

ていくのであるが、既設魚道には水泡の発生による

魚の迷走、流水の魚道からの剥離による底生魚の遡

上困難、下流に設置された護床工川底乱れによる遡

上困難が共通して見て取れた、また短い間隔で設置

されている落差工等も存在している。改善箇所等を

協議したが、会としては前述の小技式魚道の採用を

提案する良い場面ともなった。 

 

（3）現在矢田川には９つのセットバック式新設魚

道とカスケード式を始めとする全断面魚道が新設さ

れ魚類をはじめとする水棲生物の上下流の移動につ

いては相当程度改善されたといえる。ただ川底川岸

の地形が単調な矢田川において魚が休息、隠匿でき

る場所及び交尾産卵できる場所が不足している。 

瀬戸川・山口川の合流点では治水のため工事が予

定されていた 2021 年、魚類相の把握のために採捕

をわが会単独で行った。 
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処理場からの温かい処理水や礫の大きさにより上

流下流で差が出ている。中でも上流でアブラハヤが

よく採捕されておりこの地点より下流部とはちがっ

た特色になっている。 

この地点から上流の菱野橋に至るまで 3 箇所に落差

工が存在し、いずれも魚道の設置が予定されている。 

これまでの魚道設置場所と異なり川幅も狭まり浅い

地域が続く。また落差が大きいため止む無くこれま

でのセットバック式の魚道とは異なる突き出し方の

魚道が設置されることになった。セットバック式の

利点は失われるがこれまで先人が培ってきたノウハ

ウ、またこれまで取り組んできた既設魚道での経験

知を投入してよい魚道を目指していくのだが、その

中の新しい試みで安価な小技式魚道が採用される見

通しである。こちらを成功させ気軽に設置できる魚

道としてのモデルケースとなれば望外の喜びである。

これについては全国各地に設置されている小技式魚

道を実際に見学し事例を吸収して行きたい。 

今後“魚を上流に登らせるための魚道”いわば縦の

魚道から“魚を繁殖地につなげるための魚道”横の

魚道への変換が必要なのか。それともバーブ工等の

ように川自身のリフォームをすすめていくのか、関

連した知見をバランスよく配合して勧めていければ

と考えている。 

 

（4）わが会は 2021 年に矢田川の河川協力団体に認

定された。3 年間の活動計画の提出のみで、誠に緩

い規制で市民団体としては都合が良い。逆に諸要請

はもとより、工事前の協議を受けたり、魚道などの

設計協議に参加させてもらったりしながら、見合い

に本来県が実施すべき魚道調査などを協力するなど

良い関係にある。 
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

 

矢田・庄内川をきれいにする会と国交省の５０年の歩み 

国土交通省 中部地方整備局 

 庄内川河川事務所 奥中智行 

１．はじめに 

「矢田・庄内川をきれいにする会」の 50年の歩み

に心から敬意を表するとともに、記念誌の編纂にあ

たり、ひとことご挨拶申し上げます。 

 

２．国交省と協働した歩み 

昭和 44 年に当事務所が庄内川の河川管理者とな

って今年で 55 年、現在も庄内川･矢田川の整備や維

持管理等について地域の皆様の協力を頂きながら進

めているところです。 

庄内川は都市部に残された貴重な自然空間であり、

河川の美化･愛護活動に取組む地域団体が多い河川

です。中でも、昭和 49 年に設立された矢田･庄内川

をきれいにする会との協働の歴史は特に古く、丹羽

前会長や宮田会長をはじめ会員の皆様の活動の功績

は大きく、他の団体の模範になるべき取組です。 

 

３．活動の功績について 

庄内川は昔、陶磁器原料や工場排水の流入で白濁

するほど水質が悪化していた時代（写真１）があり

ました。これに対し、河川浄化・環境整備の活動を

続けてこられた「矢田・庄内川をきれいにする会」

の功績が平成 21 年に認められ、斉藤鉄夫環境大臣

（現国土交通大臣）から宮田会長ご夫妻に「日本水

大賞･環境大臣賞」の表彰状が贈呈されています。 

 

写真１：昭和 46年（左） 令和元年（右）の庄内川 

また、河川の生物の専門家の立場からも行政に助

言を頂いています。令和 6年 2 月より実施した矢田

川の堆積土砂撤去工事にあたり、魚類の生息場や退

避場所の保全など、工事に伴う環境・生物への配慮

の観点について助言等を頂き、工事内容に反映させ

ることができました。重ねて御礼申し上げます。 

 

４．印象深かったエピソード 

所長着任以降、多くのイベントに参加しましたが、

特に印象深かったのは魚釣り大会のエピソードです。 

昭和 51年当時、水質が悪かった庄内川では「食べ

られない魚釣り大会」の名称で釣り大会を開始。そ

の後も水質の改善とともに大会名も変更（表１）し

ながら、50年経過した今も大会は続いています。 

現在は水質が C 類型にまで改善し、釣ったコイや

鮎を皆で食べて品評（写真２）しており、中には「美

味しい」に一票を投じる子供もいたようです。（私は

コイは「普通」、鮎は「美味しい」に投票しました。） 

表１：大会名の変遷 

・1976食べられない魚釣り大会 

・1980いつかは食べられる魚釣り大会  

・2015まだまだ食べられない魚釣り大会 

・2023釣ってみよう食べてみよう魚釣り大会 

 

 

 

 

 

 

写真 2：令和 5年大会で魚を試食中の筆者（右） 

 

５．おわりに 

近年、河川環境や利活用に対する行政へのニーズ

は大きく変化しており、ネイチャーポジティブなど世

界的な潮流もあり、流域全体で取り組む機運が高ま

りつつあります。国交省としても庄内川の防災･減災

の対策を進めるとともに環境の保全・創出、地域活

性化の取組を地元の皆様と協働して進めてまいりた

いと思いますので、引き続き宜しくお願い致します。
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

 

『川の汚れは心の汚れ』 

                                                         庄内川河川事務所 坂口賢二 

きれいにする会と私 

私が前回（平成 27年度）庄内川河川事務所地域連携

グループに赴任した際はＮＰＯ土岐川・庄内川サポ

ートセンター担当として、清須市みずとぴぁを中心

とした活動（りばーぴぁ）のマネジメント等が主な

仕事でしたので、きれいにする会との直接的な交流

はあまりなく、あくまでもＮＰＯと我々が実施する

総合学習に講師として来てくれる方々（間野氏や池

田氏）の出身母体という程度の認識でした。 

今回は、総合学習支援全般と 11の河川協力団体全部

を担当することとなりましたので、久しぶりに宮田

会長ご夫妻と話をし、「きれいにする会が今年で 50

周年」と聞きそれならば何かしなくてはという思い

できれいにする会の活動に参加するとともに、「手づ

くり郷土賞」への応募を行いました。 

 

１．「川の汚れは心の汚れ」看板の再設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 庄内川橋右岸看板再設置（R6/7/28） 

 

これは、きれいにする会と私で庄内川橋右岸に看板

を再設置した際の記念写真です。 

それにしても、改めて思うのは「川の汚れは心の汚

れ」という言葉の痛快さですね。そもそも市民団体

を構成し主張を繰り広げる人は一般的に「自分は当

事者や加害者ではなく被害者である」という前提に

立って行動することが多いように思います。 

ところがきれいにする会では、庄内川水系を汚す全

ての汚染源に対しきれいで快適な生活環境を取り戻

し、次代へ引きつぐことを目的として、河川の水を

使用する全ての市民に対してメッセージを投げかけ

ていることが素晴らしいと思います。 

 

２．総合学習支援での「きれいにする会」の影響 

今まで国が実施する総合学習支援では透視度計を子

供たちに覗かせ水道水に比べ川の水は濁っていると

いうことを説明していましたが、これでは子供にそ

の理由や意味が全く伝わらないと考え（途中からで

すが）紙芝居を用意し、「町にある川はなぜ汚いの

か」「誰が汚しているのか」「自然な川の水はどうい

うものなのか」について説明することにしました。

これは完全に「きれいにする会」の影響を受けて始

めたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 総合学習支援・紙芝居（説明者は筆者） 

 

工場排水も悪いけど私たちが出す家庭排水も伊勢湾

を汚している。水をできるだけ汚さないように！と

いうメッセージを紙芝居を使って子供たちに投げか

けると、今までよりも強いリアクションを得られる

ようになりましたし、確実に効果が出ていると思い

ます。今後も継続していきたいですね。 

３．「きれいにする会」の今後 

団体が活動 50年っていうのはとんでもないことです

が、やはり不安なのは今後の動向ですね。各種活動

には高校生や大学生が多く協力してくれているよう

ですし、我々もできる限りの協力は継続していくつ

もりですが、組織を動かすことができる方々が今後

どのくらい残ってくれるのかそのあたりを注視させ

ていただきたいですね。 

勿論、小職が庄内川河川事務所にいる間は、最大限

バックアップさせていただくつもりではいます。 
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

 

 

一級河川矢田川における魚道整備について 

愛知県尾張建設事務所 河川整備課 上原 弘嗣 

１．はじめに 

 矢田・庄内川をきれいにする会の半世紀にわたる

活動に心から敬意を表します。 

恐縮ではありますが、この場をお借りして、本県

が管理する一級河川矢田川における魚道整備を紹介

させていただきます。 

 

２．矢田川について 

 矢田川は、昭和 44年に一級河川に指定され、昭

和 48 年には、庄内川合流点から宮前橋までの約 7

㎞が直轄管理となり、本県は宮前橋より上流約

15.8㎞の区間を管理しています。 

河川整備は、瑞鳳橋まで

の市民に親しまれる公園的

整備や、瑞鳳橋から上流

は、自然豊かな様相となる

よう「多自然型川づくり」

による整備を行ってきました。現在は、「安全・安

心で、自然を育み、人をむすぶ川づくり」を基本理

念として、瀬戸川合流点下流や国道 363号上流区間

で河道整備を進めているところです。 

 

 

３.魚道整備について 

 矢田川の魚道整備は、平成 24 年に改修済み区間

を含め、魚類等の遡上を妨げている 18 か所の落差

工を抽出し、下流から順に詳細調査を行い、現地の

状況を踏まえた魚道整備を行っています。 

これまで、平成 25 年度に行った香流川合流付近

の第 1魚道を皮切りに、令和 5年度には、宮下橋下

流の第 9 魚道までの整備を完了しております。 

魚道整備については、矢田・庄内川をきれいにす

る会の皆様にも関心を持っていただいており、今後

も引続き、矢田川の自然を育むための魚道整備をし

っかりと進めてまいります。 

最後になりますが、矢田川・庄内川をきれいにす

る会の 50周年、まことにおめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢田川(小原橋下流付近) 

 

第８魚道(瑞鳳橋下流) 

整備済み魚道 箇所図 
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

 

矢田・庄内川をきれいにする会 50周年に寄せて 

名古屋市 環境局長 小林 靖弘

このたび、矢田・庄内川をきれいにする会が 50

周年を迎えられましたこと、これまでの数々のご活

躍に敬意を表し、心よりお祝い申し上げます。 

本市では、2050 年の環境都市ビジョン「土・

水・緑・風が復活し、あらゆる生命が輝くまち」の

実現に向けて、４つの環境都市像「健康安全都市」

「循環型都市」「自然共生都市」「低炭素都市」の実

現を図ることとしております。現行の第４次名古屋

市環境基本計画では、SDGsの理念である「包摂

性」「参加型」「統合性」もふまえ、2030年のまち

の姿として、「パートナーシップで創る快適な都市

環境と自然が調和したまち」を掲げております。 

貴会におかれましては、庄内川での保全活動の実

施や環境学習行事における講師、水環境に関する市

民モニタリングへの参加、なごや生物多様性保全活

動協議会への参画、環境デーなごや中央行事への出

展など、様々な取り組みにご尽力いただいていると

ころです。 

こうした貴会の活動は、まさに SDGsの理念や、

本市の環境都市ビジョンに合致するものです。川や

生きものに関する専門知識や経験、熱意あふれる講

義等、市役所のみでは到底実現できないものであ

り、多大なるお力添えに感謝申し上げます。 

矢田川と庄内川は、名古屋市を流れる主要な河川

であり、都市化の進んだ市域に残された貴重な自然

空間です。また、河川敷には緑地や公園、グラウン

ドなどが設けられ、多くの市民が散策やスポーツを

楽しんでおり、市民にとって大切な財産となってい

ます。 

矢田川も庄内川も、以前から比べるとずいぶんき

れいになりましたが、さらに泳げるくらいの水質に

していきたいと考えております。そのためには、市

民のみなさんの熱意が必要であり、もっと庄内川の

水環境に関心を持っていただけるよう、今後とも貴

会と一緒に取り組んでいければ幸いです。 

かつて、魚釣りや川遊びなどの場であった矢田川

や庄内川を知る方々が設立され、この地域の人々に

きれいな川とともにある生活を再び、という思いで

続けて来られた貴会の活動により、今日の名古屋に

多くの種を蒔いていただきました。その種が、これ

からも豊かに実り、水とともにある魅力的な名古屋

へとつながっていくこと、そして、貴会のますます

のご発展並びに皆様のご健康とご多幸を祈念いたし

まして、お祝いの言葉とさせていただきます。 

 

 

 
令和 6年 8月 3 日「庄内川の水環境を学ぼう」 

（名古屋市主催）での活動の様子）
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

 

 

矢田・庄内川をきれいにする会と名城大学附属高等学校の協働について 

名城大学附属高等学校 教諭 三輪 温子 

 

１．経緯 

2006年から本校総合学科での授業展開の中で庄内

川アダプトに参加しており、その関係で、名城大学

の副学長を務められた原彰先生（矢田庄内川をきれ

いにする会元広報部長）から矢田・庄内川をきれい

にする会を紹介して頂き、本校とのつながりができ

た。2011年、私は立ち上げて間がない自然科学部で

庄内川を活用した活動ができないかと考えており、

総合学科から紹介を受け、それ以降現在に至るまで

協働事業を展開させて頂いている。 

 

２．名城大学附属高等学校自然科学部について 

 本校は庄内川枇杷島橋下流の左岸にあり、校舎全

体の半数の教室から庄内川を見ることができる。

2006年より現在まで、文部科学省スーパーサイエン

スハイスクール（SSH）に認定され、科学人材の育成

に力を入れている。 

 自然科学部は私と吉川教諭が2007年に立ち上げ、

今年で創部18年目となる。立ち上げ初期は20名程度

の部員で活動していたが、現在は200名を超える生徒

が在籍しており、これは全校生徒の１割を超える。 

 現在は５つの活動班（飼育、化学、骨、天文、数

理）に分かれて活動しており、庄内川に関連した活

動をしているのは、飼育班（主に生態調査）、化学

班（主に水質調査）、骨班（主に標本作成）の３班

である。 

 

３．今まで継続している協働事業 

（１）投網講習会 

 アユ遡上調査を兼ねて、毎年春に、投網講習会を

実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

投網講習会の様子 

 

（２）藤前干潟二枚貝調査  

 庄内川が海に流出する藤前干潟で、二枚貝の調査

を行っている。年によりばらつきはあるが、ハマグ

リや大粒のヤマトシジミを採取し、汁とシジミの身

について食味試験も行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

二枚貝調査の様子 

 

４．協働事業から発展した独自展開 

（１）生き物調査、水質調査 

 2011 年～2015年頃、きれいにする会と協働で、魚

の採集方法や同定方法を教えて頂いた。また、水質

調査も協働で実施した。その後は本校の卒業生や生

徒間で教えあうことで知識を増やし、部員が同定で

きるようになってきたため、本校で独自に展開し、

現在は生態調査と水質調査調査を毎月実施している。 

 生物多様性センターまつりや三河湾大感謝祭など

でのブース発表時には、庄内川の調査結果をポスタ

ーにて発表し、広く市民に伝える活動をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄内川生態調査のポスター 
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（２）ごみ調査 

 2013 年より、庄内川の河川内清掃活動を実施して

いる。それに伴い、ごみの種類を調べるごみ調査も

実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

清掃活動の様子 

 

 

 

 

 

 

ごみの分別、調査の様子 

 

（３）骨格標本作製 

生態調査時に死んだ魚や、特定外来種として殺し

た魚、庄内川で捕獲されたヌートリア（清須市より

譲渡）を透明標本や骨格標本にして保管し、活動発

表会の際には展示している。 

 

 

         （上）ヌートリアの仮剝製と 

  頭部の骨格標本 

 

オイカワ（左）とマハゼ（右）の透明標本 

 

協働事業の中で思い出に残る活動 

 私が今までの協働事業のなかで最も思い出に残る

活動は、2013年度に実施した庄内川のいかだ下りで

ある。この活動は、いかだを作るところから参加さ

せていただき、旗を作り、川下りをしながら庄内川

の水質改善を訴えることを目的とした活動であった。

竹を組み、実際にいかだに乗って日頃活動している

庄内川を下るという経験は生徒にとっても私にも、

今後も忘れることはない貴重な経験となった。部活

動だけでもやってみたいが、安全面を考えるとなか

なか踏み出せない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

いかだ下りの様子 

 

協働事業を通じて得たもの 

 庄内川をよく知ることができるようになり、活動

手法を教えて頂けたことは、我々の財産である。川

を見るだけであった我々が、五感で川を観察できる

ようになったことに対して、感謝している。 

 しかし、それよりももっと大きな財産となったこ

とは、環境活動に携わる卒業生をたくさん輩出でき

ていることである。庄内川での生態調査をはじめと

して、藤前干潟や生物多様性センターでの調査、そ

の他イベントに出展すると、必ずと言っていいほど

卒業生が活躍しており、顧問として活躍を嬉しく思

うだけでなく、在校生に説明やアドバイスをしてく

れるので、非常に頼もしい。 

 ここ数年、特に卒業生の活躍が目覚ましく、その

大きな要因となっているのが、この協働事業だと考

えている。事業内容ももちろんだが、「大人が仕事

以外で、こんなにも川を大切に思っていて、楽しく

懸命に活動している」その姿こそが、彼らの将来像

になり、環境を守る活動の大切さを痛感し魅力を感

じているのだと思う。学校では教えられない、机上

の空論ではない生きた学習ができる、非常に良い経

験を生徒に提供できるこの活動には、感謝しかない。 

 自然科学部を立ち上げてからの18年間だけで考え

ても、自然環境は大幅に変化している。夏の気温が

異常に高くなり、例えば藤前干潟での二枚貝調査は

夏季以外の時期で行わないと命の危険が伴うように

なった。この面だけ捉えても目覚ましく変化してい

るこの社会で、五感を使って探究するこの協働事業

は、生徒たちにとって非常に有益であることは間違

いない。今後も、環境活動に従事する卒業生が多く

輩出され、よりよい未来の創生に尽力することを期

待したい。
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

祝辞 

経政会 会長 木村 学 
平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げま

す。 

このたび、貴会が設立５０周年を迎えられたことを

心よりお祝い申し上げます。 

 

昭和４９年、貴会結成以来、歴代役員の方々並び

に会員の皆様のたゆみないご努力の下、５０年の長

きにわたり矢田川、庄内川の河川浄化に尽力され、

名古屋市や河川流域の環境保護に大きく貢献して

こられましたことに、深く敬意を表します。 

 

貴会は、「川の汚れは心の汚れ」をスローガンとし、

看板設置による活動をはじめ、定期的に魚類の生息

状況の調査や魚の生息や移動を妨げる汚水や魚道

の改善を企業や行政に提言するほか、河川敷の桜植

樹やビオトープ作り、小学校での講演やマスコミ出

演により、長年にわたり尽力をされてきました。 

 

これらの行動が実を結び、平成２１年、第１１回 

日本水大賞 環境大臣賞を受賞されました。 

 

日本水大賞は、安全な水、きれいな水、おいしい

水にあふれる２１世紀の日本と地球を目指し、水循

環系の健全化に寄与するとことを目的とし、秋篠宮

文仁親王殿下を名誉総裁とし、各分野の有識者を委

員とする日本水大賞委員会が主催、国土交通省、関

係各省庁、各関係機関が後援しています。 

 

この様な素晴らしい賞を受賞されたのも、皆さま

の並々ならぬ平素の活動の賜物だと思います。 

 

５０年という年月のご精進を経て今日のご繁栄

を収められましたことは 弊会の目標とするとこ

ろでございます。 

 

貴会の皆様におかれましても、この５０周年を機に

宮田会長はじめ会員の皆様が一層結束を強め、益々

活発に活動を展開されますことと、関係者の皆様方

のご健勝を祈念いたしまして、お祝いのご挨拶とさ

せていただきます。 

 

 

祝辞 

           経政会会員各位 

 

矢田・庄内川をきれいにする会、50周年おめでと

うございます。 

 私ども経政会とのご縁もあり様々なイベントで

交流させていただきありがとうございます。 

 矢田・庄内川をきれいにする会の理念を我々も受

け継ぎ次世代へ継承できればと思います。 

今後ともよろしくお願いします。 

経政会 筆頭副会長 上山義之 

 

会設立 50 周年、誠におめでとうございます。 

半世紀という長い期間の活動には想像を超える大

変なご苦労があったかと思いますが、その活動があ

ったからこそ現在の矢田・庄内川の環境改善に繋が

っているのだと思います。 

次の半世紀へ向け、貴会の更なる発展をお祈り申し

上げます。 

経政会 事務局長 曾山辰実 

 

この度は会設立 50 周年誠におめでとうございま

す。半世紀にわたる活動により、汚染された川を鮎

が帰ってくるまでにした功績に心より敬意を表し

ます。 

経政会 事業委員長 瀬口洋一 

 

矢田・庄内川をきれいにする会、50周年おめでと

うございます。 

 参加させていただいた際、投網の使い方から、川

に入りガサガサで小魚やエビ・カニを取ったり、水

質調査を行ったりと、大人もさることながら次世代

を担う子どもたちにも興味を持ってもらえる活動

内容で、とても楽しく川に触れることができました。 

次の世代にも繋ぐべく、今後ともよろしくお願いい

たします。 

経政会 広報委員長 小林哲也 
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矢田・庄内川をきれいにする会、設立 50周年おめ

でとうございます。 

 私ども経政会も、これまでのご縁に深く感謝し、

ともに豊かな自然環境を次代へ伝えていきたいと

願っております。 

 今後とも末永いお付き合いをどうぞよろしくお

願い申し上げます。 

経政会 グループ長 藤本高好 

 

矢田・庄内川をきれいにする会設立 50周年、誠に

おめでとうございます。 

 半世紀にわたり、矢田川・庄内川の環境改善にご

尽力され、周辺環境の改善においても重要な役割を

担ってこられました。 

 深く敬意を表するとともに改めて感謝を申し上

げます。 

経政会 グループ長 天野剛 

 

 矢田・庄内川をきれいにする会の皆様 

設立 50 周年誠におめでとうございます！ 

 私ども活動を見習い、自然を畏敬親愛し、地球人

として自覚を持ち環境の保全と美化に貢献したい

と思います。 

 今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

経政会 グループ長 横井茂 
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

 

矢田・庄内川をきれいにする会と名古屋港を考える会 

元住民に親しまれる名古屋港を考える会 事務局長 柿内賢治

 

私が矢田・庄内川をきれいにする会と初めて会っ

たのは１９８０年に、住民に親しまれる名古屋港を

考える会を立ち上げてすぐでした。 

１９７９年に名古屋市役所、水道局、名古屋港管

理組合などに働く職員で作る労働組合、自治労連名

古屋ブロック協議会が、主催した「住民に親しまれ

る名古屋港を考えるシンポジウム」の会場が初代会

長の丹羽秀吉さんと、事務局長だった宮田照由さん

との出会いでした。 

その後、そのシンポジウムでいろいろな方から出

されたご意見を実現するにはそれをいつも取り上げ

運動していく団体が必要だということで、「住民に

親しまれる名古屋港を考える会（会長：中田実名古

屋大学教授、事務局長：岡田全弘港職労書記長）」

が結成され、矢田・庄内川をきれいにする会」から

も役員に入ってもらい会同士のお付き合いが始まり

ました。 

名古屋港管理組合から名古屋港水族館構想が出さ

れてきたとき、建物の中のきれいな水槽を泳ぐ魚た

ちを見るのもいいが、名古屋港そのものをきれいに

してそこに泳ぐ魚たちを船から見たり、そこで採っ

た魚を調理して提供するレストランができたりした

らいいなあというような「夢」を描きました。 

それ以来、毎年行う名古屋港を考えるシンポジウ

ムには宮田さんをはじめ多くの会員の皆さんに参加

していただきました。一番の思い出は、辻敦夫さん

が進めていた藤前干潟を守る運動との共同です。 

これは、名古屋港の藤前干潟を名古屋市から出る

ごみを岐阜県多治見市の処分場で処理できなくなっ

たからそこに捨てて港湾施設と公園を作ろうという

計画が持ち上がった時、私たちや矢田・庄内川をき

れいにする会の皆さん、愛知の健康と環境をまも

れ！一斉行動実行委員会の皆さんと一緒になって埋

め立て反対行動をして、断念させたのです。 

矢田・庄内川をきれいにする会の終点が庄内川河

口に広がる藤前干潟であり、「住民に親しまれる名

古屋港を考える会」が進める名古屋港をきれいにし

て多くの魚や貝が生息するようにしようとする運動

の出発点の私たちとの接点があったのです。 

 

又私たちは、矢田・庄内川をきれいにする会が主

催する取り組み（食べられるかもしれない魚釣り大

会）などにも、参加したり、協賛したりしました。  

その後、毎年開催した「住民に親しまれる名古屋

港を考えるシンポジウム」や「住民の命と健康を守

れ！一斉行動」、又矢田・庄内川をきれいにする会

の主催する様々な行事でご一緒しました。 

その会長の宮田照由さんとは、今ＮＰＯ土岐川・

庄内川サポートセンターで役員として一緒にやって

いますが、これも何かの縁なのだと思います。 
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 
 

矢田・庄内川をきれいにする会５０周年のお祝いに代えて 

        NPO土岐川・庄内川サポートセンター 理事 浅野 和広 

 

矢田・庄内川きれいにする会、設立５０周年おめ

でとうございます、長年の活動、いろいろな出来事

があったかと思いますが、各界に影響力を与えてき

たことは確かです、今後も引き続き、川の環境はも

とより地域の課題解決のため邁進していただきたい

と思います。 

 

さて、私からは貴会特に宮田ご夫妻との思い出を

つづりながら、お祝いの言葉に変えたいと思います。 

 

もう２０年も前、平成１５年４月私は就職で名古

屋を出てからはじめて故郷に戻り庄内川河川事務所

に赴任しました。当時、国土交通省は平成 9年の河

川法の大改正により地域とのかかわりを非常に重要

視していた頃で、自分の立場で地元のいわゆる市民

といわれる方々との接点ができるのか大変不安でし

た。そんな中、流域ネットワークの皆さんがすでに

事務所との付き合いがあることを知り、月一回は会

合があることがわかりました。是非その会合参加し

て自分の気持ちをお話ししたいと思っていたところ、

すぐにその機会を設けてもらいました。宮田会長に

お会いし病気のあとではありましたが、その熱意は

十分伝わってきました。 

 

そこからすべてが始まり、河口と源流と交流、堀

川の活動との連携、流域ネットワークでの独自の活

動の開始、特に皆さんと源流から河口まですべて自

分の足で歩いたことを今でも思い出します。 

 

そんな中でいずれは事務所を離れなければなら

ないことがわかっていたため、将来につながるよう

な活動を皆さんと一緒にできないか思い、持続的な

市民活動が続けられるような機能を無責任だと思わ

れるかもしれませんがみずとぴぁと NPO に託しまし

た。 

 

川ナビ、アダプト、交流会など市民活動を支える

NPO、さらには、川守のいなくなった庄内川での環境

漁業設立へのトライ。宮田会長のなんでも TRY（当

時、私も Let’s beginと言ってましたが）しよ 

うという姿勢、それに加え奥さんの行動力、またそ

れについていく会員の皆さん・・・。素晴らしいと

思いました。 

 

さて、お祝いの言葉であえて書くことではないと

思いましたが、一つだけ気になっていることがあり

ます。私が子供のころ、守山の母の実家に行くたび

に嗅いだ悪臭のことです。今ではにおわなくなりま

したが、庄内川の下流部の流れにはいまだに健在で

す。50年が経過し社会は大きく変わり、科学が飛躍

的に発展した中で、今も変わらないことがあること

は残念です、宮田会長・きれいにする会が多分最も

力を入れてこられたことだと思います。今後も期待

し・・・。 

 

最後に、50 年という節目ではありますが、この素

晴らしい活動が、将来に向けて、さらに発展できる

ことを心からお祈り申し上げます、私も地元に帰り

ましたので、微力ながらお手伝いしていきたいと思

います。 
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

 

活動は「明るく、楽しく、美しく」 

NPO土岐川庄・内川サポートセンター  及川 理 

 

矢田・庄内川をきれいにする会との出会い 

かつて川ガキだった私は、名古屋港近郊で「川で遊

び、川で学ぶ」こどもエコクラブ活動をしていた。    

庄内川全区間踏破プロジェクトを通じ 2007 年 NPO

サポートセンターに入会し連携するきれいにする会

を知った。2009年に回遊性魚類の生息調査で魚道不備

による遡上阻害の現状を突き止め、課題と改善事項を

整理 1）し、調査結果に基づき魚道の整備・新設に取組

む。「アユ遡上 100万匹大作戦」を標榜し、推し進める

会に感銘を受けた。会への初参加が玉野堰堤上流での

アユ汲み上げ放流で、作業を目の当たりにし会の庄内

川への熱い念いに目を見張った。 

採取した滞留アユにイラストマーでマーキングし

放流動態調査を手始めにアユやウナギなど水生生物

の生態、河川環境整備、水質浄化対策、市民・企業・

行政・他団体との協働など多くを見聞、体験した。 

１． 心に残る取組みを振り返る 

1）本当にきれいだった庄内川 

2020年に発刊した「庄内川の語り部～次代に伝え

たい、きれいだったあの頃～」では、泳げるきれいな

庄内川を確認できた。川と関わる生活・文化があり、

生活に欠かせない庄内川がイメージ出来るようにな

り、きれいな庄内川を取り戻したいとの想いがより

強くなった。 

2） 低学年の子どもたちとの川の生き物採捕 

矢田川の健康診断では定置網やガサガサで魚道効

果を検証し、水質を調べ清掃活動を実施。一般参加

の子ども達のガサガサを担当することが多い私は、

タモと足の使い方を説明し実際に、採捕してみせる。

簡単に生き物が捕れるのを見て子ども達もトライす

るも、はじめは上手くいかない。コツをつかむとヌ

マエビやメダカなど小魚を捕まえ大ハシャギする。 

次こそ大きい魚をと息巻いて精力的にタモをまさ

ぐる姿がたくましい。これが原体験となり川が好き

な、川で遊ぶ「川ガキ復活」につながって欲しい思い

ながら子どもたちと接した。捕れた生き物の説明に

耳を傾ける子どもにやり甲斐を感じた。生き物との

触れあい後は、会長夫人の特製カレーをおいしそう

に食べる姿に、ほっこりする楽しい取組みだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手作りアユヤナ体験で落ちてきたオイカワを手づかみし、満

足するエコクラブの子供たち(2011年矢田川の健康診断） 

3）ユニークな取組み 

・ウナギ遡上アシスト(魚道に支援ブラシ、ヤナギモ） 

・シラスウナギ遡上調査で遡上を確認 

・庄内川でアユの流下仔魚調査で仔魚を確認 

・アユやヤマトシジミの食味を指標とした水質評価 

4）キャッチフレーズが面白い 

① 「庄内川水系にアユ遡上 100万匹大作戦」  

＊都市河川におけるド迫力標語にあっぱれ 

② 「川の汚れにも負けず、堰の落差にも負けず、

夏の暑さにも負けぬ丈夫な鮎が庄内川では育

っています」＊庄内川天然アユ友釣り副題。   

③ 「食べられない魚釣り大会」「50年経っても食

えない魚釣大会」＊庄内川の今を伝えるインパ

クトのある釣り大会の副題の数々 

２．きれいにする会との出会いに感謝 

きれいにする会での 10 余年の活動を通じ、多くの事を

楽しく学ばせていただき感謝している。 

目標達成に向け、躍進を遠方より祈念している。 

 

 

 

 

 

 

 

1）矢田・庄内川をきれいにする会活動 35周

年～日本水大賞 環境大臣賞受賞記念～会

員報告「庄内川水系における天然アユの生息

状況」～100万匹のアユが川と海を自由に行

き交う清流を目指して～ 佐久間元成 
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

 

志段味ビオトープにおける矢田・庄内川をきれいにする会の功積 

土岐川・庄内川流域ネットワーク事務局長 大村 博厚 

 

土岐川・庄内川流域ネットワークは中流域に位置

する志段味ビオトープの整備活動と夏、春年 2回の

「志段味ビオトープであそぼう」の取り組みの中

に、2011年 9月 20 日の台風 15 号による志段味地

区の浸水被害を教訓に学ぶ流域治水と、自然資源を

生かした体験型の環境学習を行っている。 

志段味ビオトープであそぼう 

令和 6年の夏の開催は台風接近のため中止となった

が、夏と春の 2 回志段味ビオトープの魅力発信のた

めに行ってきた「志段味ビオトープであそぼう」も

38 回を数える。土岐川・庄内川流域ネットワーク

の一員である矢田・庄内川をきれいにする会の皆様

にはこれまで流しそうめん、餅つき、ガサガサ・水

生生物調査やトイレのレンタルなど多大なるご尽力

をいただき感謝申し上げます。 

過去の様子から一部を紹介します。 

 
ガサガサ・水生生物調査（夏） 

 

今でも夏の一番人気。 

庄内川支流の野添川に入ってガサガサをします。 

捕まえた生き物にみんな興味津々。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソーメン流し（夏）・餅つき（春） 

 

整備活動の様子 

 

最後に 

土岐川・庄内川水系のあるべき河川環境について、

市民団体及び個人が集い情報交換や交流を進め、流

域の行政や企業とも連携しながら三位一体となって

信頼関係を構築し親水空間の創造を協働していくこ

とを望みます。 
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

30年来の友人で有る宮田さんへ 

河村 亨 
 私と宮田さんとの出会いは 30 年前に宮田さんが

建設業をしておられた時に営業的にも、施工のお手

伝いもして頂いた事からも始まりました。 

宮田さんはいつも穏やかで、気さくに接して頂き

ました。又、お互いに大の日本酒好きで若いころは

2 人でよく深夜まで飲んだものでした。宮田さんが

病気になり大変心配しましたが懸命の努力、リハビ

リで見事に復活され我が事のように嬉しく思ってお

ります。今は年に数回 お酒が烏龍茶に変わりました

が、奥様も交え食事会を楽しんでいます。是非、長

生きをしてほしいと願っています。 

そんな中で宮田さんから矢田･庄内川をきれいに

する会の事や環境についての考え方をお聞きしまし

た。宮田さんの活動にかける情熱や次世代の子供達

へ少しでも良い状態で繋げていこうとする姿にはい

つも感銘しています。 

私共もほんの少しですが釣り大会のプール作り等

でお手伝いをさせて頂きますが、是非矢田･庄内川を

きれいにする会の活動が今後もさらに活発となり、

地域に愛される活動が続いていく事を祈念していま

す。衷心より宮田夫妻のこの活動にかける情熱的な

思いに敬意を表します。 

 

庄内川での、いつかのお話です。 

 梶田 光太郎 

いつだったか、小野天下さんに、庄内川で釣りの大

会があるから参加しないかとお誘いを受けました。 

小野氏との出会いは、堀川の浄化に私が少し参加し

ている時、庄内川で川の環境を守っているので同じ

目標だから、紹介してほしいということからでした。 

私も紹介上付いて行きましたがその後は、私の方

が堀川の浄化に深く関わってしまうという、そのつ

もりではない結果でした。が、それをきっかけに、

小野さんからは水質改善に効果的なビオトープの仕

組みや水生植物の紹介などのお話をいただいていま

した。大阪の大学や名古屋大学にもその方面の研究

している先生とも合わせていただきました。その研

究熱心さや取り組みには正直驚き、感心至極。 

研究発表にも誘われ参加もさせていただきました。

私も、興味があったのでいろいろとお話を聞くよう 

 

 

になり、冒頭の魚釣り大会につながるのです。 

ちょうど釣りに、もぞもぞ興味を持ち始めたころ

で「是非！」と勢いよく快諾。しかし道具も何もな

いのでというと貸し出しありということで、身一つ

で参加できました。会場に着くなり、小野さんが笑

顔でお出迎え頂き、貸していただいた道具を手に意

気揚々と川べりに「いざ、出陣！」 

小学生ぐらいの子が数人、先に始めていました。 

私は、大人として「危ないから気を付けてねー」と

一応役目を果たし目指す鯉の所在を確かめに川べり

へ接近。少し崖になっていて危険を感じながら、川

面を覗き込んだ。鯉が「いたー」と思った瞬間、川

の中へ、ズルズルドボン。結構抵抗したのにそのま

ま、どこも引っかからず胸まで滑り込んでしまった。

それも、さっき注意した子どもたちの目の前で。で

もそこは大人、滑り落ちて胸までつかったくせに何

食わぬ顔をして、実は必死で脱出。なんとも言えな

い心境で、場所替え。次に選んだところは、もちろ

ん滑り込みそうにない所。糸を垂らしいよいよ戦闘

開始。数分後なんと目指す鯉をゲット。それが本日

一番！で、優勝。気持ちはうれしいはずですが複雑。 

小野さんに一連の事を話すと、「怪我無かった。大

丈夫。無事でよかった！」ということは無く、ひた

すら笑いこけるという天真爛漫さに、何となく自分

も笑えて癒され、そこでやっといい日に思えまし

た。と、いつだったかの出来事でした。いまでは、

とても良い小野さんと川とのある日の思い出です。 

 

矢田川と庄内川と 60年の思い出 

 名古屋市上飯田柴山釣り具店 柴山忠光 

柴山釣具店は 1964 年に開業し、それ以前から庄内

川は、遊漁料が必要でした。遊漁券の販売を任され、

皆さんに、買っていただきました。秋になれば投網

も許可されました。このころは、水がきれいでした。  

それから年を追うごとに、よごれていきました。

瀬戸物の粘土や汚染水のよごれです。1970 年代に、

矢田・庄内川をきれいにする会が発足し 50年のご努

力で、どんどん水がきれいになりました。今年もア

ユがあちこちでたくさんみかけました。矢田・庄内

川鮎釣り大会やバーベキューなどができるようにな

るのも夢でもないようです。もう少しの頑張りで夢

でなく現実に。 
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他）  

庄内川まつり魚釣り大会に寄せて 

渡辺 文夫   

私は８７歳になる老人です。上飯田東町に住んで

おります。 

此の方、庄内川釣り大会には６３才の頃より参加

させて頂いております。日頃釣り馴れた川ですが、

１１月というと川の中では冬の始まりです。 

此の方庄内川と矢田川では７月～９月頃と比較す

ると釣果が大変落ちるのです。瀬では全く釣れませ

ん。少し深めのゆるい流れのところで釣れています。 

毎年の大雨や台風の洪水で川床の流れの様子が変

わります。自分に合ったポイントを見つけて楽しく

釣りをしてください。尚、釣り餌は紅サシやヨモギ

虫が良い様です。 

 

 

 

 

 

 

 

渡辺文夫さん 

 

 

 

 

矢田川で釣ったアユ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毛ばり仕掛け 

 

庄内川釣り大会の思い出 

              川口 久志 

まずは、五十回大会おめでとうございます。 

私は小学生の頃、お父さんに連れられこの大会に参

加しました。初めて参加したのに、シラハエの部で

優勝したことを覚えています。 

この釣り大会が楽しみで毎年のように参加してい

ます。中学生になり、友達と参加するようになり楽

しい思い出がいっぱいです。大きなコイを検寸所に

持って行くときのワクワク感がたまりません。 

 

 

 

 

 

 

 

結婚し子供ができ、じいじ、自分、子供と参加し

たこともあります。自分が朝早く場所取りをして、

じいじが子供を連れて来て一緒に釣りを楽しみまし

た。今となっては、自分の孫と、釣り大会を楽しむ

ようになり、息子と孫と一緒に釣り大会を楽しんで

います。 

私にとって、庄内川釣り大会は、年に一度の大イ

ベントとなっています。親子四世代にわたり楽しま

せてくれて、これからも庄内川を守って綺麗にして、

釣り大会が続くことを願っています。 

皆さんも、庄内川を、綺麗に保てるようにごみの

ポイ捨ては絶対にしないよう、皆で庄内川を、守っ

て行きましょう。  
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 庄内川新聞 

矢田小学校児童 

2024年名古屋市立矢田小学校４年生が環境に関する学

習を進めるに当たり参考となるよう、「矢田・庄内川をき

れいにする会」の活動を含めて環境に関する説明が聞き

たいというお話をいただきました。４年生３クラスと保

護者の方を対象に、きれいにする会の発足の背景と今ま

で行ってきた活動、川に生息する生物、川の役割、水の

大切さや SDGsに関する話をさせてもらい、その後子供た

ちが「庄内川新聞」にまとめてくれました。 
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（会員外の方からのご寄稿・祝辞その他） 

メッセージ 

                             ソン・コマージュ 

        関東人の私は不覚にも矢田川・庄内川の存在を知らなかった。 

 

魚も難渋する川の汚染を憂い半世紀にも及び活動を続けた宮田照由氏及びその関係者は称賛に

値する。 

 

＜川＞ 

 

なぜ、さすらうのか、この私にもよく判らない。 

とある町中の橋の上に立って 

悠久に流れる川を視（み）る。 

川は沈黙のうちに、ただ流れる。 

 

川よ！ 

私は、お前のように大きな心が欲しい。 

苦しみや悩みを押し流してしまえるような…。 

ああ、なんと人が純粋なままに生きることの 

難しさよ。 

この果てしない宿命と闘（たたか）いながら 

生きてゆくのだろうか… 

自らに尋（たず）ねる。 
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（支援団体等への感謝） 

 

矢田・庄内川をきれいにする会の活動に 

ご協力いただきました皆様への感謝 

  

矢田・庄内川は活動 50 年を迎えることができましたが、これも一重に多くの企業様、団体様、個人様のご支援の賜

物でございます。ここにお名前を記載しまして深甚の感謝を申しあげます。  

 

ご支援いただきました団体様、企業様のお名前（順不同） 

    アサヒビール株式会社名古屋工場 

    久光製薬株式会社 

経政会 

    北区医療生活協同組合北病院 

    TUCHIYA株式会社 

    名古屋釣具商組合柴山釣具店 

    株式会社愛研 

    FISHING游 名古屋北店 

    NPO土岐川・庄内川サポートセンター 

    王子製紙株式会社春日井工場 

    清渓流釣りクラブ山彦会 

    住民に親しまれる名古屋港を考える会 

    株式会社平田工業 

    株式会社オビタス 

幸村米穀株式会社 

水野電機工事 

（株）豊造園 

中京食材株式会社 

国土交通省中部地方整備局庄内川河川事務所 

公益財団法人 河川財団 

中部地域づくり協会 

名古屋市職員労働組合 

名古屋市水道労働組合 

愛知県あいち森と緑づくり事業、愛知県尾張建設事務所 

名古屋市秘書課（表彰盾）、名古屋市環境局、名古屋市緑政土木局 

名城大学付属高校自然科学部  

東邦高等学校科学研究部  

中部大学 

 

なお、個人様につきましてはお名前を記載しておりませんが、様々な種類の活動やイベントへのご参加、励ましのお

言葉、ご支援など本当に多数の皆様方にご支援をいただきました。有難うございました。 
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（資料） 

矢田・庄内川をきれいにする会表彰および感謝状等受理の記録

年月日 種別 表彰者 お名前 

昭和 53年 5月 14日 感謝状 名古屋市長 本山 政雄 

平成 2年 7月 14日 感謝状 名古屋市長 西尾 武喜 

平成 12年 3月 14日 感謝状 名古屋市長 松原 武久 

平成 12年 12月 4日 中部の未来創造大賞 表彰委員長 松尾 稔 

平成 13年 7月 17日 感謝状 国土交通省中部地方整備局長 岡野 貞久 

平成 17年 6月 1日 表彰状 環境省環境管理局水環境部長 甲村 嫌友 

平成 20年 5月 23日 表彰状 社団法人日本河川協会 近藤 徹 

平成 20年 6月 5日 表彰状 愛知県知事 神田 真秋 

平成 21年 6月 5日 感謝状 愛知県知事 神田 真秋 

平成 21年 6月 30 日本水大賞環境大臣賞 環境大臣 斉藤 鉄夫 

平成 23年 7月 1日 感謝状 国土交通省中部地方整備局長 富田 英治 

平成 23年 9月 24日 いい川づくりワークショ

ップ 準グランプリ 

第 4 回いいかわ・いいかわづくり

実行委員会 

平成 25年 11月 6日 表彰状 公益財団法人河川財団理事長 鈴木藤一郎 

平成 28年 1月 29日 表彰状 河川財団理事長 関 克己 

平成 29年 2月 3日 表彰状 河川財団理事長 関 克己 

平成 29年 3月 12日 感謝状 名古屋市長 河村 たかし 

平成 31年 3月 24日 感謝状 名古屋市長 河村 たかし 

令和 2年 1月 17日 中部の未来創造大賞奨励

賞 

表彰委員長 山本 幸司 

令和 2年 3月 15日 感謝状 名古屋市長 河村たかし 

令和 2年 10月 15日 グッドプラクティス 愛知県・名古屋市 大村秀章－河村たかし 

令和 3年 3月 14日 感謝状 名古屋市長 河村たかし 

令和 3年 7月 19日 感謝状 国土交通省中部地方整備局長 堀田 治 

令和 4年 3月 13日 感謝状 名古屋市長 河村たかし 

令和 5年 3月 12日 感謝状 名古屋市長 河村たかし 

令和 6年 3月 10日 感謝状 名古屋市長 河村たかし 

令和 7年 2月 11日 手作り郷土賞 国土交通大臣表彰 中野洋昌 
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（資料） 

矢田・庄内川をきれいにする会の活動の記録 

年 月 日 で  き  ご  と 

1974年 3月

12月 27日 

12月 28日 

1975年 1月14日 

5月22日 

6月1日 

6月29日 

8月 14日 

9月28日 

10月 25日 

10月 26日 

12月 9日 

12月 30日 

1976 年 1月 4日 

1月28日 

3月7日 

3月13日 

5月9日 

6月14日 

6月30日 

8月8日 

8月9日 

10月 6日 

10月 18日 

12月 20日 

1977年 1月30日 

2月10日 

2月21日 

5月15日 

6月4日 

1978年 3月24日 

6月3日 

・王子公害をなくす住民の会に参加

・王子製紙に工場廃液について口頭で申し入れ（丹羽）

・毎日新聞できれいにする会の結成が紹介される

・矢田川で大量の魚が浮く

・ 三階橋温泉に王子製紙の工場廃液の写真を展示

・「川の汚れは心の汚れ」看板完成(15枚) 

・看板を庄内川 、矢田川堤防に立てる

・庄内川で「喰えない魚釣り大会」を開く、350名参加(大盛況)

・この頃より、庄内川・矢田川に釣リブーム起きる

・矢田川 香流川合流点付近・合成洗剤の害を訴える

・土方康夫、日本福祉大学教授による当会のシンボルバッジのデザインが決まる

・第 3回「食べられない魚  母子釣り大会」を開く(松河戸橋付近)国際婦人年にちなんで釣

り女子選手権争奪戦、宝探 しなど楽 しく行う。・ 合成洗剤の害を訴える 

・庄内橋六価クロム検出量日本一、新間に発表される

・水分橋上流、八田川より流出したもよう

・堀川に庄内川の水が導入される(360年ぶり)

・堀川導入終る

・「きれいにする会」堀川浄化作戦実施、看板を 2枚立てる 

・堀川と庄内川は兄弟であることを沿岸住民に訴える

・「矢田・庄内川をきれいにする会」が NHKのテレビリポートで紹介される 

・愛知県の依頼により、庄内川の魚種の採取(枇杷島橋、水分橋、志段味橋)

・CBCテ レビの「市政ニュース」で丹羽さんが市長と対談、住民運動と行政の一致が早く川

をきれいにする と訴える 

・第 1回「庄内川まつり」バッジで大行進

・「きれいにする会」のテーマソング、川の歌発表会、「喰えない魚釣り大会」「川のこみ清

掃」などの行事  参加者 400名 

・9年ぶりに愛知県によつて17,000匹の鮎が庄内川へ放流される  場所は吉根橋、体長

6～7センチのもの

・「きれいにする会」の運動の成果大いに上がる  追跡調査行う 

・庄内川漁業協同組合、吉根橋で採取。半月で体長 11センチ、体重12グラム

・全国放送協会主催の環境美化キャンペーンに参加

・三階橋上流の河岸清掃

・世話人会で「きれいにする会」の中に釣リクラブ(山彦会)をつくることが決定

・庄内川で採取された鮎は天然鮎、名古屋女子大学廣教授発表

・「食べられるかもしれない魚釣り大会」試食会 

・「川の汚れは心の汚れ」看板百本記念、本山市長によって立てられる 

・黒川をきれいにする会とともに堀川清掃

・庄内川上流・土岐川支流・肥田川にあまご放流

・大和メッキ、矢田川にコイ放流(シアン流出のおわび)

・「さくらの銀行」開設 

・鮎救出作戦決行、鮎土岐川に送る

・第 1回 「健康と環境を守れ愛知の住民一斉行動デー」に参加、知事に要望書提出

・「さくらの銀行」植樹祭に本山市長参加 

・庄内川で重金属調査のため魚採取
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年 月 日 で  き  ご  と 

1978年 12月 21日 

1979年 3月18日 

3月24日 

6月4日 

 

 

7月10日 

10月 21日 

1980年 1月30日 

3月2日 

4月4日 

4月26日 

6月8日 

7月1日 

8月19日 

11月 16日 

12月 19日 

 12月24日 

1981年 4月26日 

7月24日 

10月 29日 

1982年 5月10日 

7月10日 

1983年 4月24日 

6月4日 

10月 14日 

1984年 1月18日 

1985年 1月23日 

3月25日 

1986年 4月27日 

5月30日 

7月24日 

9月21日 

9月28日 

11月 6日 

1987年 8月 4日 

8月29日 

11月 28日 

1988年 4月23日 

6月25日 

8月11日 

8月21日 

9月16日 

10月 16日 

1989年 3月26日 

6月12日 

10月 8日 

・名港に釣り公園、名古屋港管理組合発表 

・猫ケ洞釣り場として一般に開放 

・「きれいにする会」5年のあゆみ「川の汚れは心の汚れ」発刊1冊1.000円 

・愛知県知事と交渉 

・庄内川の河川ランク上げ D級→C級 

・魚道の見直しなど 

・庄内川にシラス(うなぎの稚魚)戻つてくる 

・名港を考える会結成  会長中田名大教授、副会長きれいにする会会長 

・釣り池開放問題で名古屋市農政局と対談、東谷山フルーツーパーク内、お神池 

・合成洗剤追放策、三川連絡会支援 

・「六価クロムたれ流し」春日井市池上化研工業摘発 

・愛知県水質審「伊勢湾総量規制」7月スター ト 

・バクテリアのプール装置BODぐんと改善、滋賀県が実験 (中日新聞) 

・伊勢湾浄化総量規制スタート 

・映写会守山下水処理場内集会場 

・庄内川まつり「いつかは食べられる魚釣り大会」600名参加 

・庄内川の水質向上と建設省中部地建発表 

・名古屋市が公害白書、 伊勢湾は富栄養化 

・水分橋上流八田川より廃棄物流される 

・市内河川魚類調査．宮田 

・建設省申し入れ  吉根堰堤問題、玉野堰堤改修、庄内橋下流地下鉄工事 

・市長対談下水道問題 

・中部の環境を考える会 

・「観桜会」 

・矢田川千代田橋上流アシスト 

・水分け橋上流にて鮎採取25センチ 

・庄内川水生昆虫調査 

・市長交渉 親水護岸問題 

・王子公害、公害対策局と交渉 

・「サバイバル庄内川86」  (ボート下り) 

・水マイリバー堀川オブザーバー参加 

・魚取り(建設省展示用) 

・名港フエスティバル魚展示 

・志段味を考える会 宮田講演 

・堀川と私たち 

・建設省水生生物調査 

・SOS伊勢湾会議参加 

・伊勢湾・なこや港の環境を考える市民の集い 参加・報告 

・13年のあゆみ出版記念パーティー(ぼくらの川“庄内川よ"〈テーマ曲第2弾発表〉 

・柳川堀割物語上映会大森会館 

・水冒険 

・水冒険フェスティバル 

・堀川魚取り中京テレビ 

・名港フェスタ’88 

・瀬古団地内河川にホタル放流(ヘイケ30匹、ゲンジ50匹) 

・サンサンモーニングラジオインタビュー 

・89水冒険フェスティバルボートウオッチング 

 

－　74　－



年 月 日 で  き  ご  と 

1989年 10月 5日 

12月 9日 

1990年 2月 11日 

2月 25日 

3月 29日 

4月 15日 

6月 24日 

7月 24日 

8月 24日 

9月 16日 

10月 14日 

10月 28日 

11月 24日 

1991年 6月 4日 

6月 30日 

7月 31日 

8月 21日 

9月 30日 

11月 3日 

1992年 4月 29日 

6月 10日 

8月 26日 

10月 17日 

10月 18日 

11月 1日 

11月 8日 

1993年 2月 20日 

3月 24日 

6月 3日 

6月 5日 

8月 9日 

8月 20日 

9月 13日 

10月 30日 

11月 7日 

1994年 2月 15日 

3月 23日 

3月 24日 

4月 21日 

4月 28日 

8月 7日 

11月 6日 

11月 13日 

12月 19日 

1995年 9月 2日 

10月 22日 

10月 25日 

 

・「新しい川づくりをめざす庄内川魚釣り大会」 

・土岐川視察 恵那荘交流会 

・柳川視察 

・山岡町立木トラスト 

・木曽川シンポ 

・「けいしょうの森」石碑除幕式 

・市内トンボ湿地見学会 

・庄内川魚とり 建設省CBCまつり 

・名港フェスティバル シンポジウム 

・藤前干潟ウオッチング 

・「けいしょうの森まつり」バスツアー 

・「鮎が泣いている庄内川魚釣り大会」 

・ため池研究会 

・大矢川ゲンジボタル確認                                  

・庄内川絵画展                                                                                                        

・親子水辺教室 

・庄内川水生生物調査 建設省 

・才井戸流 スナヤツメ、カワモズク発見 

・「鮎が泣いている庄内川魚釣り大会」 

・水冒険マス釣り大会 

・中志段味安田池保存へ 買い取り 

・名古屋市市民フォーラム 

・花水緑の市民フォーラム参加        

 同上 

・「よみがえれ庄内川魚釣り大会」 

・リバーピア庄内川魚の写真パネルで参加 

・「けいしょうの森」スケッチ画展                  ´ 

・「海上の森」もみの山視察 

・瀬戸環境を考える会 

・愛知万博シンポジウム 

・庄内川視察庄内川工事事務所 

・水濁協魚類調査 

・志段味長戸川調査 

・東海水環境ネットワーク 

・第19回庄内川まつり「よみがえれ庄内川魚釣り大会」 

・カワヒバリ貝調査 

・庄内川4輪ジープシンポジウム(庄内川河川利用フォーラム) 

・水分橋緑地公園植樹祭(桜つづみモデル事業) 

・庄内川山菜調査 

・圧内川残土によるシャチ出来上がり 

・矢田川水生生物魚類調査 医療生協 

・リバーピア庄内川 

・第20回庄内川まつり「20周年記念魚釣り大会」 

・庄内橋ゴルフ場視察 

・愛知県河川課野外パネルセッション(古鼡水辺公園) 

・リバーピア庄内川、名港を考える会フェスタ 

・庄内川志段味橋立木調査下見(野鳥の会) 
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年 月 日 で  き  ご  と 

1995年 10月 29日 

11月 21日 

12月 13日 

1996年 3月14日 

3 22日 

7月24日 

8月6日 

9月28日 

11月 3日 

11月 10日 

11月 16日 

1997年 1月18日 

3月26日 

4月5日 

6月6日 

6月11日 

6月25日 

7月23日 

8月8日 

9月4日 

11月 2日 

11月 3日 

12月 19日 

1998年 1月16日 

2月13日 

2月22日 

4月19日 

6月7日 

7月21日 

7月25日 

7月26日 

8月7日 

10月 27日 

11月 3日 

11月 8日 

11月 15日 

12月 13日 

1999年 2月20日 

3月4日 

3月27日 

4月15日 

4月18日 

4月27日 

5月11日 

5月12・13日 

5月21日 

5月31日 

 

・第21回庄内川まつり(20周年庄内川釣り大会ニジマス釣り大会) 

・河川問題、多自然型工法 

・志段昧地区保全問題会議(愛知県有林について) 

・庄内川環境特性検討会議  庄内川環境基準ランク引き上げE→Dヘ 

・ヘリコプターにて庄内川視察と講演 

・水辺教室講演と魚とり(建設協会) 

・水環境フェスタ 96(岡山・建設省〈庄内川について宮田発表〉) 

・東区保健センター環境問題(香流川) 

・リバーピア庄内川 

・第22回庄内川まつり(水質基準ランクアップ魚釣り大会) 

・愛岐処分場見学 

・丹羽秀義死去(84歳) 

・愛知用水トンネルエ事視察 

・東谷山シデコフシ観察会 

・NHKおはよう東海ヨシ原再生 ビオトープ問題で宮田出演       

・矢田川上流、海上の森看板立て 

・庄内川∃シ原再生の視察と発表 

・庄内橋堰堤右岸、ソウ魚発見(死骸) 

・水環境フェア宣言発表 

・庄内川ビオトープ 

・第23回庄内川まつり「もっときれいになれ庄内川魚釣り大会」 

・リバーピア庄内川 

・多治見保健所申し入れ 定光寺及び曽木汚濁問題・ 

・愛知用水東谷山付近貫通式 

・愛知用水志段味開水路検討「意見聴取会」 

・県河川フォーラム 

・観桜会記念碑除幕式 

・ビオトープ ∃シ茎植え 

・庄内川工事事務所にて表彰される(建設事業関係功労者) 

・第28回なこやまつり第18回河川コーナーにきれいにする会出展 

同上 

・建設協会親子水辺教室 

・イタセンパラ現地調査 

・リバーピア庄内川 

・第24回庄内川まつり「もっときれいになれ庄内川魚釣り大会」 

・庄内川ビオトープ生物調査 

・ドンキホーテ隊打ち上げ(中本賢さんより寄付金をもらう) 

・グランドワークセミナー 

・建設省浄化事業 

・日本環境会議名古屋大会 

・才井戸流CBC放映 

・藤前干潟「生きものまつり」 

・NBN「こけこつこ」でインタビューを受ける 

・建設コンサルタント総会にて講演 

・庄内川ビオトープ「ズームイン朝」で放映 

・CBC「そこが知りたい」サツキマス確認 

・県知事交渉 
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年 月 日 で  き  ご  と 

1999年 6月26日 

6月27日 

7月17日 

7月24日 

7月25日 

7月26日 

8月9日 

9月3日 

11月 3日 

11月 7日 

11月 9日 

2000年 4月26日 

4月30日 

6月2日 

6月4日 

6月9日 

7月26日 

7月29日 

7月30日 

8月11日 

9月15日 

10月 21日 

10月 29日 

11月 3日 

11月 5日 

11月 16日 

12月 2日 

12月 4日 

12月 13日 

12月 21日 

12月 25日 

2001年 2月15日 

4月18日 

2月25日 

4月12日 

6月2日 

6月13日 

6月17日 

6月20日 

6月27日 

7月22日 

7月23日 

7月24日 

7月26日 

7月27日 

8月2日 

9月5日 

・陸水会水質調査

同上

・東海水環境ネットフォーラム99

・建設協会親子水辺教室

同上

・名古屋市長交渉

・イタセンパラ保護連絡会

・中部国際空港を考える愛知県民ネットワーク

・リバーピア庄内川

・庄内川まつり魚釣り大会

・瀬戸市長交渉

・東生涯学習センター宮田講演

・志段味懇談会宮田講演

・庄内橋魚道調査

・丼戸流ビオトープ観察会

・河川生態環境評価に関する講演会

・庄内川流域ネットワーク「庄内川の魚を見る会」

・CBC夏まつり河川コーナー

同上

・東海豪雨

・愛知サンショウウオを見る会 才井戸流ビオトープ調査

・堀川を考える小学生の集い(八熊小学校)いつせい行動

・流域自治体ゴミクリーン作戦

・リバーピア中止

・庄内川まつり魚釣り大会

・名港を考える会宮田講演(住民と企業と行政)

・矢田中学講演 宮田

・中部未来創造大賞受賞

・王子製紙環境管理課と話し合い

・万博座談会

・八田川浄化問題

・堀川浄化問題

・才井戸流報告会

・庄内川流域ネットワーク王子製紙見学

・桜植樹米が瀬緑地

・名東保健所 魚類を採る

・庄内川・土岐川流域ネットワーク 毎上の森視察

・志段味の歴史と自然に親しむ会

・県吉根堰堤魚道打合せ

・白沢小学校庄内川観察会

・夏まつり  河川コーナー

同上

・香流川 親子水辺孝^教室

・山崎川 親子水辺教室

・春日丼北白小学校 水生生物調査

・守山保健所水生生物調査 投網

・矢田川水生生物調査
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年 月 日 で  き  ご  と 

2001年 9月 8日 

11月 3日 

11月 4日 

12月 20日 

12月 24日 

2002年 3月 2日 

3月7日 

3月11日 

3月12日 

4月7日 

5月6日 

5月11日 

5月20日 

6月3日 

11月 3日 

11月 10日 

12月 2日 

12月 21日 

2003年 2月 6日 

2月23日 

3月12日 

5月2日 

5月24日 

5月25日 

7月3日 

7月26日 

7月27日 

7月28日 

8月27日 

9月25日 

11月 2日 

11月 3日 

12月 7日 

12月 10日 

2004年 1月13日 

1月25日 

2月14日 

3月6日 

3月23日 

3月28日 

4月6日 

4月29日 

5月8日 

5月12日 

5月14日 

5月16日 

・河川シンポ(河川文化デイスカバーフォーラム)  

・リバーピア庄内川 

・庄内川まつり 魚釣り大会 

・八田川懇談会 

・産廃焼却施設を阻止する北区の会 

・名成産業説明会 松川戸産廃問題 

・桜の植樹 

・庄内川ビデオ撮り 

・愛知亜鉛ビオトープメダカ 

・保険医協会  才丼戸流見学 

・いつせい行動出版懇談会 

・名古屋テレビロケ 

・名古屋テレビロケ(小野さんほか) 

・名古屋テレビ「アユ元気か？」放映 

・リバービア庄内川 

・庄内川まつり 魚釣り大会 

・守山自然ふれあいスクール 

・藤前ラムサール登録報告 

・ カモカモウオッチング藤前干潟 

・三河湾環境問題 

・八社小学校 講演 

・ 国交省 才丼戸流視察 

・工∃ストック 矢田川・新川中橋上流 

 同上 

・自沢小学校庄内川の水生生物 

・夏まつり河川コーナー 

 同上 

・愛知川交流会 

・リバーヘッド公演(ミュージカル)  

・名古屋港を見よう(名港を考える会)  

・庄内川まつり 魚釣り大会 

・リバーピア庄内川 

藤前干潟立入調査 

・堀川大学 能楽堂 

・長久手との話し合い 

・伊勢湾NGOパートナーシップ会議 

・大山川の自然に親しむ会 

・庄内川下り水分橋より 

・庄内川ビオトープ 春日丼市役所・王子製紙 

・「ダム撤去」シンポ 

・―色干潟調査(三河湾) 

・名古屋市水質環境目標値設定にかかる懇談会 

・矢作川川会議 

・庄内川流域ネットごみひろい 

・伊勢三河湾市民ネットワーク 

・新川町魚類調査 
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年 月 日 で  き  ご  と 

2004年 5月18日 

5月19日 

5月23日 

6月6日 

6月12日 

6月13日 

6月15日 

6月17日 

6月21日 

6月24日 

7月4日 

7月10日 

7月15日 

7月19日 

7月24日 

7月25日 

7月28日 

8月10日 

8月20日 

9月7日 

9月18日 

9月25日 

9月26日 

10月 18日 

10月 24日 

10月 28日 

11月 3日 

11月 7日 

11月 14日 

12月 1日 

12月 21日 

2005年 1月20日 

1月23日 

1月31日 

2月10日 

2月25日 

3月10日 

3月20日 

3月27日 

5月8日 

7月23日 

7月24日 

7月30日 

 

7月31日 

8月7日 

 

・流域ネット下水処理場見学 

・玉野発電所定期点検 

・才井戸流ビオトープ試験地草刈 

・国交省水環境一斉調査 

・中京テレビ「WAKU WAKU」取材 

 同上 

・土岐川観察 

・菜の花プロジェクト 

・伊勢・三河湾貧酸素打合せ 

・名古屋港見学会 

・「30年のあゆみ」出版についての話し合い 

・中京テレビ「WAKU WAKU」放映 

・藤前干潟第2回ごみひろい 

・矢田川浄化実験場見学 

・CBC夏まつり 河川コーナー 

 同上 

・環境大学説明会 

・志段味ビオトープ 

・引山小学校 石井式浄化槽設置 

・つゆはし作業所視察 

・天自川サミット 

・エコストック 矢田川・新川中橋上流              

 同上 

・春日井市との話し合い  

・クリーン大作戦 藤前干潟 

・名古屋港見学会 

・リバーピア庄内川 2004 

・庄内川まつり 魚釣り大会 

・30周年誌「庄内川浪漫」出版記念パーティ、ソンコ マージュ出演 

・才井戸流 志段味推進室が視察 

・瀬戸市との話し合い  

長久手町との話し合い 

・伊勢・三河湾流域ネットワーク設立総会 

・名古屋港管理組合との話し合い 

・瀬古小学校4年生総合学習 

・瀬古学区 矢田川ゴミ拾い 

・相川竹林ワークショップ見学会 

・才井戸流 草刈り 

・藤前干潟 ビジターセンターオープン 

・クリーン大作戦 庄内川河口 

・愛知万博 県民参加ワーキング発表会 

・土岐川・庄内川交流会 

・愛知万博 県民参加ワーキング発表会 

・CBC夏祭り河川環境に参加 

・CBC夏祭り河川環境に参加 

・志段味ビオトープで遊ぼう 
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年 月 日 で  き  ご  と 

2005年 8月20日 

8月28日 

9月11日 

9月18日 

9月25日 

10月 1日 

10月 2日 

10月 15日 

10月 21日 

11月 3日 

11月 6日 

11月 13日 

11月 20日 

11月 26日 

12月 14日 

2006年 1月17日 

18日 

2月3日 

2月13日 

3月5日 

3月6日 

3月18日 

3月24日 

4月5日 

5月21日 

5月27日 

6月3日 

 

6月4日 

 

6月8日 

6月11日 

6月18日 

7月11日 

7月23日 

7月29日 

7月29日 

8月6日 

 

9月17日 

9月26日 

10月 5日 

10月 22日 

10月 28日 

11月 3日 

11月 4日 

 

・愛知万博で発表 

・土岐川庄内川交流会 

・庄内川上流調査 漁協と交流会 

・名城大学Day ボランティア活動の発表 

・いっせい行動 決起と交流集会 

・鍋田視察 

・森の健康診断 恵那市 

・尾張旭市 矢田川サミット 

・琵琶湖環境ビジネスメッセ2005 長浜ドーム 

・りばーぴあ庄内川2005 

・庄内川まつり 魚釣り大会 水分橋 

・クリーン大作戦 庄内川河口 

・野井川クリーン作戦 

・笠原の森 整備事業 

・名古屋市との話し合い 

・八ヶ村用水上流の湖畔林の調査 

・水質調査 名古屋市モニタリング 

・庄内川水辺空間に関する懇談会 

・第 1回水が結ぶ水辺空間に関するあいち 

・志段味ビオトープで遊ぼう 

・名古屋港管理組合との話し合い 

・名古屋市水質モニタリング発表会 

・瀬戸市との話し合い 

・庄内川新池の整備 

・森の健康診断 報告会 

・クリーン大作戦庄内川中堤 

・矢作川森の健康診断 

・エコストックフェスティバル 

・全国一斉水環境調査 

・エコストックフェスティバル 

・才井戸流 草刈 

・多治見 生田川整備 

・多見水質生き物調査 

・愛知県との話し合い  

・恵那市 野井川整備 

・CBC夏祭り 

・第一回水とぴぁ朝市  

・上流水質生き物調査 

・志段味ビオトープで遊ぼう 

・名古屋環境デー 

・水辺の学校準備会 

・NPO土岐川・庄内川サポートセンター設立 

・水分橋下流河川敷 整備 

・恵那市 森の健康診断 

・リバーピア 庄内川2006  

・クリーン大作戦 
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年 月 日 で  き  ご  と 

2006年 11月 5日 

11月 12日 

12月 10日 

2007年 1月13日 

2月13日 

2月24日 

2月27日 

3月4日 

3月6日 

3月11日 

3月13日 

4月13日 

4月18日 

5月7日 

5月18日 

5月19日 

5月22日 

6月２４日 

7月21日 

7月28日 

7月29日 

8月9日 

8月20日 

8月26日 

9月4日 

9月15日 

9月22日 

9月23日 

9月27日 

9月29日 

10月 18日 

10月 19日 

10月 27日 

11月 3日 

11月 4日 

11月 10日 

11月 11日 

11月 15日 

11月 19日 

12月 6日 

12月 12日 

12月 14日 

12月 27日 

2008年 1月30日 

2月8日 

2月12日 

3月2日 

 

・庄内川まつり 魚釣り大会 

・恵那市 野井川 クリーン作戦 

・川ナビ 歩こう会 

・森の健康診断 全国会議 

・琵琶池地区整備ワーキング 

・尾張旭市の豊かな自然 

・水循環再生指標検討会愛知県 

・志段味ビオトープで遊ぼう 

・才井戸流 整備 

・伊勢・三河湾流域ネットワーク総会 

・瀬戸市話し合い 

・ゴミシンポジウム 藤前ビジターセンター 

・水質調査モニタリング 

・守山高校訪問 

・NPOサポートセンター総会 

・クリーン大作戦 庄内川中堤 

・生物多様性の日 

・いっせい行動 決起と交流の集会 

・才井戸流 自然観察会 

・CBC夏祭り 

 同上 

・愛知水シンポ 

・愛知川の会 

・志段味ビオトープで遊ぼう 

・名古屋市との話し合い 

・ため池シンポジウム 

・ボランティアフェスティバル 

・環境デー名古屋 

・東谷山古墳群見学会 

・第 2回森の健康診断報告会 

・才井戸流 整備 

・環境セミナー2007 

・恵那市 森の健康診断 

・りばーぴあ庄内川2007 投網打ち 

・庄内川まつり 魚釣り大会 

・クリーン大作戦庄内川河口 

・恵那市 野井川クリーン作戦 

・みずとぴぁ 草刈り 

・身近な水辺再生と川の健康診断 矢田川 

・名古屋港見学会 

・志段味収穫祭 

・矢田川 川の健康診断の反省会 

・矢田川子ども水辺現地視察 

・瀬戸市との話し合い 

・ごみゼロ社会推進あいち県民大会 

・守山自然ふれあいスクール 

・尾張水環境再生プロジェクト 
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年 月 日 で  き  ご  と 

2008年 3月 3日 

4月12日 

4月20日 

5月6日 

5月22日 

5月23日 

6月1日 

6月21日 

6月29日 

7月5日 

7月6日 

8月8日 

8月10日 

8月24日 

9月20日 

10月 12日 

10月 26日 

11月 2日 

11月 3日 

11月 14日 

11月 15日 

11月 21日 

11月 25日 

11月 30日 

2009年 1月10日 

1月15日 

1月25日 

2月14日 

2月23日 

3月1日 

3月7日 

3月15日 

3月22日 

4月11日 

 

4月19日 

4月25日 

5月2日 

5月3日 

5月12日 

5月22日 

5月23日 

5月31日 

6月14日 

6月30日 

7月12日 

7月18日 

 

・名古屋港管理組合との話し合い 

・守山ふれあいスクール マメナシを知ろう 

・NPOサポートセンター総会 

・山菜を楽しむ会 

・あいち川の会総会 

・水環境保全活動で環境省より表彰を受ける 

・クリーン大作戦 庄内川河口 

・愛知県環境調査 

・恵那市 森の健康診断下見  

・水質調査 大森橋  

・環境問題懇談会 

・名古屋市との話し合い 

・伊勢・三河湾シンポ 

・志段味ビオトープで遊ぼう 

・いっせい行動決起と交流の集会 

・身近な水辺再生と川の健康診断 矢田川大森橋 

・あいち川の会 大山川 

・庄内川まつり 魚釣り大会 水分橋 

・りばーぴぁ庄内川 みずとぴぁ 

・藤前干潟ふれあいデー 

・クリーン大作戦 稲永会場 

・矢田川のアユを食べる会 天神橋 

・矢田川水辺協議会 

・恵那市間伐体験 

・水質調査 大森橋  

・守山東中学校総合学習 

・きれいにする会会議 

・伊勢湾流域圏再生シンポ 

・王子製紙との協議 

・伊勢湾の再生・保全に関する意見交換会 

・志段味ビオトープで遊ぼう 

・アユ調査 

・名古屋市水環境モニタリング発表会 

・きれいにする会総会 

・漁業組合設立準備会 

・アユ52匹確認 4名参加 

・多自然川づくりワークショップ 

・アユ遡上調査 庄内川・矢田川 

・アユ遡上調査 庄内川・矢田川 

・守山ふれあいスクール 

・守山高校と才井戸流の清掃 

・川と海の清掃活動 庄内川アダプト 

・漁業組合設立発起人会 

・米が瀬ビオトープで遊ぼう 

・日本水大賞 環境大臣賞受賞式出席 

・あいち海上の森大学開校記念講演会 

・モリコロパーク夏祭り 出展 
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年 月 日 で  き  ご  と 

2009年 7月19日 

 

7月20日 

7月25日 

8月9日 

8月12日 

9月29日 

10月 4日 

10月 10日 

10月 11日 

10月 24日 

10月 25日 

10月 31日 

 

11月 1日 

11月 14日 

2010年 4月 3日 

5月22日 

6月6日 

9月6日 

9月19日 

10月 9日 

10月 20日 

10月 31日 

11月 7日 

11月 24日 

 

2011年 1月25日 

2月8日 

 

3月6日 

3月12日 

4月17日 

4月29日 

5月14日 

6月5日 

7月14日 

7月21日 

9月19日 

9月24日 

10月 1日 

10月 2日 

10月 20日 

10月 30日 

11月 6日 

11月 16日 

12月 4日 

 

・モリコロパーク夏祭り 出展 

・アユ遡上調査 庄内川・矢田川 

・アユ遡上調査 庄内川・矢田川 

・水質調査 大森橋 

・あいち川の会「川の石ころ」 豊川 

・才井戸流 草刈り 

・河村名古屋市長との懇談 

・身近な水辺再生と川の健康診断 矢田川大森橋 

・COP10開始 1年前記念事業（モリコロパーク） 出展 

同上 

・恵那市 森の健康診断 

・藤前干潟 ふれあいデー 

・川と海の清掃活動 庄内川アダプト 

・クリーン大作戦 庄内川河口 

・庄内川まつり 第35回記念魚釣り大会 水分橋 

・環境大臣賞受賞・35周年記念祝賀会 

・庄内川水系にアユ遡上100万匹大作戦（4月 4日、5月2・3日、7月19日） 

・矢田川ウオーキング（あいち森と緑事業） 

・庄内川アユ遡上調査．山西用水堰―高貝用水堰―神明上条用水堰――諏訪大橋 

・藤前学生環境サミット基調講演 

・リバーピアブース出展 

・Cop10地球生き物 Expoブース出展（10月10日） 

・庄内川アユ産卵場の造成 

・矢田川アユヤナ設置 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・東生涯学習センター（名古屋マイスター講座）矢田川の魅力 生物多様性を感じて  

・第 5回矢田川を変えよう 矢田川ボランティアの魅力講演 

・山西用水堰視察・意見交換会（名古屋市） 

・尾張地域水循環再生地域協議会 事例報告、庄内川アユ遡上100万匹大作戦、才井戸流環

境整備 

・春の志段味ビオトープで遊ぼう参加 

・庄内川再生フォーラム 庄内川アユ遡上100万匹大作戦報告 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・アユ遡上調査（４月 30日、6月 19日・名城大学付属高校生参加、20日） 

・藤前干潟クリーンアップ大作戦参加 

・才井戸流 ホタル鑑賞会 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生と協働） 

・国土交通省中部地方整備局より感謝状を受ける 

・50年ぶりのアユ友釣り大会（第 1回） 

・川づくり いい川づくりワークショップ 準グランプリを獲得(25日) 

・才井戸流 台風後の修復と生き物調査 

・庄内川アユ産卵場造成 

・山西用水堰改善、庄内川河川事務所および名古屋市と協議 

・身近な水辺再生と川の健康診断 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・リバーピアに参加 

・才井戸流 環境整備 
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年 月 日 で  き  ご  と 

2012年 1月29日 

3月11日 

3月24日 

4月15日 

5月1日 

5月6日 

5月16日 

6月10日 

7月22日 

9月8日 

9月15日 

10月 21日 

10月 28日 

11月 4日 

11月 30日 

2013年 1月26日 

3月17日 

3月30日 

4月16日 

5月24日 

6月9日 

6月15日 

7月7日 

7月14日 

7月28日 

9月16日 

10月 27日 

10月 30日 

11月 3日 

2014年 1月25日 

4月20日 

4月22日 

5月11日 

5月25日 

6月1日 

6月8日 

6月22日 

7月21日 

7月26日 

9月15日 

10月 19日 

10月 26日 

11月 2日 

11月 22日 

2015年 3月 2日 

4月19日 

5月3日 

・伊勢湾のゴミを考える集い 「庄内川水系にアユ遡上100万匹大作戦」を講演 

・才井戸流 環境整備 

・モリコロ春祭りに出展 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・アユ遡上調査（5月5・20日、6月18・25日、7月 8日、11月29日） 

・庄内川で遊びませんか 庄内川ウオーキング 

・名古屋国際学園に才井戸流れを紹介 

・才井戸流 ホタル観賞会 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生と協働） 

・三重県奈佐の浜 大清掃大会参加 

・第 2回庄内川天然アユ友釣り大会 

・リバーピア、第１回庄内川川会議 

・身近な水辺再生と川の健康診断 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・中部電力玉野堰魚道見学 

・第 2回 ゴミと水を考える集いー庄内川を救おう 

・アユ遡上調査（庄内川） 

・庄内川山西用水堰に簡易魚道設置 

・投網講習（名城大学付属高校投生参加） 

・藤前干潟クリーンアップ大作戦参加（名城大学付属高校生と協働） 

・才井戸流ホタル観賞会 

・オオキンンケイギク調査（名古屋市生物多様性センターに協力） 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生と協働） 

・庄内川竹筏下り（会員） 

・庄内川竹筏下り（名城大学付属高校生参加） 

・第 3回庄内川天然アユ友釣り大会 

・第 2回 庄内川川会議 

・身近な水辺再生と川の健康診断 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・才井戸流 環境整備 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・庄内川河川事務所の魚道づくりに協力 

・庄内川清掃活動（6月 8日、7月 13日、8月10日、9月14日） 

・矢田川で魚を捕ろう活動 

・庄内川にアユを呼び戻そう 

・才井戸流 ホタル観賞会 

・矢田川アユ遡上調査（7月27日、8月28日） 

・才井戸流 ザリガニ調査（名古屋市生物多様性センターに協力） 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生と協働） 

・第 4回庄内川アユ友釣り大会 

・第 3回庄内川川会議、リバーピア終了後 

・身近な水辺再生と川の健康診断 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・名城大学付属高校の庄内川清掃活動に協力 

・春の志段味ビオトープで遊ぼう 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・庄内川にアユを呼び戻そう 
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年 月 日 で  き  ご  と 

2015年 5月31日 

6月7日 

6月17日 

6月27日 

8月1日 

9月19日 

10月 18日 

10月 4日 

10月 25日 

11月 1日 

2016年 1月29日 

3月5日 

3月12日 

3月19日 

3月21日 

 

4月9日 

 

4月30日 

5月1日 

5月16日 

5月18日 

5月28日 

6月5日 

7月6日 

7月31日 

8月10日 

8月28日 

9月5日 

10月 30日 

11月 6日 

11月 20日 

2017年 2月 3日 

3月5日 

3月30日 

4月16日 

4月22日 

5月8日 

 

5月20日 

5月21日 

5月28日 

6月24・25日 

7月23日 

7月26日 

8月11日 

8月27日 

 

・矢田川で魚を捕ろう 

・才井戸流 ホタル観賞会 

・（株）アサヒビールより助成金をいただく 

・矢田川魚道調査（7月25日） 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生と協働） 

・第 5回庄内川アユ友釣り大会 

・第 4回 庄内川川会議 

・矢田川の源流を訪ねる活動 

・身近な水辺再生と川の健康診断 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・河川財団平成27度川づくり団体優秀事例発表会において優秀成果団体表彰を受ける 

・庄内川小田井堰堤下流に自動水温度測定器を設置 

・春の志段味ビオトープで遊ぼう 

・才井戸流水質検査（名古屋水質目標値水質モニタリング報告会で結果発表） 

・庄内川の魚類に寄生するイカリムシの講演（水防センター三重大学大学院 

好峯氏） 

・アユ遡上調査、小田井床止め、4月 23・29・30日、5月16日、6月 2・14日、7月15・21

日、8月20・31日） 

・矢田川魚道調査（5月29日、7月23日、9月24日、10月30日） 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・山西用水堰魚道調査 

・小田井床止め下流でアユの毛ばり釣り 

・庄内川にアユを呼び戻そう 

・才井戸流 ホタル観賞会 

・カヌーで庄内川下り 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生参加） 

・庄内川天然アユ友釣りのための事前調査 

・夏の志段味ビオトープで遊ぼう参加 

・第 6回庄内川アユの友釣り大会 

・身近な水辺再生と川の健康診断・矢田川魚道調査 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・第 5回庄内川川会議 

・平成27年度河川財団優秀成果団体として表彰 

・春のビオトープで遊ぼう 

・矢田川上流の赤津川でアマゴの生息確認 

・食味を指標とした水質調査マニュアルを制作 

・小田井堰 魚道問題点の調査（5月3・29日） 

・水質モニタリング（松川橋下流、才井戸流、9月 24日、11月18日、2018年 2月17日） 

・山西用水堰について名古屋市と設計計画協議（2018年 3月 1日） 

・庄内川にアユを呼び戻そう 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・矢田川で魚を捕ろう 

・矢田川魚道調査（9月23・24日） 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生と協働） 

・一斉行動 愛知県知事要請活動（8月4日・名古屋市長、2月23日・名古屋港管理組合）                                                                               

・矢田川源流探訪 

・夏の志段味ビオトープで遊ぼう 
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年 月 日 で  き  ご  と 

2017年 9月10日 

9月16日 

11月 5日 

12月 8日 

2018年 3月 4日 

3月25日 

4月8日 

5月７日 

 5月27日 

6月17日 

7月31日 

8月26日 

9月1・2日 

9月9日 

9月15日 

9月9日 

10月 21日 

10月 27・28日 

10月 29日 

11月 4日 

11月 30日 

12月 4日 

2019年 1月25日 

2月1・26日 

2月19日 

2月22日 

3月6日 

3月24日 

4月13日 

4月23日 

5月2日 

5月23日 

5月26日 

6月1日 

6月2日 

6月22・23日 

7月7日 

7月7日 

７月30日 

8月11日 

8月12・13日 

9月16日 

10月 27日 

11月 3日 

2020年 1月20日 

1月27・29日 

2月6日 

 

・第 7回庄内川天然アユ友釣り大会（初めておとりアユで捕獲） 

・環境デーなごや出展 

・庄内川まつり 魚釣り大会 

・庄内川 漁の語り部聞き取り調査（～2018年4月24日） 

・春の志段味ビオトープで遊ぼう 

・桜植樹 経政会と協働 

・白沢渓谷桜祭り 魚の採捕に協力 

・王子製紙春日井工場に庄内川の水質改善について質問書提出（回答 10月 25日） 

・「矢田川で魚を捕ろう」イベント 矢田川魚道調査 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・伊勢湾流域圏一斉モニタリング調査参加 

・夏の志段味ビオトープで遊ぼう 

・矢田川魚道調査 

・第 8回庄内川天然アユ友釣り大会 

・環境デーなごや 2018出展 

・「庄内川語り部」発刊 

・リバーピア 参加 

身近な水辺再生と川の健康診断 

・バーブ工学習会参加 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・矢田川魚道に関する協議（尾張建設事務所） 

・小田井堰階段式魚道の実験結果報告（庄内川河川事務所・12月 20日） 

・庄内川水系水質改善取り組みに関する要請（名古屋市環境局） 

・小田井堰堤扇形魚道の改善工事現地打ち合わせ（庄内川河川事務所） 

・一斉行動名古屋港管理組合との話し合い 

・山西用水堰の設置魚道に関する協議（名古屋市、清須市） 

・流域内の主な市（春日井市、瀬戸市、尾張旭市）に下水道整備を要請 

・桜の植樹 経政会と協働 

・ウナギ登りアシスト活動を実施（6月2日） 

・小田井堰堤階段式魚道内生物調査（岐阜大学向井研究室と協働、計 6回） 

・気候変動適応に向けた長期水温モニタリングを開始（瀬古、志段味、多治見） 

・水循環シンポジウムに参加、発表 

・矢田川で魚を捕ろう 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生と協働） 

・ウナギを呼び戻そう市民調査（株コーワ、パルシステム、名城大学付属高校） 

・魚道の遡上調ならびに堰堤間の生物調査） 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・水辺で乾杯in庄内川を実施 

・一斉行動に参加、知事との話し合い（8月 2日・名古屋市長との話し合い） 

・夏の志段味ビオトープで遊ぼう 

・ウナギ遡上調査を実施、矢田川源流探訪（名城大学付属高校生と協働） 

・第 9回庄内川天然アユ友釣り大会を実施 

・身近な水辺再生と川の健康診断 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・「庄内川水系・魚道視察2019」を実施 

・小田井床止め右岸魚道（階段式）を修繕 

・第20回中部未来創造大賞「奨励賞」を受章 
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年 月 日 で  き  ご  と 

2020年 3月 

3月15日 

5月10日 

6月6日 

6月7日 

8月20日 

8月22日 

8月22日 

10月 5日 

11月 1日 

11月 13日 

11月 17日 

11月 26日 

2021年 1～3月 

 

2月16日 

2月18・25日 

3月3日 

3月14日 

4月24日 

5月1日 

5月23日 

6月6日 

6月26日 

7月1日 

7月17・18日 

7月27日 

9月2日 

10月 3日 

10月 5日 

10月 15日 

11月 7日 

11月 19日 

 

12月 19日 

2022年 1月15日 

3月13日 

3月27日 

3月27日 

4月20日 

4月25・26日 

4月28日 

5月15日 

5月19日 

5月22日 

5月27日 

 

・「庄内川の語り部」を作成・寄贈、食味調査マニュアル（アユ編）を作成 

・桜の植樹 経政会と協働 

・「森の体験館」見学会を実施 

・第 9回小さな自然再生現地研修会in名古屋・矢田川」に主催団体として参加 

・第17回身近な水環境の全国一斉調査に参加 

・中部大学村上哲生教授の協力で御幸樋門の汚濁調査、春日井市に質問 

・才井戸流の水質調査（11月 14日、１月16日、他計4回） 

・環境デーなごや 2020に動画出展（ブースは中止） 

・矢田川バーブ工による河道環境改善試行（第 2回 11月13日、第 3回3月2日） 

・庄内川祭り 魚釣り大会  

・小さな自然再生現地研修会in名古屋・矢田川 

・「都市の軌跡・庄内川天然アユ友釣り大作戦」を」開催 

・守山生涯学習センター「なごや環境大学共育講座学」講師を担当 

・庄内川における生物の異臭調査（名古屋市との協議．12月８日、１月21日、1月28日 

・魚類異臭調査のサンプル採集） 

・シラスウナギ調査を実施 

・北生涯学習センター「なごや学」講師担当 

・矢田川バーブ工の設置立ち合い 

・桜の植樹、経政会と協働 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・才井戸流 水質調査（7月31日、10月 9日、1月 15日、計 4回） 

・水生生物採捕調査（バーブ工）、中部大学学生、尾張建設事務所と協働 

・身近な水環境の全国一斉調査に参加 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生と協働） 

・愛知県河川協力団体に認定 

・矢田川で第5、第 6魚道調査、中部大学学生尾張建設事務所と協働 

・「健康と環境を守れ」愛知の住民一斉行動（知事交渉）に参加（8月6日・名古屋市長交渉） 

・名古屋市実施の 2021年度庄内川河川生物異臭調査に協力（9月 3・21日） 

・土岐川漁協と意見交換 

・矢田川バーブ工プロジェクト見学、モニタリング 

・山西用水堰魚道改善について 名古屋市・清須市との協議（翌 3月22日） 

・庄内川まつり 魚釣り大会 

・守山生涯学習センター講座「きれいな水を未来へ 庄内川をきれいにする取り組み～生き

物調査を通して～講師を担当」 

・上流矢田川ウオーク（第7魚道～山口堰堤） 

・シラスウナギ調査 

・桜の植樹（経政会と協働） 

・春の志段味ビオトープで遊ぼう参加 

・才井戸流水質調査（12月 19日、他計 4回） 

・才井戸流 水質調査（7月16日、10月21日、1月21日、計4回） 

・山西用水堰の魚道調査（5月19日） 

・上条地区掘削工事説明会（9月 1日） 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・山西用水堰魚道設置に向けた関係機関との協議（翌 3月16日） 

・矢田川魚類調査（7月23・24日） 

・庄内川玉野堰において魚道改善に向けて中部電力と協議 
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年 月 日 で  き  ご  と 

2022年 7月16日 

７月23・24日 

8月24日 

9月4日 

9月15日 

 

9月17日 

10月 9日 

10月 24日 

11月 6日 

   2023年1月24日 

3月12日 

2月15日 

5月21日 

6月4日 

7月15日 

8月9・30日 

8月10日 

9月16日 

9月30日 

10月 1日 

11月 5日 

11月 7日 

2024年 2月 9日 

3月10日 

4月21日 

4月27日 

6月2日 

7月6日 

7月13・14日 

7月18日 

9月14日 

9月14日 

 

9月29日 

9月29日 

10月 15日 

10月 27日 

11月 3日 

11月 28日 

 

・伊勢湾流域圏一斉モニタリングに参加 

・矢田川魚道調査 

・夏の志段味ビオトープで遊ぼう参加 

・矢田川第８魚道計画 尾張旭・瀬戸エリア現地見学（９月25日） 

・名古屋市「市民の健康と安全を確保する環境の保全に関する条例」に基づく「調査の請求」

申請を実施 

・環境デーなごや 2022に出展 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生と協働） 

・ゴルフボール河川投棄問題（庄内川ゴルフ倶楽部）、10月 2日〈幸心ゴルフ練習場を訪問〉 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・シラスウナギ遡上調査（2月9日、3月12日） 

・桜の植樹（経政会と協働） 

・小田井床止 魚道の土砂撤去 

・投網講習（名城大学付属高校生参加） 

・身近な水環境の全国一斉調査に参加 

・才井戸流 水質調査（2024年1月27日、他計4回） 

・矢田川魚道調査 

・矢田川バーブ工調査 

・環境デーなごや 2023に参加 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生と協働） 

・庄内川中流 魚類調査 

・庄内川祭り 魚釣り大会 

・矢田小学校有志児童と矢田川橋緑地にて環境学習実施 

・玉野堰魚道改善協議 

・経政会と協働で桜植樹 

・投網講習会（名城大学付属高校生参加） 

・才井戸流 水質検査 

・第21回身近な水環境の全国一斉調査参加 

・伊勢湾流域圏一斉モニタリング参加 

・矢田川第新魚道（尾張旭市宮下橋下流）調査 

・矢田小学校にて環境学習 

・環境デーなごや 2024に参加 

・名城大学大学院総合学術研究科において「矢田・庄内川をきれいにする会 50年の歩み」講

演 

・藤前干潟二枚貝調査（名城大学付属高校生参加） 

・尾張漁業協同組合設立発起人会 

・矢田川橋緑地にて矢田小学校現地学習（10月24日矢田小にて補習） 

・矢田川のガサガサを実施 

・庄内川祭り 第50回魚釣り大会 

・矢田小学校にて児童の環境学習発表会に参加 
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（資料） 

矢田・庄内川をきれいにする会会則 

第 1章 名称および目的 

第 1条（名称）この会は矢田・庄内川をきれいにする会（略称きれいにする会）とします． 

第 2条（目的）この会は，庄内川水系を汚すすべての汚染源に対し，きれいで快適な生活環境をとり戻し次世代に引

きつぐとともに，農育活動をとおして食料問題に取り組み，次代の食の安定を目指すことを目的とします． 

第 2章 会員およびその役割 

第 3条（会員）この会は会の目的，会則，活動方針に賛同し，入会を希望する人を会員とします．ただし，17歳まで

の人は準会員とします． 

②会員は入会の翌年度から年会費 3000円を会に納入することとします．ただし，準会員ならびに学生（高校生，大学

生，その他専門学校生）の会費は免除します． 

第 4条（会長）この会は会を代表し，活動を統括する会長を置きます． 

②会長は役員会により選びます． 

第 5条（事業部）この会は事業を円滑に推進するために次の事業部を置きます． 

(1)経理部 会の経理を担当します． 

(2)広報部 会の広報を担当します． 

(3)環境調査部 環境の調査・分析を担当します． 

(4)農育部 地域農業の支援・里山保全事業を担当します． 

(5)矢田川部 矢田川の調査ならびに環境改善に向けた活動を担当します． 

②部員は会員の中から希望する人を当てます． 

③各部は部長および副部長を役員会に推薦します． 

第 6条（事務局）この会は運営に必要な事務を担当するために，事務局（名古屋市守山区川西一丁目 1304番地）をお

きます． 

②事務局は会長の指名に基づく事務局員で構成し，局員の中から事務局長を役員会に推薦します． 

第 7条（連携）この会は NPO土岐川・庄内川サポートセンターと密接な連携のもとに事業を進めます． 

第 3章 会議等 

第 8条（総会）総会は会長が年 1回召集し，会の基本方針，事業など重要事項を決定します．また，必要に応じて開

催することができます． 

第 9条（役員会）役員会は必要に応じて会長が招集し，運営に必要な次の諸事項を審議し，決定します． 

(1)会長の選任 

(2)事務局長，事業部長および事業副部長の選任 

(3)事業計画および報告 

(4)予算および決算 

(5)会員の入会及び退会 

(6)会則の改正 

(7)その他本会の運営に関し，必要な事項 

②役員会は会長，事務局長，各事業部長および副部長により構成します． 

③会長およびその他の役員の任期は 1年とし，再任を妨げません． 

第 4章 経理 

第 10条 この会の経費は会費、寄付金，官民からの委託金，補助金，広告料およびその他の収入によってまかないま

す． 

②この会の会計年度は毎年 4月 1日から翌年 3月 31日とし，監査を受けます． 

 

付則 この会則は 2008年 10月 1日から施行します． 

付則 この会則は 2018年 4月 1日から施行します． 

付則 この会則は 2021年 4月 18日から施行します． 

付則 この会則は 2022年 4月 10日から施行します． 

付則 この会則は 2023年 4月 9日から施行します． 
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（資料） 

矢田・庄内川をきれいにする会出版物 
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